























レッド・プリンセス




大舞踏会は薔薇のドレスで











著者　斎王ことり

イラスト　山岡 鰆


















電子版 ビーズログ文庫










本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ウェブページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。






本作品は本文縦組で制作しております。また、電子端末での閲覧に向くよう、一部デザイン等を変更しております。あらかじめご了承ください。


















　　目次




プロローグは朝の目覚め

１　朝からドレスで大混乱

２　華やかなおつとめ

３　ファイシスと隻眼の公爵

４　夜の庭園、二人きりで密会を

５　桃と王妃のドレスと黒い馬

６　ガーゴイルとコウノトリの砦

７　怪しい公爵の正体

８　ラストダンスは誰のもの？

あとがき































[image: ]







　窓から射し込む明るい光。

　わずかに開けられた隙すき間まから、室内にそよそよと風が舞い込み、ルージュ・ド・ラ・クリムゾンの鼻先をくすぐる。

　ここは多分、ノイエフランス王国の中心、王の居住するレアベルサイユ宮殿の離り宮きゆうである、プチトリアノンの厨ちゆう房ぼう。

　テーブルの上にあるのは、目にも爽さわやかな、若草色のミントソルベのカシスソースがけ。生いちじくの蒸むしケーキ。桃とコケモモのコンポートに、レッドベリーのパイが磁じ器きの大皿に盛もりつけられている。

　ルージュはパイの上にシャンティクリームを絞しぼり出し、さらに綺き麗れいに飾かざりつける。

　お菓子を焼いていた石の窯かまはまだ熱く、あたり一面に溶いた小麦粉や生クリーム、卵の殻からが飛び散っている。使っていたいくつもの鍋は、厨房の床や調理台の上に放り出されたまま。

　だが完成したお菓子たちは、そんな乱れた過か程ていを忘れさせるかのようにテーブルの上に溢あふれている。

　甘く、かぐわしい香りが厨房を満たし、ルージュの輝く金きん赤あかの髪かみにも、白いエプロンにも染みついているくらいだ。

「どうよ！　我ながら最高の出来じゃないの？　すごくすごく美お味いしそう」

　いちじくが、濁にごらないよう甘く煮に詰つめるのに、気き合あいがいった。

　ケーキの生き地じが玉だまにならないよう、力を込めて搔き混ぜるのにも、シャンティクリームをふんわりふんわり空気のように泡立てるにも、〝努力と忍耐と根性〟の三点セットが必要だった。

（でも、そんな血の滲にじむような苦労も、こうしてファイシス様に食べていただければ報むくわれるというものよ）

「ルージュ。とても美味しいよ」

　少々癖くせのある柔らかな金髪。白い肌。果実のような赤い唇くちびる。まさに地上に降りた天使のような美び貌ぼうの王子ファイシスが、満ち足りた笑みを見せる。

「ルージュ、やっぱりルージュが大好きだよ。ずっとそばにいてほしいんだ。僕のお嫁さんになってくれるね」

　無む邪じや気きで純粋で、簡かん潔けつな言葉。神秘的なヒヤシンスブルーの瞳が、ルージュを捉とらえて放さない。

「ファイシス様……」

「君は僕のことが嫌い？　幼い頃からの記憶が欠落していて、怪け我がで歩けない僕が嫌い？」

　ファイシスの手が伸びてきて、ルージュの頰ほおに添そえられる。

「いえ。まさかそんな……私もファイシス様のことが……でも」

「でもなんて言葉は聞きたくないよ」

　長い睫まつげが縁ふち取どる、ファイシスの青い瞳が伏せられて、ルージュの顔に重ねられる。

（あ……）

　だが、何故か突然、周囲の甘い空気も、カラフルな色彩も、黒い影に遮さえぎられた。

『ダメだ……許さないぞ』

（誰？　突然現れて私の邪魔をしないで。今、私はファイシス様と……）

　影を押しのけて、ルージュは甘い光を取り戻そうとする。だが黒い手がその腕を捕らえ、もう一方の手はルージュのくるりとカールしている赤いつややかな髪を鷲わし摑づかんだ。

「痛い……ちょっと！　放して！」

　ルージュは顔をしかめて抵抗するが、男の手は高たか々だかと上げられ、ルージュは腕と髪で宙ちゆう吊づりになっている。

「我を踏み越えて行くがいい。それほど己おのれの欲望を満たしたいなら、この私を倒してから行け。弱き者よ」

　低く響く陰いん湿しつな声。嗤わらいを含み、勝ち誇った強者の声。

　ルージュはやにわに放り出され、ごつごつとした岩場に激しく体を叩きつけられた。

（どうして……私がこんな目に？　何をしたっていうのよ？）

『おまえに幸福などない。赤い魔女……赤い悪魔であるおまえには……常に不幸が訪れる……』

「あなたね！　誰よ？　人のこと悪魔呼ばわりするなんて、失礼……！」

　男の顔を見ようと必死に体を起こすが、さらに蹴けり飛ばされたルージュは岩場を転がる。そしてそこに、累るい々るいと人の死体が横たわっているのに気がついた。

（どうして？　なんで？　これは夢なの？　だって、さっきまで私、厨房にいたはず……厨房でお菓子を作って、ファイシス様に喜んでもらっていたはずなのに。お菓子に囲まれていたはずなのに、どうしてここには人の死体しかないの？）

　いつしか周囲は、深い闇やみに満ちていた。

　ルージュが起き上がろうと手をつくと、目の前に冷たく輝く刃やいばがあった。散乱する死体の誰か、倒され命を落とした者が使っていた剣けんだろう。刃こぼれもなく、折れてもいない。

（この剣……使える……！　これでこの悪魔のような男を……倒す！）

　ルージュは剣の柄つかをしっかと摑む。そしてよろよろと立ち上がると、前のめりになって剣を突き出し男に突進していった。だが、そんなつたない攻撃が通用するはずがなかった。

　男はひょいと寸前で身をかわし、勢い余って転んだルージュを嗤っている。

　兜かぶとの下で、その顔はまったく見えないのに、嗤っているのだけはわかる。

　わざと動かず、ルージュをからかっていたのだ。

「弱いな。弱すぎる。その程度の腕でこの私に刃は向むかう気か？　笑えるな」

　ルージュの頭を胸を足あし蹴げにする、悪魔の声。

（こいつ……この男……どこかで聞いたような言葉……いつもいつも夢に見る、黒い鎧よろい兜かぶとで身を固めた、黒馬にまたがったあの男……あの騎士……！　あいつだ！）

　ルージュは、唇をわななかせながら男を睨みつける。

「これは……夢。きっと夢……。でもこんな男に何も言わせないほどに、強くなりたい……！」

　苦しい息のもと、呻くルージュの目にほのかな白い光が見えた。

『───大丈夫……？　苦しいの？　僕がきっと助けるから……負けないで』

　悪魔の声に対抗して、淡い光の向こうから聞こえてくる優しい少年の声。きっと天使の声。

「天使……様……なの？　わかり……ました。私、戦うから。こんな男に……負けないから。弱者じゃなく強者を目指してみせるから！」

『さすが、僕のルージュだ……君は強いね』

　天使が穏やかにそう言ったので、ルージュは嬉しくなる。

「はい。天使様」

　いつのまにか周囲には柔らかな光が満ちていて、黒い男の影も闇も、累るい々るいたる屍しかばねも消え去っていた。

「ルージュ。僕は、強くなる君よりさらにずっと強くなってみせるよ……。そうして僕が君を守る。だから……ずっとそばにいてくれるよね……？」

（あ……れ？　これ……ファイシス様の声によく似ている……）

「ね、ルージュ。僕と結婚してくれるね？」

　ぼんやりした光の中から、返事を求める声。

「はい……」

　思わずそう答えそうになって、慌てて言葉を吞み込んだ。

『絶対に他言無用です。いいですね。ルージュ嬢！』

　ヴィクサントールの冷たく光る瞳が、突如目の前に迫ってきたのだ。

「ヴィクサントール……！」

　あのときのあまりに恐ろしい低い声、冷れい徹てつな眼まな差ざしを思い出し、ルージュは思わず飛び起きた。

「おはよう。僕のルージュ」

（───え？）

　ルージュは夜着のまま、自分の部屋のベッドの上にいた。やはり今のは夢だったのだ。

　そして傍らには、ウエーブのかかった金色の髪。青とも紫とも言えるヒヤシンスブルーの瞳。白い肌。赤い唇。

　まるで天使の降臨を思わせる容よう貌ぼうのファイシス王子が、車くるま椅い子すに座ったまま、ルージュの顔を見つめていた。










[image: ]







　事の起こりは数日前───。

　王妃主催の仮面舞ぶ踏とう会かいの夜。ルージュは第二王子の親友ゴーシェに邪魔者とみなされ、彼らが信しん仰こうしている邪教の儀ぎ式しきの生いけ贄にえとして蛇じや神しんに捧ささげられそうになった。ガーゴイルの助けですんでのところを逃げ出して、爆ばく睡すいした夜が明けると。

　第三王子のファイシスが、ルージュの部屋に来てのたまったのだ。

「大好きだよ。ずっと一緒にいたいよ。ルージュ、僕と結婚しようね」

　それは、ルージュとお目付け役の騎士アレクシス・ド・ユーシス、弟のジョシュア、そしてファイシス王子の側そば仕づかえであるヴィクサントールの前でなされた爆弾発言だった。

　十歳程度の純粋な少年が往おう々おうにして言い出しそうな、夢のある約束事。

　だが、継まま母ははである現王妃・ポンパドールに疎うとまれ、現王妃の実の息子である第一王子シンドラと、第二王子デュークが立派に成長している今、廃はい嫡ちやくを噂うわさされる病弱な第三王子が、思いのままに口にしていい言葉ではなかったのだ。




　ここは、ノイエフランス王国の君主・ルシフェル十五世が住まうレアベルサイユ宮殿、その広大な庭園の一角。

　王宮から、ひっそりと森の中に延びる小道を行くと、突き当たりに柵さく門もん。門前には厳めしい歩ほ哨しようが立ち続ける離宮、プチトリアノンがある。

　宮殿の敷地内でありながら、そこだけ盗とう賊ぞくも乗り越えられないような高さの鉄てつ柵さくで囲まれている。わけありの第三王子が暮らす、白い壁に薄緑色の屋根の乗った瀟しよう洒しやな離宮だ。

　窓がほんのわずかに開けられている三階の一室が、ルージュの部屋。

　そこでルージュやアレクシス、ジョシュアに対峙しているのはファイシス王子のお側仕え、エキゾチックな美貌のヴィクサントール・ド・カリタだった。

「ルージュ嬢。このことはどうぞ、内ない密みつにお願いしますよ。それがあなたにとっても、私にとっても最善のことなのです」

　彼はそう言ってから、さらに言葉を繫つなぐ。

「ああ、もちろん我らがファイシス王子の御お為ためでもあるのですから───」

　ヴィクサントールはいつもながらの冷静な声、冷徹な黒曜石の瞳に美しい褐かつ色しよくの肌。背を流れる黒髪を白い大きなリボンで結ゆわえている。

　その肌色によく合う、濃のう紺こんのベルベットの上着に、黒のシルクブロケードの銀の刺し繡しゆう入りジレ。白いタイツに黒のキュロット。足下は大きな金のバックルがついた黒い革靴。

「ですが、また王子が仰おおせになられたときにはどのように対処を？」

「アレクシス殿、王子には二度とあのようなことはお口になさらぬよう、私がしっかと言い含めます。ですので、あなたがたも永遠に他た言ごん無む用ようでお願いします」

　彼は、威圧的かつ決然とした瞳で言い放つ。

（王子様に言い含める……ね）

　冷静というより冷酷な印象を受けるのは、いつもルージュが彼にシビアにあしらわれているせいかもしれない。

「お返事をいただけますか？　ルージュ・ド・ラ・クリムゾン嬢」

　ヴィクサントールはルージュに問いかけながらも、視線は隣にいるアレクシスに向けている。

　そしてまた、彼に返答したのも当のルージュではなく、アレクシスだった。

「ファイシス王子のお気持ちだけ、ありがたくいただきます」

　アレクシスはヴィクサントールに端たん然ぜんとして答え、軽く微笑んだ。

　ただでさえ整ととのった美青年のアレクシスが、こういう場面で他人に見せる表情は、彼の持つ最上のものだ。窓からの微そよ風かぜで、アレクシスの銀の髪が柔らかく肩を滑すべる。

「ご理解いただき、安あん堵どしました。では失礼」

　ヴィクサントールは軽く口の端を持ち上げて、会え釈しやくすると部屋を出ていく。

　ルージュのことなど、一いち瞥べつくれた程度で、だ。

「───私のことなのに、勝手に……」

　扉が閉まった途端、非難がましくルージュはアレクシスを睨にらみつける。だが、今回はアレクシスも負けてはいなかった。

「何か言いましたか？　ルージュ。ファイシス王子のあの発言は、確かにあなたと王子の間だけで済む話ではありません。未来永えい劫ごうなかったことにしてください」

「え……！」

　もちろん、ただ単純に嬉しい言葉だったわけではなく、持て余すくらい重い言葉でもあったのは事実だ。でも。

「そんな話が外部に漏もれたら、それこそ王子だけでなく、あなたが暗殺の標的になりますからね」

「暗殺……」

「ということで、ほとぼりが冷めるまで三日間は自室謹きん慎しん。外に出ずに、王子に会わずにここで作法や歴史のお勉強をしてもらいます」




　そして三日───。三日経った今日の朝、こうしてルージュの波乱含みの日は始まった。

「でね、ルージュ。前に約束していたよね。ルージュが得意なシェイクスピアの朗ろう読どくをしてくれるって。それ、今夜だからね」

「はい、ファイシス様。えっと……わざわざそれを言いに？」

　ずっと放っておかれた王子は、居ても立ってもいられずに、自らルージュの部屋を訪問してきたらしい。
















　今日は何時間でも何十時間でも、王子にシェイクスピアを読むつもりだ。……だった。

　いつしか戸口に現れていたアレクシスが、また難題を口にするまでは。

「王子、もうお部屋に戻りましょうか」

「何故？　今来たばかりだもの。朝食も済んだし、時間はあるよ」

「そういうわけにもいかないのです。今から大事なお客人がお見えになるので」

　アレクシスは、非常に言いにくいことを口にするようにファイシス王子を説得する。

「アレク？　それ誰？　私にお客様？　そんな人いないでしょ」

　なにぶんまだ悪夢から目覚めたばかりで、ルージュはベッドの上なのだ。しかも、どうやら寝坊して朝食を逃がしてしまったらしい。お客を迎えるのにお腹が鳴ったりしたら大失態だ。

「第二王子のデューク様が、急きゆう遽きよこちらへいらっしゃると伝令をよこしたんです」

「断って。どうせファイシス様に意地悪をしに来るか、私を馬鹿にしに来るんでしょ？」

　強気な返事をしたルージュに、アレクシスはやけに厳しい目を向けた。

「ルージュに断る権利はありませんよ。さあ、早く完璧な支し度たくをして出迎えてください」

　六つ年上の二十一歳。父の右腕。アレクシスは、ルージュがこのレアベルサイユに来ることになったときに同行を申し出てくれた、生真面目でハンサムな騎士だ。昔からの幼なじみのような関係で、ルージュに対しても礼儀正しい彼なのだが、今日は有う無むを言わせない。

「さあ、王子。私が車椅子を押していきますので」

「いやだよ。せっかくヴィクスの目を盗んでここに来たのに。デューク兄様が来るんでしょう？　だったら僕も挨あい拶さつした方がいいよね」

「デューク王子は大変個人的なご用向きだそうです。ですのでどうか……」

「じゃあ、仕方ないね。アレク」

　ほっと胸を撫で下ろしたアレクシスだったが、その目の前で、ファイシスは白い大きなレースのジャボを翻ひるがえし、車くるま椅い子すを巧たくみに操って回転させると、隣のバスルームへと入っていく。

「ファイシス王子!?　どちらへ？」

「兄様が帰るまで、ここで隠かくれて待っているから。じゃあね」

　ファイシスは、そう微笑んで扉を閉めた。

　ルージュとアレクシス、そして、朝食を終え、野次馬根性で部屋に現れていたジョシュアが、思わず顔を見合わせる。

　だがそれ以上説得することも、手を打つこともできなかった。

「デューク王子がいらっしゃいましたわ。どうしましょう。お着替えもまだですのに！　ルージュ様、何か王子に悪さでもなさったんですか？　暴力ですか？」

　ルージュの世話を主な役目に任じられているメイドのユラが、焦あせりまくって飛び込んできた。

「ぼ、暴力はしてないと思う。ばれたのかな？　ファイシス様が私に結婚を申し込んだことが伝わったの？」

　思わずどもってあれやこれや、思い当たる節を頭の中で並べたてる。

「というかユラ、今朝は起こしてくれなかったの？　そりゃ寝坊した私が悪いけど」

　ユラは頭にメイド用の小さなボンネットを着け、紺色の地味なドレスに白い胸当てつきのエプロンドレスのリボンを結わえながら部屋まで走ってきたようだ。

「申し訳ありません。ここの厨ちゆう房ぼうの料理人、アリエルをご存じですか？　あの赤い髪の癖くせ毛げの子ですが、彼の弟が一昨日おとといから行方ゆくえ不ふ明めいなんだそうですよ。それで彼が急遽実家に捜しに戻っていて、人手が足らず、私も支度に回って手一杯で……」

「行方不明？　それは大変。大丈夫なの？」

「最近レアパリ周辺の村で、他にもそういう事件があったので、とかく心配なんでしょう」

　ユラは話をしながらもルージュの夜着を脱がせ、コルセットの紐ひもを締めつける。

　そしてジョシュアが渡してきたドレスの、ボタンとホックをすべて留めていく。

　典型的なローブ・アラ・フランセーズのドレス。サーモンピンクのシルクブロケードで、スズランとスミレのブーケの織り模様がちりばめられている可愛らしいものだ。胸元にギャザーのたっぷり寄せられたレースが立ち上がり、トラケット状の袖そで口ぐちからも、幾いく重えのレースがしなだれるほどふんだんにあしらわれている。

「私が発注したドレスもまだ届いていませんから、これが今の手持ちの中では最高ですね」

　舞踏会前夜、あの司教が放はなった刺客であろう怪しい異教徒たちの呪文で、ルージュの持参してきた一番いいドレスは焼けて穴が開いてしまったのだ。

「別にどのドレスでもいいわ。早く適当に取り繕つくろって、デューク王子にはお帰りを……」

　髪を整えかけたルージュが、ユラにそう急せかしたとき。

「ルージュ様。デューク王子がお見えです」

　顔を出したのは、このプチトリアノン離宮の女官長であるアベリシア・クルンストだった。

　長いプラチナブロンドの髪を頭の上でぐるぐると巻きつけ、たくさんのピンで留めている。瘦やせすぎにも思えるほどほっそりとした体。小さな逆三角形の顔に神経質そうな眼鏡めがねが乗る。

「もう離宮に入っておられますので、お通ししても……」

　アベリシアにしては珍しく早口で、相当焦っているようだ。

「アベリシアさん。ルージュはまだ着替え中ですので、お待ちいただくようにお伝えを」

　だがアレクシスの機転も、デューク王子の素早さには間に合わなかった。廊下をやってくる足音が皆の耳に届いたかと思うと、

「どうかな？　私の赤いお嬢さんは元気にお目覚めかな」

　軽い口調で言いながら、デューク王子はすでに戸口に顔を覗のぞかせていたのだ。

「デューク王子！」

　目の覚めるような、鮮やかな青緑の上着。銀の花の刺し繡しゆうの入ったジレを着て、クリーム色のパンツに丈長のブーツを履はいている。

　折り返しもたっぷりと入った、ヒールつきの革製のものだ。

　ノイエフランス王国の第二王子、デュークはお洒落ですかした感じの少年だ。御おん歳とし十九だそうだから、そろそろ青年というべきか。

　世の中を舐なめているというか、〝上から目線〟ともいうようなものを事あるごとに感じさせるのは、やはり生まれながらの王族だからだろう。

「おや、その服は一国の王子にお目め見み得えするときに着るようなレベルのものではないな」

「は？」

　デューク王子の皮肉がわからないルージュに代わって、アレクシスがとっさに対応する。

「失礼ながら、王子。女性の着替えの場へ入ることができるのは、お付き合いの深まった間柄であればこそ。宮廷のしきたりとして私はそう認識しております」

「だが私はこの国の第二王子だからね。すべてが許されるんだよ、アレクシス。ルージュの騎士兼、お目付け役として宮廷に来た君でも、私に指図はできない」

「それは、どういう意味でしょうか!?」

　かちんと来て、ユラがまだ髪を梳すいている最中だというのに思い切り王子を見返り、眉を上げたのはルージュだった。

「そうカッカするな。私は君に、とっても〝いいもの〟を持ってきたんだよ」

　王子が指先をほんの軽く鳴らしただけで、廊下から大きな箱を抱えたお付きの者がぞろぞろと入ってくる。

　皆、いかにも王族の従者、公務の一環であるといわんばかりの白いカツラを着け、濃紺の丈長のジャケットにジレ、同素材のパンツを穿はいた男たちだ。

　いつの間に、こんなに大勢の従者が廊下に控えていたのだろう。男たちは一人ずつ、部屋の中に次々と箱を積み上げはじめた。もうこれ以上は誰も入れない、と思ったときに、すべての荷物運びがその役目を終えたのか、一礼すると再びぞろぞろと出ていった。

「君は辺へん境きようの出身だと言ってたけど、その上相当貧乏だと母に聞いてね。クチュリエ（ドレスデザイナー）もいない田舎いなかから出てきたのでは、ろくなドレスも靴もないだろうと、用意させた。私からのささやかな贈り物だ」

「え？　まさか……これが全部、私への贈り物なんですか？　デューク王子からの？」

「ああ、そう言っているだろう？　全部君のものだ。ほら、どうだ？　これもこれもこれも」

　話すそばから王子は次々と積まれた箱を開け、その中のドレスや靴を所構わず広げていく。ベッドの上に、チェストの上に、ソファの上に、それでは収まらず、とうとう靴は床の上に。ルージュの部屋は、まるで花畑にでもなったかのように色彩に溢あふれ、花飾りやリボンやレースでうずもれた。

「───すごいな……」

　アレクシスが目を瞠りながら、思わず呟つぶやく。仰ぎよう天てんとはこのことだ。

「さあ、今日の昼食会にはどれを着る？　夜会には？　明日の舞踏会にはどれがいい？　君の好きなドレスを選びたまえ。コーディネートは彼女に任せるといい。社交界ファッションのトップリーダーだ」

　戸口から姿を見せたのは、大きく広がるドレスを着た二十代半ばのブルネットの女性だった。

「ルブラン嬢だ。レアパリの仕立て屋で、貴族の女性御ご用よう達たしの新進気鋭のクチュリエだ」

「わあ！　あの王妃様のお気に入りというルブラン嬢ですか、初めまして」

　少年のジョシュアが感激とばかりに身を乗り出したのだから、相当有名なクチュリエらしい。

「どうしてジョシュアが知ってるの？」

「サロンのご婦人がたが皆こぞって話してたよ。でも、ほとんど王妃様の専属ともいえるクチュリエだから、どんなにお金を積んだとしても、そう簡単に作ってはもらえないって」

　ルブラン嬢はそこで剝むき出しに近いような大きな胸をいっそう突き出し、眼鏡をくいっと持ち上げて、しゃなりしゃなりとしなをつくって歩み寄る。

「初めまして。あなたが……ルージュ様かしら？」

　ルブラン嬢は、ジョシュアとルージュを見比べて、瞬間的に視線を迷わせた末にルージュの前に進み出た。

「初めまして……」

　どうせ、ジョシュアの方が綺き麗れいで可愛いから女の子だと思ってそちらに行こうとして、服装を見て方向転換したに違いない。この手の反応には慣れっこだから、まあ、それほどには落ち込まない。

「あの、もしかしてこのドレスは全部あなたが作ったものなの？」

　当のルージュよりも目を輝かせて、広げられた何枚ものドレスに見入っていたジョシュアは、ルブラン嬢に話しかける。

「ええ。そうですわ……ええと……」

「ジョシュアです。ルージュの弟のジョシュア・ド・ラ・クリムゾン」

「クリムゾン子爵だね」

「はい。デューク王子様」

　ジョシュアは、もともと美術や芸術方面に造ぞう詣けいが深い。このドレスの美しさには相当感かん銘めいを受けたらしく、ソファから立ち上がり、歩き回りながら、無造作に広げられたドレスの数々をじっくりと眺ながめだした。

「素敵だね。姉様、すごいよ。ルブラン嬢のドレスをこんなにたくさんいただけるなんて」

「ええ、本当に。ルージュ様は、王宮中の女性の羨せん望ぼうの的まとになること間違いなしですわ」

　ルージュを褒ほめたのかもしれなかったが、それは自分の作品の自慢を臆面もなくしているようで、ちょっとばかり鼻につく。

「でも───あの、デューク王子。お心遣いはとても嬉しいのですが、受け取れません。いただく理由がないですから」

「贈り物をしたいと思うのに理由はないだろ。まあ敢あえて言うなら、王族に侍はべる者はそれなりの装よそおいでいるべきだ。他の貴族より見み劣おとりがするのは王族として耐えがたいことだからな」

　王子はつかつかと近寄ってきて、ルージュに一着を選んで押し当ててくる。

「ちょ」

「命令だ。これを今すぐ着たまえ」

「私はファイシス王子に仕える者であって、デューク王子様の命令を聞く義務はないかと思います」

「いちいち逆らう女だな。変わった奴だ。普通は私に話しかけてもらえるだけで、老ろう若にやく男なん女によ頰を染めて喜ぶのに。それどころかしっぽを振ってついてくるっていうのにね」

　彼は長い栗色の前髪を指先でフッと払い、青い瞳でルージュを見つめる。追いつめるように迫せまってくる王子を、ルージュはどうあしらっていいのかわからない。もしここで下手なことをしたら、フォーブス城の父の立場や領地のこと、アレクの宮廷貴族としての今後の出世に響くかもとか、さまざまな事柄がてんやわんや頭の中を搔き乱す。

「でも私は……デューク王子のことをファイシス王子の兄上様としか見ておりませんから」

「おやおや。これはまた面白い答えだ」

　デューク王子はクスクスと声を立て、そのうち顔を歪ゆがめて笑い始める。

「いやあ、紅い娘はつくづくおかしな奴だな。多少腹立たしく思えなくもないが、本当に面白い。我が母上にも食ってかかったくらいだから、まあ当然か」

　デューク王子は豊かな縦たてロールの髪を肩から流しながら言い、そしてルブラン女史の方を振り返ると指先で呼び寄せる。

「ルブラン嬢。彼女のコーディネートをしてやってくれ。今日は昼食会にこれを着て出席させろ。いいな」

　そしてもう一度ルージュを見て、ニッと高慢な笑みをたたえる。
















「出席するんだ。いいな。断ればそれなりのペナルティが発生する。そう思っておきたまえ」

「ちょ!?　それって脅おどしですか？」

「ああ、そう取ってもらっても構わないね。では、また昼食の席で」

　ルブラン嬢は、両手でドレスを広げ、深く一礼し、部屋を出ていくデューク王子を見送った。

　ルージュは、あまりに強引で独りよがりな第二王子の嵐のような登場と退場に、啞あ然ぜんとして立ち尽くす。

「何？　あれ……なんだったの？　わけわからない」

「でも、ルージュ。第二王子を激しく罵ば倒とうしたり、頰を殴なぐりつけなかっただけでも上等でした。なかなか宮廷流の作法も身についてきたんじゃないですか？」

　アレクシスは、ルージュが何か一大事をしでかすと思っていたのだろう。身構えた体勢からほっとした顔になり、そう褒める。

「朝っぱらから下着姿の女の子の部屋に突撃訪問してくるのが宮廷流なの？　間違ってるわ」

「デューク王子の訪問を受けるなんて、とても幸運なことですよ。喜びのあまり失しつ神しんすることはあっても、罵倒するなんて言ごん語ご道どう断だんですわ」

　王子が押しつけてきたドレスを手に、ルブラン嬢がルージュの体を向き直らせる。

「さあ、昼食会のための着付けをします。殿方は、ここにおいでのままでよろしいですね？」

　あくまで念のためという、形式的なの言葉をアレクシスとジョシュアにかけながらも、彼女はすでにルージュのドレスを脱がせ始めている。

「あの、でもこのドレスのサイズって私に合うんでしょうか」

　どういう意い図とがあるか、わからない。というか絶対に思おも惑わくとか下心があるはずだ。でなければ、一着一着がとてつもなく高額そうな、こんなドレスを十着以上もただでくれるはずがない。

〝魚心あれば水心〟の逆をいくつもりか、餌でも撒いているつもりなのか、だ。

「ええ必ず。このドレスはすべて私が王子にサイズを伺うかがって作ったものですもの」

「私のサイズで……作ったんですか？　どうしてデューク王子が私のサイズを知っているの？」

「王子様ですもの。できないことはないんですわ」

　しれっとしてルブラン嬢が答えた。

　ルージュは、贈られた薄桃色のドレスを着せつけられ、胸元のストマッカーのリボンを結わえられている。そして、やおら体を壁の大鏡の方に向けさせられた。

「さあ、いかがですか？」

「ルージュ様、素敵ですわ」

　そう声を上げたのはユラだった。

　ルージュのための軽食を取りに一旦席を外していた彼女は、今また部屋に戻り、ちょうど鏡の中のルージュを見たのだろう。興奮した声で周囲の衣裳を眺め回し、またルージュに目を戻して、頰を赤く染めている。

「さっき門番のファーレンに聞きましたの、デューク王子様が贈り物を山ほど持っていらっしゃったって。本当に素晴らしいドレスばかりですわ」

「でもね、ユラ、これはいただくわけじゃない……の。試しに着せてもらっただけで」

　隣のバスルームにはまだファイシス王子がいる。

　これ以上ルブラン嬢に長居をされて、ファイシス王子が姿を見せたら面倒だ。

「ルージュ様、そんなことをおっしゃられては困りますわ。私まで王子のご不興を買って、宮廷に出入り禁止にされかねません。あの方は気き短みじかなんですから」

「でも……！　私は今夜の夜会にだって出るつもりは……！」

「ルージュ。この贈り物は受け取っておくべきです。むしろ受け取らなくてはいけません」

　言葉を挟んだアレクシスに、ルブラン嬢は我が意を得たりとたたみかける。

「デューク王子様は、普段は馬術や剣術にしか興味のない、女性には淡白なお方です。その王子の好意を無にするなんて、宮廷の姫君にはあるまじきことですわ。これほどの贈り物をされるのですから、デューク王子はおそらくご結婚相手か寵ちよう姫きとして、ルージュ様のことを見ていらっしゃるのだと思いますし」

「寵……姫!?」

　その言葉は、あまりに大きく部屋中に響き、ルージュも慌てて口をつぐむ。おおよその意味はわかる。

　要は妾めかけか愛人だ。

　大人の恋愛のようで、ロマンチックにも思えるが、生々しく背はい徳とくの香りもする言葉。

「ええ、名もない……ああ、今のは失言ですわね。大貴族や、それなりの地位と権力を持つ有力貴族の姫でもない限り、正妃はおろか公認の愛あい妾しようとなるのもいろいろと難しいことですもの。ご寵愛を受けられるだけでも、どれだけの幸運か。こう言ってはなんですけど……」

　ルブラン嬢は含みのある上目遣いでルージュを見る。

「この離宮に隔離されている第三王子様より、ずっと将来性がありますわよ。第一王子は勉学に熱心で王宮からはいつも遠のいておられますし、第三王子様は現王妃様に疎うとまれているご病気の身ですし、ねえ。そちらの素敵な方？」

　立て板に水のように滔とう々とうとまくしたて、ルブラン嬢はティーテーブルにユラが揃えた、紅茶のカップを軽くつまんで飲み干した。

「ご挨あい拶さつが遅れました、マドモアゼル。アレクシスです。アレクとお呼びください」

　アレクシスは改めてうやうやしく彼女の手を取り、騎士として、宮廷貴族としての礼をした。

　彼女もうっとりとした蕩とろけそうな瞳で、アレクシスのキスを受ける。

「アレクさん、あなたなら、宮廷貴族のあるべき姿はおわかりですわよね？　やはり地位や権力は大事ですもの、強き者になびいて生きるのは弱者の常。生きるための手段ですわ」

「そうですね。王や権力者には、嫌われるよりは嫌われない方がいい」

　話を合わせているとはいえ、アレクシスの日ひ和よった言葉にルージュは思い切り反感を抱く。

「ですがあなたは王妃様の大のお気に入りとか。専属にならなくてもよろしいのですか？」

　今の話題はアレクシスも気が乗らなかったのだろう。話の水をよそに向ける。

「私は、どなたか一人に縛られるのは性に合わないんですの。そのお方の肌の色、体形、お年、髪の色や目の色なども考慮して、最高にお似合いのドレスを作り上げることが生き甲斐で。もちろん、王妃様が専属クチュリエにならないと王宮を追放するとおっしゃれば、考えなくてはいけませんわね。ですけど、王妃様ほどの予算を組める方もそうそういらっしゃいません。たとえ同じ意匠のドレスを他の誰かがあつらえたとしても、それはまったく別物の仕上がりになりますから、とりわけ専属になる必要もありませんのよ」

　彼女はルージュの全身を綺麗に整え、ドレスと髪形に似合うアクセサリーをあしらい、扇を持たせる。細かく花蔓が彫ほり込まれた象牙の骨、張られたシルク地には画家が描いたブーケが散り、レースで縁取られた素晴らしいものだ。

「この腕輪はちょっと浮いてしまいますから、他のものに変えた方がよろしいですわ」

　ルージュの左腕に輝く、十字架と鳩の文様が浮き彫りされた金の装飾。中心には象牙細工の薔薇花と真しん紅くのザクロ石が嵌はめ込まれている。レースの袖から覗くそれを外そうとしたルブラン嬢を、ルージュは慌てて止めた。

「これはお守りなの。いつも身につけていないとよくないことが起きそうだから、外さないで」

　母が旅立ちにくれた家宝の腕輪だ。そして物心ついた時から手首にある、十字形の赤い痣あざのようなものを隠すためにも、それは宮廷貴族になるルージュには必要不可欠なものだった。

「まあ、そこまでおっしゃるなら、今日は大目に見ましょうかしら。その赤い御お髪ぐしにはよく似合ってらっしゃるし」

「赤い御髪？　まさかあなたも私のことを……」

　この王宮付属の教会の、怪しい司教の言葉が甦よみがえる。

　あの司教は、出合い頭にルージュのことを『赤い魔物だ、魔女だ』と言って、驚きよう愕がくしたのだ。

「ええ、綺麗な赤いお色ですわね。レアパリでは珍しいですわ」

　過か剰じよう反応して、またあの侮ぶ蔑べつ的な言葉が彼女の口から出てくるかと構えていたルージュはほっとして息をつく。

　母とも父ともまったく似ていない髪かみ色いろはコンプレックスでもあり、またそのコンプレックス克服のために、珍しくて綺麗な色だと自らに言い聞かせている金きん赤あかの髪だ。

　ルージュは腕輪を軽く滑らせ、十字架の形にも見える、手首の痣にちらりと目をやった。

　自分ではどうとも思っていなかったものだが、母が気にして幼い頃はその火傷やけどとも古傷ともつかないものに包帯を巻いたり、袖の長いドレスばかりを着せられていたものだった。

「でも、ここの王子様のお世話は大変でしょう？　廃はい嫡ちやく王子と噂されていますものね」

　ルブラン嬢はそれでも声のトーンを落としているようだが、その部屋の中にいる誰よりもよく響く高音で話されては、まったく意味がない。

「王妃様がおっしゃっていましたわ。第三王子様は大変気難しいお方で、お気に召さないことがあるとすぐにかんしゃくを起こされ、高熱を出して寝込まれてしまうとか。人と会うこともお嫌いで、王族の義務である行事にも晩ばん餐さん会かいにも一度としてご出席されたことがないと」

「あの人……王妃様は、そんなことを吹ふい聴ちようしているんですか？　それ違います！　ファイシス様は優しくて、王子としてとても立派で……噂なんて噓うそばっかりです！」

　振り向いて叫んだルージュの大声に、ルブラン嬢は、寝ていた獣けものが突然牙を剝いたかと驚いたようだったが、当のルージュも別の驚きでその緑の瞳を真ん丸に見開いた。

　静かに開かれていたバスルームの扉の外には、車椅子に座り、こちらに微笑みかけるファイシス王子の姿があった。

「そのドレス、とても素敵だね。ルージュ」

　投げかけられた澄んだ声。

　彼は車椅子を自ら押して、ルージュたちの方へと近寄ってくる。背中を向けているルブラン嬢だけが気づかない中、ユラも、アレクシスもジョシュアも空気を凍りつかせている。

「王子！」

「ファイシス様！」

　一番驚いたのはもちろん、振り向きざまに彼の姿を目にしたルブラン嬢だった。

「この方がファイシス王子様……第三王子様……なんですの？」

　すぐそこにいたファイシスに目が釘付けになっている。

　容姿端たん麗れい。キラキラと輝く金糸の髪。白い磁器のような肌。宝石のごとく青い瞳。

「ルブラン嬢は、ファイシス王子とお会いになったことはなかったのですね」

「ずいぶん昔に……遠くからちらりとお姿を拝見したことはあったのですが……」

　王子はルブラン嬢に向けて微笑む。

「僕のルージュに、素敵なドレスを作ってくれてありがとう」

「いえ、そんな。恐れ多いことにございます」

「その生地はノイエフランスでももっとも優れた絹を生み出す、リヨン産のものでしょう。そちらのショールのレースはマルタ島のものかな。母の衣裳部屋にも同じようなものがあったよ」

「仰せのとおりでございます。さすが美しく慎しみ深く、気高さと知性を兼ね備えられたという前王妃様をお母様に持たれる王子様」

　絶世の美女だったという前妃、カトリーヌ王妃の噂を、繊細で美しい十七歳の王子に重ねたのか、ルブラン嬢はうっとりと車椅子の王子を見つめている。

　ルブラン嬢は、この部屋に入ってきたときにもしなかった深い深いお辞儀のあと、つまみ上げたドレスの裾をちょっと上げた。

　強気な王妃とさえ丁ちよう々ちよう発はつ止しで渡り合えそうな女丈夫と見えるが、突然現れたファイシスの天使のごとき美しさ、そして教養と気品に満ち溢れた様子に、一発で自身の立場を認識したらしい。

　しばらくは、王子を誤解していた恥ずかしさからか頰を染めていたが、やがて持ち前のしたたかさが戻ったらしくツンと澄ました鼻をして、俄然王子に売り込みを始めた。

「それで、王子様はどのドレスがお好みでしょう？　お兄様がルージュ様に今夜の夜会用のドレスを見み繕つくろってほしいとおっしゃって」

「じゃあ、これかな。これが好き」

　ファイシスは、ベッドの上に広げられていた深いローズレッドのドレスを無邪気に指さす。

「ああ、こちらは夜会にぴったりですね。これにいたしましょう」

　ルブラン嬢は、ルージュには尋ねもせずに、ファイシスの一存でそのドレスに決めたようだ。

「私はすぐにもアトリエに戻って、今夜の靴や扇などをもっと調達してきませんと」

　さっきから、ルージュが頭を抱えている問題を、この女……もといルブラン嬢はさらりと言ってのけた。

「夜会って、今夜なの？」

　ファイシスは、驚いた顔でルージュを見上げる。

「え？　あ、はい。いつの間にかそんなことになっていて……」

「そう。残念……だな。ルージュが僕に、物語の朗読をしてくれる約束はダメになるね……。それと明日、乗馬の練習もする予定だったの覚えてる？」

「王子。代わりにボクがご一緒しますよ。力不足かもしれませんけど、姉様より読み間違いも少ないですし、単語の発音もいいと思います」

　見るも無残に気落ちしているファイシスの前に、ジョシュアが柔らかに進み出る。

　本当に頼りになる弟だ。さりげなく、ちょっとした毒があるのが難点だけども。

「ちょっと！　ジョシュア？　私だってそれほど酷ひどくはないんだからね？」

　ファイシス王子はふっと目元を緩ゆるめて応えた。

「ありがとう。でも無理しなくていいよ。ルージュが夜会に行くなら、ジョシュアもアレクも行くってことだよね。そうするべきだと思うから」

「ファイシス様！　私……夜会はお断りさせてもらいますから」

　デューク王子が自分勝手に決めつけた約束を、守らなくてはいけない理由なんてない。

　ましてや、それでファイシス王子との先約がダメになるなんて、あってはいけないことだ。

（これじゃ、ルブラン嬢の言うとおり、権力者になびいて媚こびる女になっちゃうじゃないの！）

　そんなのは、自分自身が許せない。

　ファイシスは悲しげな目でルージュの顔を見上げていたが、やおらその腕を引いて、自分の顔に近づけさせる。そして耳元に唇をそっと寄せた。

「じゃあ、ね。今日の約束が反ほ故ごになった代わりに、桃のコンフィチュールが食べたいな。ルージュ、また僕のためにあの美味しいコンフィチュールを作ってくれる？」

「桃のコンフィチュール？　そんなものでいいんですか？」

「うん。この前、ルージュが僕に持ってきてくれただろう？　あれ、すごく美味しかったから。また僕に食べさせて。甘いものはヴィクスがあまり許してくれないんだ」

「わかりました！　そんなことでよろしければ、喜んで」

　この状況で、こんなに純粋な、せがむような眼差しを送られて、断れるわけがない。

　ルージュは即、快かい諾だくした。この前のコンフィチュールはルージュの手作りではなく、王宮の料理人パテイシエが作ったものなのだが、そんな事情はここでは野や暮ぼというものだ。

　十七歳でありながら、十歳ほどでその心の時間を止めた王子は、柔らかな約束の指を差し出してくる。ルージュも王子の小指に自らの小指を絡めた。

「約束だよ。君と僕の約束だから、絶対に守ってよね。ルージュは、大好きな僕の婚約……」

　部屋にいた誰もが、内緒話をする王子とルージュを微笑ましく見つめる中、王子の口からは禁じられた爆弾発言が甘やかに蕩け出かけた。

　アレクとジョシュアが顔を強こわ張ばらせ、二人の口から忠言が飛び出ようというとき、

「ファイシス王子。こんなところにいらしたのですか？」

　そのどこか冷たく、どこか威圧的に響いた声は、間違いなく彼のものだった。

「ヴィクス……」

　このプチトリアノン宮の実権を握っていると思われる青年。王陛下にここでのすべてを任された、ファイシス王子のお付きであり側近でもある男が戸口にいた。

　彼は部屋の中の者をゆっくりと重く一瞥すると、またファイシスを見て口を開いた。

「ファイシス王子。勝手にお出かけされては困ると、口を酸すっぱくして申し上げました。その理由をわかっておいでにならないのでしょうか」

　口調はとても丁寧。でも、とても厳しい。

　注意を促うながしているというよりも、怒っているというよりも、脅しているようにすら感じられる低い声。瞳はまるで発光しているかのような、どこか尖とがった妖しい黒。

　矛ほこ先さきを向けられているファイシス王子のみならず、その場にいた者全員が、硬直してしまうほど張り詰めた空気が部屋を満たす。

「あの、では私はこれで失礼しますので」

　雰囲気を察したルブラン女史が、そそくさと部屋を出ていった。

「ごめんね、ヴィクス。僕…ちょっとだけ、ルージュに会いにきたかったんだよ」

「必ず私に断ってから部屋を出てください。まったく、以前のファイシス様とは別人のようですね」

〝困ったものです。誰の影響でしょうか〟と続けんばかりにルージュの方をちらりと見遣る。

（やっぱりどうにもいけ好かないのよ。この人。ハンサムだし、きっと仕事では優秀なのかもしれないけど。あ、だから性格が悪いのか。〝天は二物を与えず〟よね）

「さあ、王子。お医者様がいらしています。早くお部屋にお戻りください」

　王子は、彼には反抗しても無駄だと悟っているのだろう。無言で部屋に戻っていく。

　いつしかそこに現れていたアベリシアが、ファイシス王子の車椅子を押した。

　ヴィクサントールは、すぐには王子のあとを追わずに、ルージュたちに向き直る。

「この第三王子の離宮に暮らしながら、早速第二王子に取り入ったわけですか。在外と賢い」

「あの！　私、別にデューク王子に取り入ったりなんかしてませんっ。むしろ嫌われるようなことしかしてません！　それ、すっごく大きな誤解ですから！」

「まあ、どうでもよいことです。私にとっては」

　冷徹に、本当に無関心のように言うヴィクサントールに、ルージュは歯嚙みして拳を握る。

（人の苦労も知らずに、小憎たらしいったら。その澄ました顔をパンパンしてやりたいわ！）

　そういう野性的な衝動を無理矢理体の奥にねじ込みながら、ルージュは大きな緑の瞳で突き刺すようにヴィクサントールを睨みつける。

「先ほどの忌いまわしい戯ざれ言ごとの件、くれぐれも他言されませんよう。お互いのためですから」

「わかっております。ヴィクサントール殿。お互いのために、ね」

　アレクシスは、ヴィクサントールの顔を正面から見み据すえ、そして静かに瞳を伏せた。

　二人の間に、小さな火花がばちばちっと飛んだ。










[image: ]







「ルージュ。実は、内緒にしておいたのですが、大事なお話があります……」

　身内以外の者がすべて去ったあと。アレクシスが改まった調子でルージュに向き直った。

　もったいぶった言い方をされて、ルージュは急に不安になる。

　アレクシスは、手にしたメールトレーから手紙の束を摑つかみ出し、ドサドサとルージュの前に広げた。表書きの筆跡もすべて違うし、封筒の色合いや大きさもまちまちだから、送り主は皆別の人なのだろう。

「これは、何？」

　開きながら訊いたルージュは、アレクシスが答える前にそれが夜会の招待状だと気づいた。

「舞ぶ踏とう会かいやサロンへの招待状。どれも上流貴族のご婦人がたからのお誘いです。お付き合いは大事ですから、無下にお断りするわけにはいきません」

「でも姉様は着ていくドレスが圧倒的に少なかったから、アレクは頭を悩ませていたんだよ」

　なんだかそんな裏事情を知ってしまうと、ありがたかったり情けなかったりする。

「デューク王子のおかげで、今後はこのお誘いを断らずにすむのです。どうか感謝を忘れずに」

「───はい……」

　そう素直に答えるしかなかった。

（これも私が貧しい辺へん境きよう貴き族ぞくの娘だからよね……。ここは甘んじて従っておいて、ゆくゆくはうちのお父様を貧乏に突き落とした陰いん謀ぼうを暴いて、天てん誅ちゆうをくれてやれればいいんだわ。まあ、前向きなところでは、新しくワインを買ってくれる得意客を獲得すること！）

　ただ、それにしたってこれ以上、ファイシス王子に不義理はしたくはない。

「でも私、デューク王子を罵ば倒とうしたことだってあるのに、なんで気に入られてるんだろ？」

「おかしいですよね。私もそう思います」

　アレクはさらっと受け流し、ジョシュアもカフェオレ色の巻き毛がかった頭を振り、大きく頷うなずいて言う。

「きっと珍めずらしいんだよ。姉様みたいに粗暴で野や蛮ばんで、思ったことを平気で言う、弾けちゃった女の子」

　ルージュが歯に衣きぬ着せないジョシュアに手を出しかけたとき、扉がノックされ開いた。

「アレクシス様」

　そこには主にアレクシスの世話をみているメイドの少女がいて、ちょこんと一礼して言う。

「王宮で陛下がお呼びだそうです。館の下にご使者がいらしておいでですが、いかがいたしましょう」

「すぐ行くよ。ではジョシュア、私が王宮に参上している間、ルージュを見張っておいてくれ。もし私の帰りが昼食会に間に合わないようだったら、二人で先に出るように」

「了解ウイ・ムツシユ」

　ジョシュアは指先をひらひらさせながら答える。

「アレク。私は大丈夫なんだから、安心してよね」

　アレクシスは一瞬不安げな表情を浮かべたが、椅い子すにかけてあった上着を着込んで、首元の大きなシフォンのリボンを翻ひるがえすと、颯さつ爽そうと部屋を出ていった。

「大変だよねえ。アレクも。姉様のお守りと宮廷の仕事が重なってきちゃってさ」

　ユラは部屋いっぱいに散乱しているドレスをクローゼットに収納し始め、ジョシュアは空いた姿見の中に全身を映うつして身なりを整えている。

「それより姉様。あんな約束しちゃって大丈夫なの？」

　ジョシュアは柔らかな巻き毛の下から、上品なライラックの目をルージュに向ける。

「桃のコンフィチュールを王子様に作ってあげるなんてさ。姉様やったことないのに」

「でも、そんなに難しくはないでしょ？　レシピは知らないけど、ヨーグルト添えて出せば」

『甘い』と言わんばかりに、ジョシュアはルージュに冷ややかな視線を向ける。

「そもそもね、まだ五月だもの。白桃が手に入ると思えないよ。この前王宮で食べられたのは、きっと王妃が南から特別に持ってこさせたものだと思う」

「え？　そうなの？　ねえ、ユラ。白桃は王宮に常備されているものじゃないの？」

「白桃の季節にはまだ早いですから、レアパリにはないと思いますが」

「でも、三日ほど前に王宮の昼食会で出たのよ。桃のコンフィチュール」

「王妃様は食通のイル伯はく爵しやくに感化されて、近頃は美食にはまっておられるそうです。ですから王妃様の特別なご要望で、南ノイエフランスかイタリアあたりから運ばせたものかと」

　ほらね、とジョシュアが得意げに胸を張った。難題が次々と降りかかる。

「レアパリの市場でも手に入らないの？　王都だもの、なんでもあるんでしょ？」

「市場にもないでしょうね。まず厨ちゆう房ぼうでお尋ねになったらいかがでしょうか。申し訳ないのですが、私はアリエル不在の穴を埋めるために、しばらく忙しくて外には出られませんし」

　アリエルというのは、確か弟が行方ゆくえ不ふ明めいになったという料理人のことだ。

　貴族の子供ならともかく、庶民の子供がいなくなったくらいでは、警察は動かない。

「そうよね。じゃあ、私訊きに行ってみる。ありがとう」

「ルー姉様。どこに行くのさ」

　早速戸口に行こうとするルージュに、ジョシュアが慌あわてて声をかける。

「厨房だけど」

「ダメだよ。もう王宮に行かなくちゃ。ねえユラ、昼食会はどこで？」

「〝若葉の間〟だと思います。ときおり、ヴィクサントール様もデューク王子に呼ばれてご一緒されていますので。特別なとき以外はそちらのはず」

「ヴィクサントールが？　あの二人、一緒に食事なんてするの？」

　それはとても意外なことだった。

「はい。ごくたまにご招待されたときだけだと思いますけど」

　なんとなく、違和感がある。

　ファイシス王子に信頼され、一番に侍はべり仕える身でありながら、彼の腹違いの兄で、しかも折り合いのよくないデュークと昼食をともにするなんて、どういう気か知れない。

「腑ふに落ちないけど……まあいいわ。〝若葉の間〟なら、行ったことあるし大丈夫。ジョシュア、ちょっと待っててすぐ訊いてくる！」

　ルージュはジョシュアの目の前で扉を閉めると廊下を走り、階段まで来ると手すりにポンとお尻を乗せた。

「この離り宮きゆうの階段は、こうやって滑り下りるのが一番なのよね」

　なめらかな木の手すりは踊り場で途切れることなく、曲げ木細工でくるんと円を描いて、さらなる階下に続いている。ルージュは抜群の安定感で、ぐるっとカーブを滑り抜け、一階の最後のところで華麗に着地を決めた。

（百点満点！）

　そう心の中で満足感に浸ひたったところで、正面に黒い人影を感じて、慌ててドレスを整えた。

「なんて行儀が悪いんだ。ルージュ。それではファイシス王子のそばに置いてはおけない」

　ヴィクサントールだと思った。だが、振り返ると、そこには思いがけない人物がいた。

「ガーゴイル！」

　刺し繡しゆうや飾りの少ない、地味な黒い上着。白いたっぷりとブラウジングの利いたブラウス。細身の黒のベルベッドのパンツ。

　目元には黒い仮面をつけ、あくまで顔の全容は隠かくしたい様子。

　ただその口元や鼻筋は、見知っている者からすれば明らかにファイシス王子のもの。でも、今こうしてしっかりと立ち、歩いているのは、もう一つの人格であるガーゴイルなのだ。

　話し方も、その自信に溢あふれた強気な眼差しも、事情を知っている者から見れば区別するのはそう難しいことじゃない。

「あなた、どうしてこんなところに」

「どうしてって、おまえのピンチを救うためだ。厨房の場所、わからないんじゃないのか」

　そういえば、知らない。井戸のある一階だろうということしか考えになかった。

「こっちに来いよ。ヴィクスたちに見つかったらまた思い切り大目玉を食らうぞ」

「ねぇ、でもなんで私の居場所がわかったの？　私があなたの契約者だから？」

「まあね。できることであれば協力して借りを作らせる。貸しは多ければ多いほどいいからさ」

「何よ、それ。悪徳商法みたいなんだけど」

「悪徳商法？　善意の救済行為だろうが」

　ガーゴイルは冗談めかして、軽く唇を突き出した。

　先日交わした、微かすかに血の味のするガーゴイルとの口づけを思い出し、ルージュはなんだか急に照れてくる。

　ファイシス王子と同じ顔。ファイシス王子と同じ唇。

　自分に結婚を申し込んできた、その甘い言葉を口にした唇だ。

（えっと……あれはキスっていうより契約の儀式だから……うん。たとえ、これがガーゴイルであってもファイシス様であっても、そんなことは関係なくて……。そう儀式よ。儀式）

　彼は一番突き当たりの角をさらに曲がった部屋に入っていく。石のタイルを敷き詰めた床。煉れん瓦がの壁。同じく煉瓦で組み上げられた竈かまど。いくつかの料理用の暖だん炉ろと、穴を掘って造られている井戸。人手の足りない離宮にしては、かなりの広さと設備の整った厨房だ。

　もう朝食の後片付けは終わったのだろう。料理人の姿がない。中にそっと入り込んで、ガーゴイルは周囲を素早く見渡している。

「よし、人ひと気けはないな。何を探すんだったか？」

「桃！」

「ああ、桃ね……って、おまえ今五月だぞ!?　んなもん、ここにあるわけないだろ」

　ガーゴイルは、一度は探しかけたようだったが、すぐ呆あきれたように動きを止めて振り返った。

「やっぱりない？」

「断言する。百パーセントないな。なんで、どうして桃なんだ？　罰ゲームか？」

「ファイシス様が、どうしても桃のコンフィチュールが食べたいって。約束しちゃったの」

「俺は桃なんか欲しくないな。俺の好物のメインは食い物ではなく金銀財宝、貴族の秘密に貴族の裏切り……そのへんだからな」

「何よ、それ、なんか悪趣味」

「悪趣味、大いに結構。あの司教よりましだと自分では思っているからな」

　冗談交じりとはいえ、吐き捨てるように言う。

「司教さん、まだ生きているのよね。ゴーシェさんも」

「ああ、火事の熱と煙で喉のどを痛めているようだが、ピンピンしてる。特に司教は」

　地下聖堂の儀式の折、ガーゴイルはルージュのことを助けてくれた。命を二回以上も救われている恩人だ。王宮に大昔から住んでいると豪語する、魔物の名を持ち、ファイシス王子の体を共有する少年。ファイシス王子の意識がないときに彼が代わって目覚め、活動を開始する。

「ね、お願い。このまま王宮でも見つからなかったら、市場で買ってきてもらってもいい？　だめ？」

　それらしき戸棚を開けて、買い置きの食材を探すが、胡桃くるみとか林りん檎ごばかりで桃はない。

「やっぱりないのかな。ねえ、ガーゴイル、市場で探してもらうのは不可能？」

「俺様の辞書に不可能の文字はない。可能だが、今は無理だな」

「え？　なんで？」

「忙しいんだ。いろいろとあって」

「いろいろ？　いろいろって？」

「重要な仕事がある。だがその腕輪と交換なら、ひとっ走り南へ行ってみてもいいけど？」

　ガーゴイルはそう蠱こ惑わく的てきな瞳を向けて、ルージュの左手の腕輪に触れてくる。

「断る！」

「即答かよ。てか、ファイシスより腕輪が大事だなんて知ったらあいつ、泣くな」

「だって！　これは特別なの。お守りだし、代々我が家に伝わっている家宝だって」

「だからそれがいいんだろ。かけがえのない、母親から受け継がれる血筋の証明」

「あなただって、お母様から……カトリーヌ王妃様が遺されたドレスとか宝飾品とかあるじゃない……って、ごめんなさい。私その大事なドレスの一枚と靴をなくしちゃって」

「───それは……俺のじゃないからな。ファイシス王子のものだ」

「でも……」

「シッ！」

　カタンという微かすかな音を、ガーゴイルは聞き逃さなかった。

　窓の方から人の気配がして、ガーゴイルはルージュの腕を引き、竈の陰に身を潜ひそめる。

　窓から入ってきた人物はしばらくゴトゴトと何かを探し、それから廊下へ繫つながる扉や、奥の倉庫を調べているようだったが、目当てのものが見つからなかったのか、空の麻袋を担かついで窓辺へと戻っていく。十歳かそこらの少年で、どう見ても使用人じゃない。

「おい、待てよ!?」

　突とつ如じよ、ガーゴイルは竈の陰から飛び出し、少年に走り寄る。

　少年はびくっとして飛び上がり、窓枠に乗せかけていた足を滑らせて床に転げ落ちる。

　振り向けば、大きな栗色の目の少年だ。

　薄汚れた服を着てはいるものの、案外可か愛わいい顔立ちで、くるっくるの巻き毛は金に近いストロベリーブロンド。ルージュにとっては、結構親近感を覚える赤っぽい髪色だ。

「盗ぬす人つとか？　どうやってここに忍び込んだ？　なんのつもりだ？」

　少年の身なりは、離宮に盗みに入らなくてはならないほど貧まずしくも見えない。一般的な庶民の姿だ。綿のシャツに、膝ひざにつぎ当てしてある深緑色のパンツ。靴はなく裸足だ。

「ごめんなさい。ごめんなさい！　もう二度としませんから」

　少年は、ガーゴイルに殴なぐられると思ったのか謝りながら、両腕で頭や顔をかばおうとする。

「どこの子供だ？　名前は？」

「───……」

「答えないのか？　ここにはそう簡単に入れない。門番がいるし、塀へいを越えるのはおまえには無理だろう。さあ、離宮に潜入した目的は？　何者かが手引きしたのか？」

　ガーゴイルは少年の両手を後ろにねじり上げ、容よう赦しやなく詰きつ問もんする。

「ガーゴイル！　そこまでしなくても……まだ子供なんだし」

　仮面舞踏会でもないのに、昼間から顔を隠している男に、少年は怯おびえきっている。

「子供？　俺にはおまえですらも、十分子供に見えるが？」

「でも！　痛がってる！」

　ルージュは恐怖で悲鳴も出せない少年を、ガーゴイルの手からほどいて抱き締める。

「まだ十歳くらいでしょ？　盗むっていってもせいぜいジャガイモとかでしょ」

「───盗みではなく、厨房の食材に何か混入させる気かもしれないんだぞ。最悪、毒とか」

　ガーゴイルは、敢あえてルージュの行為を止めはしなかったが、その声は低く、恐ろしく響く。

「ど……毒……？」

　少年は、ルージュの腕から力が抜けたのを感じ取ったのだろう。ぱっと腕を払うと、脱だつ兎とのごとく窓枠に飛びついて、地面に飛び降りる。

「僕はアレン！　僕、毒なんか入れてないから！」

　ガーゴイルはもう一度少年を捕らえようとしたが、すでに彼は裏庭を走り出て、塀に取りついているところだった。

「へえ、木に隠れて、門番の死角になる場所を知っているんだな。あの鉄柵を上るスピードったら、まるで野生のサル並みの運動神経だ」

　窓からその姿を見送り、こちらへ向き直ったガーゴイルは、案外平然とした表情だ。

「あの、あの子……逃がしちゃって……ごめんなさい」

「まあいいさ。俺は寛かん大だいなんだ。代わりにおまえの腕輪で手を打とうか」

「冗談言わないで。この守しゆ銭せん奴どっ」

　ルージュがガーゴイルを睨みつけた視界の端、塀の向こうを走る赤毛の少年に黒い箱馬車が近づいた。突如開いた扉から男が上半身を乗り出し、少年を馬車の中に引きずり込む。

「あ……」

「どうした？」

　カフスの広い、黒い上着の袖そでから白い手袋が覗のぞく。わずかに垣かい間ま見た顔は、ウエーブのかかった銀色の髪で覆おおわれていた。少年を摑んでいないほうの手には、ステッキが握られていた。グリップは大きなクリスタルカットの装飾だ。

　男が少年を奥に押し込めると、馬車は勢いよく走り出した。

「今、馬車の中にさっきの子が引きずり込まれて……多分、貴族の男の人に……」

　ガーゴイルの表情は、それを聞いてにわかに曇くもる。

「貴族の男に引きずり込まれた？」

「うん……」

「ふうん。きなくさいな。俺が今追っている事件とも関係あるかもしれない」

「きなくさい？　事件？」

「拉ら致ちなのか、それとも貴族に小金を貰った子供が、この離宮で何かしでかそうとしたのか……どちらかかな。ここ一カ月あまりの間、レアパリ周辺で子供の失しつ踪そうが増えているんだ。少年少女の売買は、いろいろな意味で結構な金になるからな」

「子供の、人身……売買？」

　塀の外に、もうその馬車がないことを確認して、ガーゴイルはルージュの腕を摑んだ。

「とにかく、おまえは戻らないと。王宮の昼食会に行くんだろ」

「そうでした」

　ルージュはガーゴイルに促うながされて、渋しぶ々しぶその場を立った。料理人たちも戻ってくる頃だ。

「でも桃……そんなにないものだなんて……どうしよう。ファイシス様と約束したのに」

「どうしても桃を手に入れたければ、おまえの下げ僕ぼくに南に買いに行かせればいいだろうが」

　階段にも廊下にも人影がないのを確かめて、ガーゴイルはルージュを部屋に送り届ける。

「二日はかかるわ。そんな時間はありません！　それに下僕って誰のことよ？」

「見み目め麗うるわしい銀髪野郎がいるだろう。いつもおまえにくっついている、金魚のフン」

　人目についてはいけない。それはわかっているが、ガーゴイルのつっけんどんな暴言に、ルージュもつい気け色しきばむ。

「アレクは騎士であって、下僕じゃありません！　元々は宮廷貴族だったんだから」

「へえ、それはそれは。じゃあ誰か来たから、俺は退散、な」

　ガーゴイルは廊下の気配を敏びん感かんに察して、窓から外へ出ていった。

　おそらく、隣室のファイシス王子の部屋のバルコニーへ渡ったのだろう。

（ここ、三階なんだけど……まあ、ガーゴイルなら大丈夫かな）

　運動神経も抜群な男だ。心配には及ばないだろう。

（それより、心配しなくちゃいけないのは自分のことよね）

　部屋で軟なん禁きん状態なのも辛いけれど、大勢の宮廷貴族たちと食事会というのも気づまりだ。

　それは先日の王や王妃、ベロニカ夫人やファゴット嬢らカスール卿一家たちとの〝若葉の間〟での昼食会で痛烈に感じている。

「姉様！　よほど厨房に捜しに行こうかと思ったよ。早く、バッグを持ってもう出かけなきゃ」

　そこに現れたのは、ジョシュアだった。ジョシュアはルージュの腕を引いて、ばたばたと階段を下りていく。そして、馬車に乗り込むと、御ぎよ者しやに王宮へ向かうようにと指示を出した。

　そんな二人を、二階の執務室の窓から、ヴィクサントールが見つめていた───。







「ねえジョシュア、今気づいたけどあなたずいぶんいい衣裳を着てるのね」

　ジョシュアは夜会でも舞踊会でもないというのに、妙にお洒しや落れに全身を固めている。

「そんなジレ、持っていたっけ？　あ、そのボウタイも見たことない。綺き麗れいな刺し繡しゆう！」

　目がくらみそうなほど繊せん細さいな刺繡だ。ルージュが貰ったドレスにあしらわれていたものに優まさるとも劣らない。

「ソフィア公こう爵しやく夫人からの贈り物だよ。公爵夫人、うちのワイン頼んでくれるって。それにお友達に、かなりワイン好きなご夫人がいるから、その人にも薦すすめてくれるって」

「ジョシュア、すごいわ。あなたワインの納品取り付けたの、何件目よ」

　ルージュは向かいに座る十一カ月違いの弟を目を丸くして見つめてしまう。生まれてからずっと辺境の城で育ったというのに、宮廷の事情によく通じている聡明な弟だ。

「ルー姉様は、ファゴット嬢やマルゴット嬢にこれ以上嫌われないようにね。特に二歳上のファゴット嬢は、ルー姉様にライバル心を抱いているように見受けられたから」

「私は、彼女に嫌われるようなことなんかしていないと思うけど」

「してなくても、向こうにとって姉様は目の上のたんこぶ。存在自体が許し難い邪魔なもの」

「私が悪いっていうの？」

「そんなこと言ってないよ。ボクはそういう姉様が好きだけどね」

　デューク王子には気に入られ、ファゴット嬢には疎うとまれている？　なんだかさっぱりわからない。

（それより、桃よ。どうしよう。この昼食会で、また出されることを祈るしかない？）

　馬車がようやく、王宮の西の入り口へと到着した。

　ルージュは御者が扉を開けてくれる間さえもどかしく、自分から外へ飛び降りる。

　たっぷりと広がりすぎるドレスを持ち上げ、両腕に絡ませるようにして抱え上げたルージュは、美しく手入れされた前庭を走りに走って、王宮を目指す。

「姉様！　そんなに急がなくても、近道があるし……」

　だがルージュには、もう背後のジョシュアの声は聞こえなかった。

　王宮の離れに入って曲がり角、食事のための広間へ続く控ひかえの間に入ろうとしたところで、出合い頭に何者かとぶつかった。

「す、すみませんっ」

　よろけて、床に手をついたルージュのそばに、ぶつかった相手のものと思われる樫かしのステッキが転がってくる。

　細かくカットされたクリスタルがグリップに嵌はまった、豪華なステッキ。

「気をつけたまえ。ここは走っていい場ではない」

　男の低い、厳いかつい声が頭上から響く。

「本当にごめんなさい！　私ちょっと急いでいて……」

　見上げると、カールした銀髪が耳元にかかり、口元に髭ひげを蓄たくわえた三十から四十代前半らしき長身の男がルージュのことを睥へい睨げいしている。

　貫かん禄ろくのある美び丈じよう夫ふだったが、中でも目を引いたのは彼のかけている黒い眼がん帯たいと片かた眼鏡めがねだった。

（黒の……眼帯……？）
















　口元が不ふ愉ゆ快かいそうに歪ゆがめられているところから、怒っているか不機嫌なのだと窺えるが、眼鏡の奥の瞳はまったくわからない。

（左目は……見えないのかな？　右目も視力が弱い？）

　ルージュは慌てて起き上がって、床に転がった杖を拾い、男の手に持たせようとした。

　男の大きなカフスから覗く右手に、紋章の浮き上がった大ぶりのカメオの指輪が輝く。

　そのカフスとステッキを見た途端、ルージュの中にさっき見た光景が思い浮かんだ。

（黒い馬車の……扉から見えた手？　アレン少年を摑んで馬車に引きずり込んだあの手？）

　はっとして、男の顔を改めて見つめる。

「あの、あなた……」

　だが途端にルージュの手はステッキで弾はじかれた。

「無礼者！　私に触るな」

　男はルージュからステッキを奪い取ると、そのついでと言わんばかりに彼女の手をステッキで叩いたのだ。

　痛むほど打たれたわけではなかった。勢いよく摑んで引き寄せるときに当たっただけとも言えたが、その男の言葉がルージュには許せない。

「人が拾ってあげたのに、その言いぐさはないでしょう!?　ぶつかったことは謝ったんだし、廊下の曲がり角でぼうっと突っ立っていたあなたにだって、非があるとは思わないの!?」

　抗議の声が結構大きかったのだろう。

「どうかされたのですか？　サンティノワール公爵」

　背後からしわがれ気味の声をかけてきた男がいた。それは、あの司教だった。

　数日前、デューク王子の友人であったゴーシェに言われるまま、ルージュを白蛇の生いけ贄にえにしようとした司教。

　王宮付属の教会の司教でありながら、打ち捨てられた古い礼拝堂の地下室で妖あやしげな邪教の儀式を行っていた男だ。

「あなた……！」

　ルージュは思わず指を差して、小さく叫びそうになった。

　やってはいけない下品な振る舞いだとわかっていても、つい体が反応してしまう。

　だが相手はもっと驚いた表情をして、身じろいだ。

「おまえは……赤い髪の赤い悪魔……呪われた女！」

　今は小さな円形の帽子をかぶり、聖典も手にはしていない。スタンドカラーで足下まで包むような緑色の司教服は着ていたが、儀式用ではないので金糸の刺繡があるわけでもなく、王宮の昼食会に招かれたにしては案外簡素な出で立ちだ。

　長い白髪、胸元まで落ちる長い顎あご髭ひげ。司教は額の皺しわをいっそう深く刻み、喉のどに詰まるような声で唸うなる。

「何故……ここにいる？　何故私の前に現れる？　〝災厄〟をもたらす赤い魔女めが」

　罵ののしりながらも、怖れるような白はく濁だくした目をぎょろりと剝いている。

「マール司教様。彼女をご存じなのですか？」

「ああ、ああ、まさしく不吉の前兆だ。おまえのような少女がこの宮廷に現れるとは。炎のような髪、荒々しい気性。教徒の力を凌りよう駕がする危険な力……魔力を持つ者……炎を放ち多くの犠ぎ牲せいをもたらす悪魔」

「ちょっと！　司教様。私は普通の貴族の娘で怪しい者じゃないですから。あの火事だって事故だわ！　それよりあなたこそ、あの儀式のことを口こう外がいされたら困るんじゃないの？」

「あの儀式だと？　なんのことかさっぱりわからん！　戯ざれ言ごとは慎つつしめ」

　ルージュの脅おどしに司教は顔を険けわしくし、口をへの字に曲げるとくるりと踵きびすを返した。

「司教殿？　どちらへ？」

「公爵殿、私は気分が悪くなったので、ここで失敬する」

「ですが私は王妃様になんと言えば」

「〝体調を崩したので、本日のお誘いは受けられない〟と伝えていただければそれでよい」

　公爵に吐き捨てるように言うと、マール司教は慌ただしく立ち去った。

「───司教殿があれほど取り乱されるとは、君はよほど酷ひどいことをしたんだな」

　この眼帯ステッキ眼鏡男は、どこまでも居丈高で偉えらそうだ。

「してませんっ。私の方が酷い目にあったんだから！　あの司教ってば……！」

「そんな口をきくものではありませんよ。ルージュ」

　ルージュの暴言をすんでのところで止めたのは、扉を開け飛び出してきたアレクシスだった。

「遅いので心配していました。案の定、何かしでかしたんですね」

　先に〝若葉の間〟に入って待っていたが、ルージュの到着の遅さが不安になったのだろう。

「〝案の定〟ね。やはり我が推測は当たったな。いつも何かしでかしていると見える」

　男は髭のかかった口で、嘲笑をルージュに向ける。

「これは、公爵殿。何か、ルージュ嬢が失礼をいたしましたか？」

「まあね。君の知り合いかね？　かなり失礼で礼儀知らずの〝子〟だ」

　その呼び方は、宮廷に上がった貴族の娘に対しては酷い侮ぶ辱じよくだ。

「それは大変失礼をいたしました。なにぶんまだ数日前に地方から王宮に上がったばかりですので、大目に見ていただければ助かります」

「地方？　ふん、田舎者かね」

「ルージュ、ご挨拶を。サンティノワール公爵殿です」

「ルージュ・ド・ラ・クリムゾンです。お見知りおきを」

　ドレスを両手でつまみ上げ、片足を後ろに引いて、お辞儀する。

　母フローラに、幼い頃からお辞儀だけは優雅にと仕込まれた、完璧な所作。宮廷でも通用する唯一の武器だ。

　だが男は、そのルージュ自身がクジャクか白鳥かと自画自賛する姿が見えていないのか、無表情、無反応だった。

「私はアレクシス・ド・ユーシスと申します。彼女の付き添いとして、騎士として宮廷に参りました。このたびのことは、私の不徳のいたすところでもございます」

　アレクシスの人好きのする容姿や声。折り目正しい態度は常に、誰にでも好感度大だ。

　どんなトラブルも、彼のこのしとやかな低姿勢でたいてい穏おん便びんに済まされる。

「アレクシス・ド・ユーシス男爵……か。ああ覚えておこう」

　性格の悪そうな口のきき方、眉間に皺を寄せた気難しそうな表情。それさえなければ、ダンディーに見えなくもない男。

　男の突き出した手の甲に、アレクシスは腰を折って口づけをする。

「ただ、君。君が礼儀正しい青年だということはわかったが、その少女はなんとも怪しい。今後、彼女が私に一メートル以上近づこうとするのをやめさせたまえ。取って喰われそうだ」

　まるで猛獣か害虫を厭いとうかのように、男はルージュから身を遠ざけながら、ポケットから取り出した白い手袋を嵌めている。

　これから食事をしようというのに、だ。

　その行動に啞然としているルージュと公爵の両者に、アレクシスが微笑んだ。

「承知いたしました。サンティノワール公爵」

（〝承知いたしました〟ですって？　私はこんな気難しそうな中年男、襲おそわないわよ）

　まったくいけ好かない男だ。

　サンティノワール公爵はステッキで軽く前方を探りながら、無言で〝若葉の間〟前に行き着いた。

　制服侍従が白い扉を開けると、そのまま中へ歩を進める。

「ルージュ、一体さっきは何をしでかしたんですか？」

　サンティノワール公爵がすっかり姿を消してから、アレクシスが小声で尋ねてくる。

「あの人じん骨こつの見つかった地下聖堂で私を酷い目にあわせようとした、マールとかいう司教が彼といたの。仲良く一緒に昼食会に出席する予定だったみたい。彼らもデューク王子に招かれたの？　公爵も怪しい人？」

「さあ、昼食会には王族がそれぞれお客を招きますからね。公爵はこの十年ほどレアパリを離れて他国にいらしたそうなので、その間のことは、宮廷の者は知らないでしょう。噂では、以前から眼帯はしていたそうですし、神経質な性格でもあったようです。以前の公爵を知っている人に言わせれば、かなり面やつれされ、髭も生やしたので別人のようにも見えるとか」

「そう。ファイシス王子のように、戦争に駆り出されて怪我でもしたのかな」

　もしそうだとしたら、自分に対する失礼な態度も多少、大目に見てやらないこともない。

「それで、そのマール司教はどうしました？　彼はレアベルサイユの聖堂の責任者ですよ」

「今さっき、この廊下で私を見て、気分を害したって帰っていったの」

「それはまた強烈な。どうせ、ルージュがまた何かしたんでしょう？」

「してません！　ただ、『怪しげな儀式をしているってバラすからね』って脅したら、気分が悪くなったって」

「───しっかり〝しでかして〟いるじゃないですか……」

　アレクシスは天を仰あおいだ。

「いいですか。今後二度とそんな挑発するようなことを言ってはいけません」

「司教は、私が剣の使い手だってわかっているから、もう手出しはしてこないと思うけど。やっぱりこの剣は手放せないわね」

　ルージュが太腿にベルトで装着している金の細身の短剣に、ドレスの上からぽんと触れる。

　アレクシスは周囲に視線を配って、誰もいないと確かめてから、ルージュの手を取った。

「護身用の剣は、最悪の場合にしか抜いてはいけません。宮廷は、剣ですべての決着がつく場ではないんですから」

「───わかってる……けど」

　ルージュが生まれ育ったノイエフランスの南西、フォーブス城周辺では、知恵と力がすべてだった。

　子供たちは皆ケンカの術と、逃げ足の速さで、たいがいの争いに決着をつけていたから、ルージュも鍛きたえられている。

「でも、剣で決着のつくこともあるわよね？　ね？　ね？」

「あってもダメです。さあ、急いで〝若葉の間〟へ入ってください。王妃様が先にいらっしゃっては失礼にあたる」

　アレクシスは頑として、ルージュの懐なつっこい目をはねつけると、足早に扉へと向かった。
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〝若葉の間〟。

　アイボリーが基調の壁には、その名のとおり爽さわやかな若葉色の紋様が華やかに意い匠しようされている。金塗装されたこまやかな花はな蔦づたの彫ちよう刻こくが、窓枠や柱をはじめ、部屋じゅうの調度品を上品に彩いろどっていた。

　部屋数七百とも言われるレアベルサイユだが、ついこの間もここで昼食会が開かれたことを考えると、ここは王妃が個人的に気に入っているサロンなのだろう。

「今日も、先日の昼食会とほぼ変わらない招待客のようですよ。王妃とベロニカ夫人はいろいろな意味でライバルらしく、お互い食事会や舞ぶ踏とう会かいを開いては張り合う間柄のようです」

「へえ、アレク、よくそんなこと知ってるわね」

「宮廷生活をつつがなく送るには、情報収集は必須ですよ」

　制服従者が扉を開けて、アレクシスとルージュを中に通す。

　デューク王子が窓際に立っていたが、ルージュが来たのを見ると、ウインクをよこした。

　ルージュとしては厄やつ介かいな相手から厄介な場所に無理矢理招待され、そのうえウインクで迎え入れられてとても複雑な気持ちだ。

　結局、何着もの高級ドレスをいただいてしまったことも、気が重い。

「やあ、ルージュ。私の紅くれないのお姫様」

「紅とか真っ赤、とか、あまり嬉しくありません。むしろ言われたくない言葉の一つです」

　つい今し方、司教に絡みつく呪いのような言葉を毒づかれたばかりだ。たとえコンプレックスに思っていなかったとしても、気持ちいいものじゃない。

「褒ほめてるんだよ？」

　わざわざ近寄ってきて、王子は射し込む陽を反射して輝くルージュの髪をまじまじと見つめて言う。

「それはありがとうございます」

　礼を言ったのはアレクシスだ。

「アレクシス。君の銀の髪もとても綺き麗れいだね」

「お褒めに与あずかり光栄です」

「君にも今度もっと上等の服を贈ろう」

「ですがデューク王子。衣服を贈る者には、その衣服を脱がせる目的があるといいます。私は王子の前で衣服を脱ぎ捨てるのには、まだ恥じらいがございます」

　王子は嗤わらって、アレクシスのジャボに手を伸ばす。

　そしてむんずと摑んで、自らの方にアレクシスの顔を向かせた。

　ルージュはその粗暴な動作を見てひやりとしたが、王子は彼に暴力を振るうことはなく、しげしげとアレクシスの顔を眺めてから、つとその手を離す。

「面白い男だ。よし、近いうち、おまえの服を脱がせてやろう」

　大笑いする王子に、アレクシスは今度は断らずに、胸元に手をやって会え釈しやくした。

「で、母上はまだか。腹が減った。給仕を剣で脅おどして、先に始めてしまおうか？　公こう爵しやく」

　デューク王子は席に着き、ただ押し黙って隣に座るサンティノワール公爵に話しかける。

「ですがデューク王子。やはり王妃様を待たれた方がよろしいでしょう」

　絶対王政では、王と王妃の権力は文字どおり絶対であり、そこから順に位の高い者への敬意が払われる。たとえデューク王子が短気で暴力的で、自己中心的だとしても、王陛下と王妃の登場を待たねばならないのがしきたりらしい。

　わがままを通せなかった王子は、椅い子すに立て掛けてあった公爵のステッキを手に取った。

　公爵は特にそれを咎とがめようともせず、王子のするがままにさせている。

　王子がステッキを戻そうとして床に倒し、それを拾い上げるときも、王子の手が公爵に触れたときも、公爵は別段嫌そうなそぶりは見せなかった。ルージュへの態度とはえらい違いだ。

（なんだか感じ悪いんですけど）

　やはり、彼はルージュだけに嫌悪感を抱いているのかもしれない。

　近道をして先に来ていたジョシュアは、その場にいたファゴット嬢、マルゴット嬢姉妹と話が弾んでいるようだった。

　ジョシュアの淡いカフェオレ色の巻き毛。上品で知的に見えるライラックの瞳と、赤い唇。

　その利発そうでいて華麗な容よう貌ぼうは誰にも好かれ、ルージュにとっては羨うらやましくてならない。

　本来、にぎやかな場所が苦手で、一人で読書をしているのが一番幸せという弟なのに、いざ社交の場に出ればすぐに大勢の貴婦人がたの中心になるのだから、本当に得な性分だ。

　ルージュが示された下しも座ざの席に着くと、王妃とベロニカ夫人、その夫のカスール公爵が入ってきた。

　一同は王妃を迎え入れ、整然と一礼する。

　羽飾りをつけた金の髪を高く結ゆい上げ、目にも鮮やかなエメラルドのドレスの王妃が着席すると、すぐに料理が運ばれてきた。

　王妃が会話の口くち火びを切るまでは皆無言で席に着き、前菜とスープでとりあえずの食事を始めていたが、王妃はふと自分の席に近い空席を見て首をかしげた。

「どなたをお呼びしていましたかしら」

「王妃、マール司教をお招きでした」

　そう口を開いたのは、あの黒眼帯眼鏡の銀髪男、サンティノワール公爵だった。

　王妃の斜め向かいの席に座っているのだから、貴族としてもかなり格上。そして、饗きようされたどんな料理も、驚くほど優雅に口に運んでいる。

「ああ、そうでしたね。それで、司教はどうなさったの？　遅れていらっしゃるのかしら」

「いえ、気分が優れず欠席されるそうです。王妃様にはくれぐれもよろしくとのこと」

　サンティノワール公爵は、ルージュを一いち瞥べつしながら、そうそつのない言ことづてをした。

「まあ、大丈夫かしら。先日も二日ばかり体調を崩されて、ミサを休まれたばかり」

「まだ完全に治っていなかったんでしょうね。今日お会いしたとき、妙な咳せきをされていたから風邪かな。我が友、ゴーシェも同じように喉を痛めていましたからね。それより母上」

　王妃に対して無言で食事を続けるサンティノワール公爵に代わり、デューク王子が口を挟む。

「昼食に父上はいらっしゃらないのですか？」

「王陛下は、いろいろとお忙しいそうよ。私と食事をするより、公務がお大事なのでしょう」

　王妃の答えは、かなり素っ気ないものだった。

『いろいろと忙しい』、そう言われるのは結構むなしいものがある。

　説明してもわからないだろうと諦められている気もするし、単に説明が面倒くさいとも受け取れるし、本当は大した用事があるわけでもなく、ただの言い訳かもしれない。

（ガーゴイルの奴もそう言ってたっけ……）

　ルージュは桃の件で、同じセリフを聞いたことを思い出して、なんとなく面白くない。

　昼食は豪華なものだった。

　おそらく、王妃の好物を中心にしたメニューなのだろう。華やかに、綺麗に盛りつけられた皿が次々とテーブルに運ばれる。

　ヒヨコ豆のスープ。パテに魚のゼリー寄せ。マスのフライのマスタードソース添え。さまざまな特産地のチーズ。去きよ勢せい鳥のクリーム煮。仔牛のステーキ。ボルドー産の赤ワイン。

　残念なことに、今回は桃のコンフィチュールはテーブルに上らなかった。

　代わりにチェリーとイチゴのクリーム添えと、ライスプディングが運ばれてくる。

「ああ、そういえば、クリムゾン伯爵令嬢」

　王妃はしばらく無言でスプーンを口元に運んでいたが、思い出したようにルージュへ顔を向けた。

　快く思っていないはずのルージュが昼食の席にいることに不満な様子もなかったし、かといって特に何かの話題を振るでもなかった。その王妃から、まるで自分の存在を認めているかのように、ごく自然に声をかけられて、ルージュは内心ぎょっとした。

「招待状は届いたかしら」

「招待状……ですか？」

　マール司教の存在と、桃のことで頭がいっぱいのルージュは、現実に引き戻されて王妃を見やった。

（招待状？）

　思いつく限り頭を巡らせるが、なんのことだかルージュにはわからない。思わず隣のアレクシスと向かいのジョシュアに視線を向ける。だが二人とも心当たりはない様子。

「先日の舞踏会が事故で中止になったでしょう？　なのでね、またあさって、同じ鏡の間で催すことにしたの。ここのところずっと招待状を書き通し。あなたの分はまだ私の部屋にあるのかしらね。確かめて使者に持たせるわ。サンティノワール公爵のお手元には、もう？」

「ええ、王妃殿下。ありがたく参上させていただきます」

　公爵は、ルージュ以外の人間にはちゃんと誠実に、礼儀正しく接するようだ。

（やっぱり私をバカにしているのかな、この人。それとも司教と親しいのだとしたら、離宮の庭で呪文を唱えていた怪しげな集団の中に、この人もいたのかも……）

　もしくはルージュが地下聖堂で四肢を磔はりつきにされかけたとき、周囲を取り巻いて儀式を傍ぼう観かんしていた邪教の徒の一人かもしれない。

　とにかく、その外見といい、振る舞いといい、油断ならない。

「先日は本当に大変でしたわよね。怪我をされた方もいらしたとか。今度は大丈夫かしら」

　ベロニカ夫人が、皮肉とも取れる発言を王妃に向ける。

　あの晩、舞踏会の会場では、ロウソクが何者かによって一斉に吹き消された。突然の暗闇にパニックを起こした人々が、押し合いへし合い逃げようとして、負傷者が出ていたのだ。

「ロウソクは今までにないほど揃えさせたわ。窓のそばにも警備の者を多く配置させるから、この間の事故が、何者かによる悪いた戯ずらだったとしても今度は万全よ」

「そういえば、王妃様。最近このパリの近くでも子供の誘拐が増えているって話をご存じ？　まさか先日の舞踏会で貴族の子供が攫さらわれていた、なんてことはなかったのかしら」

「子供の誘拐？　あら、そんな話は初耳だわ。ベロニカ」

「可愛い子を攫って人買いにでも売るのかしら。私の娘たちは器量よしだから、もう心配で」

　会話は、ほぼ終始ベロニカ夫人と王妃との間で行き来している。

　ルージュは、王妃がファイシス王子のことを悪く吹聴していることに意見したい気持ちでいっぱいだったが、じっと我慢をし口をつぐんでいた。

　この場に、唯一ファイシス王子の味方である王陛下がいないのが痛い。

（もし王陛下がいたら、さりげなくその話をして、諫いさめてもらえるのに）

　ルージュが悶々としている間、斜め前のデューク王子はずっと視線を送ってきていたし、デューク王子の向かいのファゴット嬢は、ちらちらと王子のことを見つめている。

　マルゴットは、食事の合間にアレクシスをうっとりと眺め、ほんのり頰ほおを染めている。

　ただ黙々と饗されたものを平らげているのは、サンティノワール公爵と、カスール公爵だ。

　だが、カフェを素早く飲み干したカスール公爵は、ナプキンで口を拭ぬぐいながら慌ただしく席を立とうとする。

「では、私はそろそろ失礼させていただきますよ。王妃。今度の議会までに通さなくてはいけない懸案事項がある。新しい税制が立案されるとなると、こちらは資料作成に大忙しでね」

「あら、あなた。もうですか？」

　隣のベロニカ夫人が、栗色の目を公爵に向ける。

「おまえたちは、まだいなさい。料理はカフェとデザートまでいただいて締しめないとね」

「でも、私、今は甘いものは控えておりますの」

「あら。まさかお太りになられたの？　ベロニカ」

「ええ、胸元が少し。これ以上大きくなると、先日作ったドレスに入らなくなってしまうわ」

　にこやかに語らいながら、どことなく王妃とベロニカ夫人のスタイル自慢の競争心が透けて見えるようで、ルージュはちょっと彼女たちの胸元に視線を向ける。

　両人とも、子供が二人いる身としては十分なプロポーションを維持している、美しい貴婦人だ。

「そういえば、新しい帽子とドレスを頼んだファンタル嬢が来る時間だわ。今度の音楽会と舞踏会用に作らせたの。あなた、一緒に来て見てくださいな」

「私が見ても、そういうものはわからないと思うが」

　仕事に向かおうとしていたカスール公爵は困惑顔だが、ベロニカ夫人の言葉に逆らうことはできないらしい。夫人はさっさと公爵の腕を取り、立ち上がる。

「ファゴット。マルゴット、あなたたちはそのままで結構よ」

　そしてドレスの裾すそを持ち上げて、王妃に一礼した。

「では、私たちは失礼させていただきますわ。王妃様」

「あら、残念。でも是非、その新しいドレスで私の仮面舞踏会にもいらしてね。ベロニカ」

　王妃は、部屋を出ていく公爵と公爵夫人に声をかける。二人は会釈で返してそそくさと部屋をあとにした。

　宮廷の貴婦人がたが、事あるごとにいかに素敵な、豪華なドレスを纏まとうかのドレス合戦なるものを繰り広げているというのはどうやら本当のようだ。

　推測するに、王妃とベロニカ夫人は、親戚であり、年の近いライバルらしい。

　そういえば、二歳年上のファゴット嬢も、一歳年下のマルゴット嬢も、いつも貴婦人並みに豪華なドレスを纏っている。

「ファゴット姉様は？　姉様も今日は午後からドレスの採寸があるって言ってなかった？」

「私は……」

　妹のマルゴットの声に、彼女はちらりと前の席に座るデュークの方に視線を投げた。

「デューク様がまだいらっしゃるなら、私も……」

「私か？　いるよ。今日は特別なお客人がいるし、勝手に席を外したりしたらもったいない。なんだか時々食べ方がおかしくなるんだよな。というか、出された料理を全部食べる女の子って初めて見た。このまま最後まで完全制覇するのかが、最大級の見物だな」

　デュークはそう言って、吊り上げた眼差しでルージュの方に視線を投げる。

（ちょっと待って。私のこと？　出されたお料理は全部残さず食べるのが、もてなしを受けた側の最上のマナーじゃないの？　そう教わったんですけど!!）

（そうですけどね。王宮では特別です。ここは特別ルールがあるところなんです）

　今さらそんなことを言ってくる隣のアレクシスを、恨みがましい目で睨にらむ。

　道理で量が多いと思った。

「でも残すことが前提の料理なんて、腑ふに落ちないわ！」

　ルージュが呻うめき、顔をしかめたのを見たのか、デュークはさらに面白おかしく口を開く。

「いや、褒ほめているんだよ。だって、そんなに食べても瘦やせているからさ。ファゴットにも秘ひ訣けつを教えてあげてくれよ。何かあるんだろ？」

　それは暗に、ファゴットが太めだと言っているようなものだ。

「デューク。無礼ですよ」

　デュークがファゴットを揶や揄ゆしているのに気がついた王妃が、軽くたしなめる。

　ファゴットは、胸を自慢している背の高い少女というだけで、決して太ってはいない。

　とはいえそこは十七歳の年頃の少女。デュークに〝太っている〟と見られたことに傷ついたようで、ぱっと頰を赤らめた。

　そして彼女はルージュのことを睨んだ。

　ファゴットの強い視線に、慌ててジョシュアがフォローしたほどだ。

「あ……の、姉は馬にも乗りますし、活動的でよく動きますから、瘦せているんだと思います」

「馬ね。そうか、君も馬が好きなのか。では今度一緒に遠乗りに行こう。いいね？　ルージュ」

「でも、私はファイシス王子のお世話係と勉強相手として王宮に来ましたから、個人的な自由時間は取れません」

「王と国に仕える宮廷貴族たちだって、不眠不休で働いているわけじゃない。乗馬もするし、狐きつね狩がりだってする。舞踏会だって、務めのうちだ。このところゴーシェが怪我だか病気だかで、遠乗りの相手がいないんだ。ちょうどよかった」

「でも、私の場合、ファイシス王子のご都合とご予定が優先されますから」

「ヴィクサントールに都合をつけさせればいいだろう。それだけのことだ」

　余裕でそう言ってのけるデューク王子は、やはりヴィクサントールとも特別の仲なのだろうか。弱味を握っている可能性もある。

（第二王子の強引さと、権力の振りかざし方には、あの冷血な従者も言うことを聞かずにはいられない？　そりゃあ、将来的に王の座に二番目に近い王子には、いい顔をしたいというのもわかるけど）

　でも、ファイシス王子はヴィクサントールを唯一の存在として信頼している。

　それを裏切るようなことがあれば、許せない。

「私、ファイシス王子と乗馬の練習をする約束があるので、当分はデューク王子様とお出かけするのは無理だと思います」

「へえ、あのファイシスが馬に乗るの？　乗れるのかな？」

「乗れますとも！　私が乗れるようにしてみせます」

　ルージュから、ただならぬ気配が滲み出したのを、察したのかもしれない。

　デューク王子とルージュの間の微妙な温度差を、感じたのかもしれない。

　王妃が新たな話題を振った。

「そうだわ。クリムゾン伯爵令嬢。あなたには私からいいものを贈りましょう。楽しみにしていて」

　王妃は、真意の摑めない上等の微笑みをルージュに向けて、小指をぴんと立てつまんだボンボンを口にする。

（王妃様が、私に贈り物？）

　デューク王子といい、自分を嫌っているはずの人からの気前のいい贈り物は、嬉しいというより、うさんくさい。

「えっと……それが何か伺うのは……」

　そう言いかけたとき、扉が開いて、何やら慌てた様子の制服従者が飛び込んできた。

　室内を見回した彼は「ルージュ・ド・ラ・クリムゾン嬢はいらっしゃいますか？」と呼び上げる。

「私です。私に何かご用でしょうか」

　なんだかよからぬ予感がする。この宮廷に来てから、いい予感のすることなんて皆無と言っていいのだが、この様子はただ事ではない。

「少々席を外していただいてよろしいですか？」

　ルージュは王妃やその他の者に一礼して部屋を出ていく。

　アレクシスがついてこようとしたが、それは視線で差し止めた。

「あの、ご用とはなんでしょうか」

「離宮の方で、急を要する事態が起きたとのことです」

　金モールが艶つややかな紺の制服を着込んだ侍従の一人が、そう言って体をずらす。と、そこにはアベリシアが立っていた。不安そうに両手を胸元で組み、もじもじと落ち着かない様子だ。

「ルージュ様。ファイシス様がどこにもいらっしゃらないのです。もしかしてこちらでは？」

「来ているわけがないわ。王子は車椅子でしょ？　そうだ、車椅子はどこに？」

「車椅子ごとございません。離宮のすべての部屋を総動員で捜しましたがまったく見当たらず」

「ヴィクサントールは？」

「ヴィクサントール様は所用で王宮においでのはずです。ファイシス王子とご一緒しているとは思えず……まさか、攫われたなんてことは……」

　あの離宮から歩けない王子をかどわかすなんて、そうそうできることではないと思う。今は昼間だし、門番が常に二人は立っているような警備の厳重な場所だ。

　でも、最近少年少女の誘拐が流行っていると聞いたばかりでは、心配は尽きない。

「私が捜しにいく！」

「昼食会はよろしいのですか？」

「よろしくなくても、私にとってはファイシス様が最優先だわ！」

　嫌な予感が当たった。ルージュはドレスを持ち上げて走り出す。

　本当は太ふと腿ももまで捲まくり上げたいところだったが、警備の兵士はいるし、使用人はいるし、王宮の中だけあって、行き交う貴族もかなりいる。

　廊下を駆け抜け、テラスに出て、馬車が停めてある場所への近道を探す。入ったときとは違う所から出てしまったから、まだ不慣れなルージュは現在地がわからず途方に暮れる。

「ああ、走るにはなんて不便な靴なの？　このドレスだって重いし、コルセットはきつすぎるし……。今度からユラにはもっと緩く締めてもらわなくちゃ」

　胸が苦しい。足が痛い。でも、王宮で白昼堂々とドレスや靴を脱ぎ捨てるわけにはいかない。

　泣きたい思いで走るルージュは、ちょっとした石を踏んで、転んだ。

「た……！」

　情けなくて涙が出そうだ。

　足をくじいた気がする。

　幸い、周囲には誰もいなかったし、灌かん木ぼくの茂る庭園近くだ。

　ルージュはしばらく動けずに、そのまま俯うつむいてしゃがみ込む。

（今思えば……アベリシアさんの馬車に乗せてもらって帰ればよかった。私って本当にバカ）

　しゃがみ込むどころか、このまま地面に倒れ込んで同化したいくらいだ。そのとき、

「今日の天気は曇り空だな」

「ああ、昨日は大雨だったが、きっとまもなく晴れるだろう」

「晴れたら金きん塊かいを積んでワイン日和だな」

「うちの子供たちも喜ぶ」

　奇妙な会話が、垂直に刈り込まれた木々の迷路の中から聞こえ、ルージュは聞き耳を立てた。

　今日の天気は快晴だし、昨日だって大雨なんか降らなかった。

　貴族がたが行き合って天気の話をしているにしてもおかしいし、声は年配の男性のものだ。

　しかも、洗練された貴族の喋り方ではなく、下働きの男か、王宮に出入りしている商人か、そんな感じだ。

　なんだか胡う乱ろんなものを感じて、男たちの会話に耳を澄ますルージュに、新たな足音が近づいてくる。普通の靴音だけではない。ステッキをつくような音も交じっている。

（まさか、サンティノワール公爵!?）

　歩いてくる男の影が、迷路仕立ての植え込みの向こうから現れる。

「本日は、いいワイン日和ですね」

　そう、二人の男に話しかけたのは間違いない、サンティノワール公爵の声。

「ええ、公爵閣下。ご機嫌麗うるわしゅう」

　ルージュはいっそう深く茂みに身を潜ひそめた。

「コウノトリ……砦で、明日の午後……」

「わかりました。公爵。例のものはちゃんと用意できたんでしょうね」

「もちろんだ。船でイタリアからもたっぷり仕入れてきたとも」

（何？　何と何を交換するの？　取引って？）

　男たちの声はいっそう小声になってしまって、よく聞き取れない。

　ルージュはしゃがんだまま、木立に沿って男たちの声のする方にじりじりと近寄ってみる。

「───大丈夫なんだろうな……金塊……」

　サンティノワール公爵の声。

「もちろんです。公爵。男も女も可愛い子揃いだと聞いて、……様も大変お喜びですよ」

「顔の美醜で相当金額が変わるというからな。特に女の子供……だ。無事に取引が成功した暁あかつきには宴うたげでも開こう。用意しておく」

（可愛い子供揃い？　何？　まさかそれって……）

　そのとき、ルージュの靴の先が小さな小石を転がした。

　男たちは即座にその音に反応する。

「なんだ？　誰かいるのか？」

　ルージュは慌ててその場から後ずさりし、木々の迷路の外に出ると一目散に走り出す。

（何？　さっきのあれはなんの取引？　隠語を使ってた？　すごく怪しげな……）

　どこをどう走っているのかわからなくなっていた。目の前に厩きゆう舎しやが現れた。さすがレアベルサイユ宮殿の厩舎だ。見えるだけでも百頭単位で飼育できそうな横長の厩うまやが五棟むねはある。

（この際、王宮の馬を借りて離宮に戻ろう）

　そう決めて、一番手近の厩舎に飛び込む。

　馬丁の姿は見えなかったから、これ幸いと馬の物色。

　手入れの行き届いた立派な毛づやのいい馬ばかりが、薄暗いけれど風通しのよい厩舎の中にずらりと並んでいる。

　栗毛、赤毛、黒毛、白馬に葦あし毛げ馬と、皆、整然と仕切られた馬房の中で、ゆったりと寛くつろいでいる。

　入り口近くに、まだ鞍くらのついたままの馬がいた。ルージュはその馬に近づき、繫いである手た綱づなを外そうとしたが、そこより少し奥まったところに人影を見つけて躊ちゆう躇ちよする。

　一応、借りていくことを告げた方がいいだろうか。いいに決まっている。急ぐ身とはいえ、馬泥棒にされたらよけい面倒だ。

「あの……」

　だが、近寄ってみるとその人物は馬丁ではなかった。

　一頭の馬の前で椅子に座っているような姿勢。

　しかも立派なビロードの上着に袖口からも襟首からも、フリルが溢れ出している。そしてレースのついた膝掛け。

　まさかと思ったが、彼以外に該当する人物はない。

「ファイシス王子!?」

　思わず叫ぶと、麗しい金髪の王子は、サファイアブルーの澄んだ瞳をこちらに向けた。

「やあ、ルージュ。どうして僕がここにいるのがわかったの？　さすが僕のルージュだね」

　わずかに開いた馬房の窓から射し込む光に、屈くつ託たくのない柔らかな微笑みがまぶしい。だがルージュは慌ててファイシス王子の車椅子に駆け寄った。

「ファイシス様！　どうしてここに？　離宮では、みんなが心配しています。勝手にこんなところに来ては……」

「いやだな。ルージュ。まるでヴィクスみたいなことを言うね」

　はっとして、ルージュ自身そのとおりだと苦笑する。

「すみません。でも、心配しました。どうやって離宮から王宮の厩舎まで来たんですか？」

「馬が見たかったんだ。それで部屋から庭にいたルークに声をかけてね。で、離宮の厩に行ったんだけど、馬がいなかったんだ。みんな馬車につけられて出払っていて……」

「ああ、そうですよね。私たちも馬車で王宮に来ましたし、ヴィクサントールも……」

「でね、つまらないから、王宮の厩舎に連れてきてもらったんだ。すごい数の馬だよね、宮廷の貴族が一人一頭乗ってもまだ余るよ。きっと」

　ファイシスは目の前の黒い馬の頭をぎゅっと抱きかかえ、鼻面を撫なで、たてがみを撫でる。

　馬は、見知らぬ人間を恐れる生き物だが、ファイシス王子の優しい心が通じるのか、うっとりとその大きな瞳を閉じ、身を任せている。

「馬に乗るなら、この馬がいいな。ねえルージュ。いい馬だよね」

「ファイシス王子！」

　そのとき、離宮の馬丁であるルークが厩舎の中に戻ってきた。

　大柄でがっしりした青年だ。格子柄のシャツの袖そでを捲り上げ、いかにも肉体労働をしている風ふ情ぜいの彼が、褐かつ色しよくの髪を振り乱しながら走ってくる。

　彼が伴っていた王宮の馬丁も、王子を見て慌てて走ってきた。

「ファイシス王子!?　第三王子様か？　その馬は危険だから離れてください」

　長靴を履いている巻き毛の馬丁が、血相を変えて駆け寄ってきて、王子を黒馬から引き離そうとする。そのあまりの必死さにルージュは不思議になって尋ねた。

「危険なの？　すごく綺麗でおとなしい馬なのに」

「大変気が荒い馬なんです。前はそんなじゃなかったのですけどね。処分することも考えているくらいで」

「王子、馬に乗りたいなら、別の馬を探しますよ。子馬ポニーなどいかがですか？」

「子馬なんて嫌だよ」

「では、ペルシュ地方のペルシュ馬はいかがです？　性質も穏やかで、成長しても小柄ですから、乗馬の練習には最適かと思いますし」

「みんなと同じ馬じゃないといやだ。それにこの馬はおとなしくて賢いよ」

「おとなしくなんてありませんよ。何人の乗り手を振り落としてきたことか。こう言ってはなんですが、見かけの素晴らしさに似合わず酷い暴れ馬です。どうしてそんなことを？」

　たてがみに指を絡め、黒い馬を離そうとしない王子に王宮の馬丁が不思議そうに尋ねる。

「それはね、具合が悪いからだよ。前まえ肢あしの蹄てい鉄てつが緩んでいるから、痛がっているだけだよ」

　ファイシスは、さらりと答えた。

「蹄鉄が？　本当ですか？」

「うん。蹄ひづめと蹄鉄の間に、小石が挟まってる。それを取ってあげれば機嫌もよくなるよ」

　二人の馬丁は、半信半疑で馬の横に回り込み、足元を確かめる。

　そして「本当だ！」と驚嘆の声を上げた。

「今すぐに、この石を取り除いて蹄鉄を着け直します」

　王宮の馬丁はそう言って、道具を取りに離れていく。

「ファイシス王子、すごいですね。よくわかりましたね」

　王宮の馬丁も喜んでいるが、黒い馬も小石を取り除かれて痛みがなくなったのだろう。上機嫌でいなないている。

「僕はこの馬が気に入ったんだ。だから、この馬に乗るよ。ねえ？　ルージュ」

　王子は車椅子の上から、抱えたままの黒馬の鼻面を撫でている。

「名前、ノワールにしよう」

「そのまんまですね」

　あまりに無邪気にはしゃぐ王子につい、ルージュも正直に答えてしまう。

「だって、それ以外ないよ。全身が闇夜のように真っ黒だもの」

「そうですけど」

「ねえ、ノワール。僕のこと乗せてくれるよね？」

　ノワールは、王子の腕の中で、うんうんというように頷いている。

「またげばいいんだ。ルークに押し上げてもらって、鞍に乗れればそれできっとなんとかなる」

　王子は馬が懐いて可愛いと思ったのか、珍しく自らやる気になっている。

「でもファイシス様。今日はもう離宮に戻りましょう。アベリシアさんも心配して王宮まで捜しにきてました。ヴィクサントールさんにばれるまでに戻っておけば、誰も告げ口しませんよ」

「そうか……仕方ないね。でも僕はちゃんと手紙を残してきたんだよ。なんでアベリシアは騒いでいるんだろう」

「お手紙を？　そうだったんですか」

　ルークがファイシスの車椅子を押しながら、意外そうな声を上げる。

　馬車に車椅子から降ろした王子を乗せ、車椅子も屋根に載せて軽く固定し、走り出す。

「ねえ、ルージュ。僕頑張るよ。だって外に出られたし」

「そうですね」

「久しぶりに、自分の意志で王宮に行った。もっといろんなことができるよ」

　頼もしい顔つき。

（でも、私はそれどころじゃなかったんだ！）

「ねえ、ルージュ。それでね、約束のものは、どう？」

　王子は控えめにねだるような目を、正面に座るルージュに向けて訊いてくる。

（やっぱり。桃のコンフィチュールのことだ！　ファイシス様は絶対忘れたりはしないよね。ずっとそれだけを楽しみにしているんだし。でも、私はまだ桃すら調達できてない……！）

　王宮から同じ敷地内の離宮へは、馬車であればまたたく間に到着する。

「すみません！　あの、まだなんです。……あ、しまった」

「しまったって……どうかしたの？」

　あんなふうに、昼食会を中座しなかったなら。ライスプディングか何かを、またおみやげに貰うこともできたかもしれないのに。

　それくらいの気も利かせられない。

　歩哨の立つ門は、通過と同時にすぐ閉ざされる。外部から遮断された箱庭のような離宮。その正面玄関前で、馬車は横付けにされた。

「いえ……なんでもないんです。私も頑張りますね。さあ、ファイシス様。早くお部屋に戻って、体を拭きましょう」

　馬丁のルークがファイシスの体を抱きかかえたまま、メイドたちが開けた離宮の扉に入っていく。

「ファイシス王子。ご無事でしたのね！」

　アベリシアが飛び出してきて、感極まった声で出迎える。そして王子が無事だとわかると、怒りの矛ほこ先さきはルークへと向かった。

「ルーク、あなたが勝手に王子を外に連れ出したの？」

「ルークは僕をノワールに会わせてくれただけだよ。怒らないで」

　階段を上がり、ファイシスは自室のベッドに下ろされる。

　天てん蓋がいから床に落ちるゴブラン織りのカーテンをタッセルつきの紐で結わき、アベリシアはベッドの中にも少し光が入るように調節する。

「さあ、まずはお体を清めましょう。まさかルークと一緒だったなんて」

　アベリシアはメイドたちに慌てて湯の準備をさせて、タオルを用意し、ファイシスのシャツのボタンを外し始める。

「僕、ちゃんと手紙を残しておいたのに、なんでアベリシアが騒いでいるのかわからないよ」

　ファイシスがナイトテーブルの上を指す。

　そこには〝外に出かけてくる〟と書かれ、署名が入ったレターペーパーが置かれていた。

「ファイシス王子。お手紙なんて……。しもべの者にお伝えいただきませんと。ですが、今日のことはヴィクサントール様には内緒にしておきます。お手紙に気づかなかった私のミスでもありますから」

　アベリシアは、主の手紙を見落としたことを、〝完全無欠の女官長〟を自負する身として許せなかったのかもしれない。

　ぎこちなく、手紙をたたんで白いエプロンのポケットにしまい込むと、そう譲歩した。

「うん。ありがと。明日も僕、出かけるからね。ノワールに乗るんだ」

「ファイシス王子!?　お体は大丈夫なのですか？　あまり陽の下に出られてはお熱が……。今すぐ例のお薬を飲まれてお休みになられた方が……！」

　アベリシアはナイトテーブルの一番上の引き出しを開け、緑の小こ瓶びんを取り出す。薬瓶だ。

「大丈夫。薬はいいよ。ほら、疲れてないし、熱もないし元気だし」

「はあ」

　アベリシアは瓶を持つ手を宙に浮かせて、戸惑った様子だったが、王子に無理強いはできないのだろう。そのまま小瓶を元の場所に戻した。

「ルージュ様。今王子様と約束したとおり、このことはヴィクサントール様には内密にお願いしますよ。そうでないと、またあなた様も叱られますから」

「はい……」

　なんでルージュが叱られるのかわからなかったが、敢えてそれは口にしない。

　とにかくファイシスが無事で何よりだったし、自分の意志で馬に乗ろうと思っていることは大変に喜ばしいことだ。

「ではお召し替えをいたしますので、ルージュ様はご退室ください」

「あ、私もお手伝いします」

「ルージュ様。ご退室ください」

「───はい」

　ルージュはファイシスに、一礼して部屋を出る。

「ルージュ。約束。忘れないでね」

　ファイシスは三人のメイドに囲まれ、体を拭かれ、着替えをさせられながら、ベッドのカーテン越しに声をかけてくる。

「はい。ファイシス様」

　もちろん、そう返事をするしかない。

（どうしよう。材料すら手に入らないってわかったというのに）

　ルージュは焦って隣の自室に飛び込んだ。

　地面にしゃがんだり伏せたりしたせいで、デューク王子からのプレゼントのドレスはそれこそ土で汚れ、埃ほこりまみれになっている。

　シルクの靴など哀れなものだ。一面に刺繡が施されているのに、土が入り込んで、花の模様さえ埋まっている。

「姉様！　何？　その格好！」

　突然、よく響く声がルージュに襲いかかった。戸口にジョシュアが立ち尽くしている。

「ジョシュア！　やだ、やめてよねっ。ノックもせずに乙女の部屋を開けるなんて！」

「そういう御ご託たくはいいよ。そのドレス、デューク王子からいただいたドレスだよね？　ルブラン嬢のドレスだよね？　どこかから拾ってきた別のドレスじゃないよね？」

　ルージュは思わず凍りつき、ジョシュアを涙目で仰ぎよう視しする。その背後にはアレクシスもいるから、絶対にお叱しかりは倍増だ。

「───そこまで言わなくてもいいと思う……」

「言いたくなる気持ちもわかりますよ。ほんの数時間着用しただけで、そこまでドレスを痛めつけられる女性を私は他に知りません。すごいことですよ」

「本当に？　ありがと」

「褒めているんじゃありませんよっ！」

　アレクシスが一いつ喝かつした。

「昼食会を途中退席したのはなんのためですか？」

「それは……えっと……説明すると長くなるかも」

　アレクシスとジョシュアなら差し支つかえないかもしれないが、アベリシアに口止めされた手前言いにくい。

「桃？」

「え」

「桃が手に入りそうだったの？　そうなんでしょ」

　ジョシュアが決めつけてかかってくる。

「うん、まあ、そんなところ」

「桃とはなんですか？　まさか、王子に作ると約束したコンフィチュール？」

　アレクシスもとうとう気づいてしまった。

「このこと、内緒だからね。ファイシス様との約束だから」

　椅子に座り足を投げ出すルージュの靴を、アレクシスはまめまめしく手に取って、その埃と詰まった泥を綺麗に取り除き始める。

「桃が手に入らないんだって。季節がだいぶ早いから当然だけど」

「それはそうでしょう。ジュランソンの方でしたら、南ですから早めに収穫できる品種もありますが、レアパリ周辺ではまだまだです。かといって傷みやすい果物ですから、遠くから輸送もできない。仮にあったとしても、目が飛び出るほどの高額で取引されます。それこそ、この時季では、王や王妃のご所望で、やっと手に入るくらいの貴重品ですね」

「そうよね……どうしよう」

「姉様が迂う闊かつな約束するからだよ」

「さっきの食事会、最後までいたら、また桃のコンフィチュールが出たってことは……」

「ないです！」「ないから！」

　異口同音の否定が力強く返ってきた。

「あったら、それをおみやげにしようと思ったの？　姉様はとことん甘いよね」

「だって、じゃあどうすればいいの？　ファイシス様はあんなに楽しみにしているのに」

「ヴィクサントールかアベリシアさんに、ファイシス様が桃のコンフィチュールをご所望だと言って、取り寄せてもらうのが一番かと。どうせルージュに作るのは無理ですし」

「決めつけてかかってるのね、アレク」

「ちょっと待って。じゃあ姉様は、あのプロのパティシエの味を自分で出せると思っていたの？　今まで作ったこともないっていうのに？」

「努力と根性と、プラス愛情があればきっとできます！　できないことなど何もない！」

「ルージュの辞書ではそうかもしれません、が。世間一般の辞書ではそれは通用しませんよ」

「───アレク。あなただんだん冷れい酷こくになってないかしら？　私の気のせい？」

　とはいえ、アレクシスはさっきからルージュの靴をせっせと手入れしてくれている。

「冷酷にもなると思うよ」

「ああ、デューク王子が、誘った食事会を断りもなく中座したからには、何か申し開きがあるだろう、とおっしゃっていましたよ。罰として、今夜の夜会に別のドレスで来るようにと」

「今夜の夜会？」

「王宮内の〝音楽の間〟で行われるそうです。宮廷楽団の中でもトップクラスの楽団が演奏して、その会場で優雅に語らい、軽い食事をするそうです。ああ、断る権利はないそうですよ」

「やっぱり困るわ。私、桃を調達しに行かないと」

「今からどちらへ？」

「市場へ。もしくは街のレストラン。高級レストランだったら、もしかして桃のコンフィチュールがあるかもしれない」

「こんな時間に、市場はやっていないよ」

「───そうなんだ……。レアパリは不夜城なんだと思ってた」

「それより、夜会に出席して、そこで貴族のご婦人がたに桃がないか尋ねた方が効率がいいのでは？　伯爵夫人や公爵夫人なら、それくらいの財力がおありでしょうし、ご自身で輸入している方もいらっしゃるかもしれません」

「ああ、そうね！　それがいいわ。一石二鳥！」

「姉様が前向きなのはいいんだけど、どうにもイチゴタルトのように甘い算段をするからなあ」

　ジョシュアが心配そうに表情を曇らせる。

「ああ、サンティノワール公爵も、力になってくれるかもしれないですよ」

「え!?　あの男が？　どうして？」

「あの男呼ばわりですか。彼はイタリアから帰国したばかりで、しかもいろいろ農産物や特産品を仕入れてきたらしいんです。イタリアならここより遙はるかに南ですから、早いところは桃が収穫できているはずです」

「でも、そうだとしても、あの人が私によくしてくれるとは思えないのよね。怪しい人だし」

　ステッキを拾ってあげたルージュの手を、叩きつけたような人物だ。

「そう？　怪しいってなんで？」

「庭園でね。なんだかおかしな連中と、あり得ない天気の話をしていたの。取引がどうのって」

「あり得ない天気の話と取引ですか？　海上の天気とか商船での輸入の話でしょうか」

　アレクシスが、まともな答えを出してくれる。

　確かに、そう取れなくもなかった。

「よく聞こえなかったけど、金塊とか可愛い子供たちを揃えた……とか話していたみたい」

「聖歌隊でも組むおつもりでしょうか。サンティノワール公爵ほどの有力者でしたら、またすぐ慈善活動も再開されそうですからね」

「慈善活動なんてしてたんだ……なんだかエセっぽい……」

　ルージュにとってはなんとも印象の悪い男だ。馬車に引き込んだあの少年、アレン。そして庭園での密談。子供の話。何か小さな点の一つ一つが繫がってくる気がする。

「僕にはすごく親切にしてくれたよ？　他国のことをいろいろ話してくれたし、ワインにも詳くわしそうだったな。辛口の赤がお好みらしいよ。サンティノワール公爵ほどの人なら、うちのワインを気に入ってくれたらいろいろ口を利いてくれそうだし」

　ジョシュアはルージュの長椅子に寝そべりながら、彼のことを褒めそやしている。

「夜会にサンティノワール公爵もいらっしゃる？　だったら、他のマダムは放っておいて、公爵だけに一生懸命媚こびを売って、左の眼帯にキスでもしてワインを買っていただいてね。そしてさりげなく桃のことも訊いてちょうだい。で、できるだけ手に入れて」

「姉様。無理難題押しつけないで」

「ジョシュアならやれるわ。というかやらないといけないのよ。私とクリムゾン家のために」

　ジョシュアは呻き声を上げながら、ヒヨコのような巻き毛をソファに埋めた。

「さあ、今夜の夜会といっても、もう夕方ですよ。早くルージュは次のドレスに着替えなくては」

　アレクがもっともな意見を述べた。

「姉様よかったね。デューク王子がドレスを何着もくださって。この際、デューク王子と結婚してもらったら？」

「バカ言わないで！　私はファイシス様の方がずっと……」

「あれ？　まさか姉様。ファイシス様のプロポーズ、本気にしてるの？　本気で受けるつもりなの？」

「えっと……だって……」

「王子が普通の王子であってもなくても、身分違いだからね？」

「身分違い……？」

　言葉に詰まったルージュを救うように、部屋に入ってきたユラが、悲鳴に近い声を上げた。

「まあああ！　ルージュ様。そのドレスはどうされたんですか!?　裾が！　いいえ、お膝のあたりも肘ひじのあたりも土がついているじゃないですか。この靴で泥の中でも歩かれたんですか!?」

「泥の中……は歩いていないんだけど……」

　まあ、当たらずとも遠からずだ。この王宮の舞踏会に出てさえ、皆が注目するほどに豪華な靴で、厩舎に行ったと話したら、きっと誰だって目を剝むくだろう。

「王妃様と同じクチュリエの作った特注の靴とドレスですよ？　大切にしなければ罰が当たります……」

　女性は皆ドレスが好きだという証だろう。一生、そんな高価なドレスを纏うことには縁がないユラですら、涙目になっている。

「それにその靴で離宮に入ったと知れたら、潔けつ癖ぺき性しようで綺麗好きで完璧主義のヴィクサントール様がどれだけお怒りになるか」

「ああ、彼は潔癖性で綺麗好きで完璧主義者なんだね。そんな感じだよね」

「あっ、ジョシュア様。今のことはどうか内緒に……」

「わかってる。それより、早く姉様を綺麗にして、夜会用のドレスを着せつけてあげて」

「わかりました。今度は夜会なのですね。謹きん慎しんが解かれた途端、お忙しいですわね」

　ユラはルージュに近づいてきて、そしてまた新たに引きつった顔をした。

「ルージュ様……お顔も手も、厩うまやに潜もぐり込んだように汚れております。これは湯ゆ浴あみをなさってからでないと、美しいドレスが最初から台なしです」

「だよね」

「悪いね。ユラ」

「いえ。私が腕によりをかけて夜会一の淑しゆく女じよにしてみせますわ！」

　ユラは言葉どおりに袖を捲まくり上げて、ルージュの湯浴みの支度を始めた。

「髪も洗った方がよろしいですね」

　ユラは小柄でずいぶん華きや奢しやな少女だが、見た目からは想像できないような猛烈な力で、ルージュの全身をヘチマたわしのようなもので洗いきった。

「ドレスはこちらのローズレッドでお決まりでしたよね。靴も同じで、扇は赤い花の刺繡のされた白いもの。ルブラン嬢のアトリエから先ほど届きました」

　鏡の中の赤いドレスを纏ったルージュは、それは艶あでやかだった。

　両頰に垂れる小さなカールの部分を残し、トップでくるくると髪を渦状に巻き込み、小さな白いアーモンドの花飾りを無数に散らす。

　華やかなことこの上ない貴婦人が出来上がった。

「ああ、すごく綺麗。さすがルブラン嬢のドレスだね」

　仕上がったルージュの姿を見て、ジョシュアが、そしてアレクシスが満足そうに頷いた。

「これなら、ファゴット嬢もルー姉様のこと僻へき地ちからやってきた貧乏貴族なんて言えないよ」

「───私、そんなこと言われてたの？」

「まあ、ね。でも大丈夫」

　そういうジョシュアは、また見たことのない衣裳で身を固めている。

「その服……どうしたの？」

「ソフィア伯爵夫人が作ってくれたんだ。美味しいワインを薦すすめてくれたお礼だって」

（マダムキラー恐るべし……だわ）

　ジョシュアの美び貌ぼうを利用して、貴婦人がたにワインを売り込めとけしかけたものの、いざ、ここまでのやり手となると、複雑な気分だ。

　アレクシスも見たことのないスモークブルーの上着に群ぐん青じようのサッシュベルト。首元にふんわり巻かれたシルクレース。その靴も新しい。

「すごく綺麗ね」

「お館様が持たせてくれたものですよ。宮廷貴族として生活していく上ではそれなりのものを身につけておけとおっしゃって」

「そう……」

　馬車はもう準備されていて、正面玄関の馬蹄形階段の脇につけられていた。

　ルージュは大きく膨ふくらんだドレスのスカートとなんとか折り合いをつけながら、馬車の座席に座る。

「姉様。レースを引っかけないように気をつけて。台なしになるからね」

　ドレスのスカート部分にはチュールレースが重ねられ、赤い地色が透けて見えるようになっている。靴は同じく赤のシルクで、宝石の埋め込まれた大きなバックルがポイントとなった、ポインテッドヒールの大変可愛らしいものだ。

「さあ、遅れないように行きますよ。格下の者は一番早くに会場にいなくてはけません」

「そうなの？」

　アレクシスに「そんなことは常識です」という冷めた視線を向けられた。
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　アレクシスが急がせたせいか、馬車はいつもよりずいぶん早く王宮に着いた。

　離宮から出て森を抜けると、見渡す限りに広がる庭園と運河と、レアベルサイユ宮殿が一望できる。この景色を目にすることにも、少しだけ慣なれてきた気がする。

　馬車が王宮の西側の入り口に到着すると、御者が素早く扉を開ける。

「さあ、今度こそ、デューク王子にちゃんとご挨あい拶さつして招待を受けてください」

　豪ごう華か絢けん爛らん、まばゆい光の降り注ぐ広間だ。

　クリーム色が基調の壁。天井には神話の世界が華か麗れいに描かれている。

　カルトゥーシュをはじめ、貝殻や花をモチーフとした金のロカイユ装飾が至る所にアクセントとして使われ、コンソールも、ソファも、一人掛けのチェアも同じ装飾で統一されている。

　まだ人ひと気けの少ないその部屋で、ルージュはサンティノワール公爵を見つけてはっとした。

　バルコニーに彼の後ろ姿がある。語らい合っている相手はどうやら女性ではなく、男性だ。

（まさか……また……？）

　ルージュはアレクシスに飲み物を頼んで、彼が離れた隙すきにバルコニーにそっと近づく。

「───月が美しい晩ですね」

「こういう赤い月の晩は特に、儀式に向いている。我らと神と生いけ贄にえの交信能力が高まる」

　話がよく聞こえない。声のトーンが落とされたのだ。

　裾すそが床を引きずるような黒い衣裳には、どうも夢の男を連想させるものがあって、ルージュは慎重に近づいた。だが、もう少しで相手の男が何者か判断ができる、というところまで来たルージュの肩に、手がかけられた。

「デューク王子！」

「やあ、思ったとおりだ。君には情熱の赤もよく似合うな」

　第二王子は栗色の巻き毛を整え、冴えたブルーの上着に黒のパンツ、白のサッシュベルトという出で立ちだ。

　ルージュが王子からバルコニーへ目を戻したときには、もう先ほどの黒い影は消えていて、公こう爵しやくだけがこちらを見ている。

　銀糸の葉模様の刺し繡しゆうと、細かなビーズが縫いつけられた深緑のベルベットの上着に、濃紺のジレ。シックなパンツと革の靴。見ようによっては三十代後半の美中年だ。

　ルージュと目が合うと、髭ひげを蓄たくわえた口元を薄く引き上げた。話していた相手を見られていないことを知っている、得意げな顔。『秘密にしておけ』という含みすら感じられる。

（やっぱりこの人……何かある……！）

　そう確信する。だが当の本人は、ルージュの疑惑も存在もまるで無視して、隣のデューク王子に語りかける。

「これはデューク王子。今こ宵よいは月の美しい晩ですね」

「ええ。ほんのり赤みがかった満月が蟲こ惑わく的てきです。どうですか？　久しぶりの王宮での夜会は」

「レアベルサイユほど素晴らしい宮殿は他国にはありません。我が国の誇りですよ、王子」

「あの、つい今しがた、どなたかとお話をされていましたよね？　その方はどちらへ？」

　ルージュは思い切って公爵に問いかけた。

「私が？　独り言ではないですか？　誰もいませんよ。妙なことを言うお嬢さんだ」

　鼻先で嗤わらわれて、ルージュは思わず周囲をあからさまに探し回る。

　バルコニーの下は階段で、庭園に通じていたが、周囲には誰もいない。

「───サンティノワール公爵様は、なぜ急にこの国に戻っていらしたんですか？」

　公爵に関しては、アレクシスさえ情報をほとんど持っていなかった。

「主命でイタリアへ行っていたが、もうその任務もほぼ果たしたからね。帰ってきた」

「いろいろと、向こうの食材を輸入されているそうですけど」

「ああ、何かご入り用かな？　私に揃えられないものはないが」

「それって、桃……！　とか可愛い子供とか……ですか？」

「───桃……？　子供？」

　公爵は怪け訝げんな顔を隠かくそうともせずに、眼鏡の奥からルージュを睨にらむ。

「はい！　桃も手に入るんですか？」

「残念だが、傷みやすいものだから無理だな。加工用の堅かたい桃なら多少は仕入れているけどね」

「ちょっと失礼……」

　いつの間にか戻ってきていたアレクシスが、ルージュの腕を引っ張って、耳打ちする。

「ルージュ！　今、何を口走ろうとしましたか？」

　アレクシスが厳きびしい目を向けてくる。

「まさか、最近の子供の誘拐事件はサンティノワール公爵が関わっている……などと言うつもりじゃないでしょうね？　絶対にやめるんです。いいですね」

「えっと……でも」

「断じて！　やめなさい。地位ある方にあらぬ疑いをかけて投とう獄ごくされて、獄中生活を死ぬまで楽しみたいとでも言うのなら話は別ですが」

　アレクシスは、顔を引きつらせて叱しつ責せきする。

「君たちは、本当に見ていて飽きないね」

　部分部分に聞き耳を立てていのだろう。デューク王子が楽しそうに言う。

「さあ、ルージュ。もうこちらへ来て、私に楽しい話を聞かせてくれたまえ」

「楽しい話なんて、私にはないです」

「弟君から聞いているよ。フォーブス城にいたときに、河で水遊びをしてドレスも下着も流されてしまったときの話。結末は聞いていないんだ。君の口からでないとまずいって」

「ちょ！」

　振り向いて、ジョシュアを睨みつけようとしたが、察したジョシュアはちゃっかりと、ソフィア伯爵夫人と向こうの壁際で席をともにしていた。

　心の中で、呪いのように弟の名を呟つぶやきながらも、ルージュはデューク王子に引かれるままに近くのソファに座らされる。

　隣り合わせ、一対一で顔を相対するのは初めてだ。

「さあ、噓をつかず正直に話せ。そんな傑けつ作さくな話は宮廷の女どもの口からは聞けないからな。君、昼食会の件で私にペナルティがあるんだよ？　わかってる？」

　そういえばそうだった。ルージュは腹を決めた。

「追いかけましたよ。でも流れに乗った衣服はどんどん先に流れていって、しかもそのうち水の中に沈んでしまって、仕方なく……」

「うん。仕方なく？」

「水の中に浸つかったまま、助けを待ってました。アレクやジョシュアが見つけてくれないかなと」

「それで？」

「見つけてもらえなかったんです。私、そのとき部屋で歴史の勉強をしているはずだったのに、抜け出して河で遊んでいたので」

「うん」

「大きな葉の木があったんです。その木の葉で隠しながら陸おかに上がって、通りがかった羊の群むれの中に入れてもらって城に帰りました。それが何か？　全然面白くないんですけど」

　だんだん、自じ虐ぎやく的てきな気分になってきたルージュとは逆に、デューク王子はけらけらと笑い始める。

「羊の中に身を隠したか。面白い。いや、まさか正直に話すとは思わなかった」

（正直に話すに決まってるじゃないの。自分で噓をつくなと釘を刺したくせに）

　ルージュが睨めば睨むほど、王子は楽しそうに笑い転げる。

「本当に面白い。愉ゆ快かいな女だな」

「お話が終わったので、私、失礼させていただきます」

　苦しそうに腹を抱えている王子を放置して、早々にその場から立ち去ろうとしたルージュの腕を、デューク王子が摑んだ。そしてルージュの髪のカールを指先に絡めてくる。

「私の退屈な人生を、おまえなら明るく彩ってくれそうだぞ。紅あかい姫」

「───え……」

　デューク王子の、何も臆おくすることなくこの世の春を謳おう歌かしているような、堂々とした男っぷりは嫌いではない。でも、いつもそばにいるとなると話は別だ。絶対に鼻につくし、何せ、彼はファイシス王子に冷たく当たる腹違いの兄だ。

「あの、えっと私…喉のどが渇かわいたのでちょっと失礼……」

「私が何か取ってくるから、おまえはここにいろ。いいな」

　デューク王子はそう言って、自ら飲み物を取りにいく。

　アレクシスは、気を使ったのだろう。どこかへ姿を消している。ルージュとしては、デューク王子の積極的なアプローチに、今朝のルブラン嬢の話がかぶって複雑だ。

（私は権力者だからってすり寄ったりなんかしないんだから！　ただ鳥とり籠かごに閉じ込められたようなファイシス様のことだけを……）

「あら。ルージュさん」

　一難去ってまた一難。デューク王子の目を盗み逃げようとしたルージュの体に、ぶつかってきた少女がいた。

「あなたでしたの。あまりに素晴らしいドレスだったから、わからなかったわ」

　すまないと思っているとは到底思えない、嫌味交じりの愛あい想そのない声。

　高慢なその声は、ファゴット嬢のものだった。

　鮮やかなワインレッドのシルクブロケードに、金の花はな綱づな模様の刺繡とビーズがちりばめられた艶あでやかなドレスを纏まとい、紫し檀たんを彫ほり抜いて作った花模様の透すける、優美なレースの扇を揺らしている。

　栗色の髪はいくつもの縦ロールにして、ビーズと造花の髪飾りをつけていた。

　少女は、くっきりとした眉と唇を化粧でより際立たせた気の強そうな顔立ちで、ルージュを睨みつけてきた。

　ブルネットを同じく縦ロールに巻いた妹のマルゴットは、彼女を後ろから心配そうに見つめている。

「それも、ルブラン嬢に作らせたドレスね」

　ファゴット嬢は知っているらしい。

「デューク様に贈られたドレスをまた着ていらしたのね？　あれほど昼食会ではデューク様につんけんしてらしたのに」

「せっかくいただきましたので」

　しかも、ファイシス王子の勉強相手として招まねかれた者が流行遅れのドレスを着ていたら、王子自身が嘲あざ笑わらわれるとまで言われたら、そりゃあ、着るしかない。

「あなたって、実はずいぶんいい加減な方だったのね」

「そうでしょうか？　それほどでもないと思うんですけど」

　一応歳が近く、ルージュがここに来て最初に紹介してもらった王子の親族だ。

　あまり険悪な雰囲気にならないようにとは、気を使う。

『新参者なんだから、腰を低くして礼儀正しく……』というアレクシスの言葉で自戒した。

「あなた、自分がデューク王子に気に入られていると思って、いい気になってるんでしょ」

「え？　私はどちらかといえば構かまわないでいていただきたいなって……」

　パシ！

　鋭するどく軽い振動が、ルージュの頰にあった。

　それはピリリと張った空気が肌で裂さけたようで、耳元から徐々にじわりと熱くなる。

「いい気にならないでよね」

　青筋を立てたファゴットが、ルージュの頰ほおを扇で叩いたのだ。

「ファゴット姉様……っ」

　妹のマルゴットが、姉の暴挙に榛はしばみ色の目を丸くする。

　ルージュは、宮廷で初めて受けた女の嫉しつ妬との洗礼に呆然として、立ち尽くす。

「あなたはファイシス王子の勉強相手だか話し相手に呼ばれたんでしょ？　だったら、こういう公おおやけの席には出てこなくていいんじゃないの？　あなたが仕える王子様が、公の場には出られない体なんだから。王にもなれない、そもそも廃はい嫡ちやくされたも同然の王子じゃない！」

　ファゴットの止まらぬ暴言に、ルージュの手が、反射的に動いた。

　しまった、と思ったときには、もう遅かった。

　ルージュの手は、ファゴットの頰を叩きつけていた。

　いや、軽く、ソフトに叩いたつもりだった。だが野山を走り回っていたルージュの力は、ティーカップより重いものを持ったことのない宮廷貴族の少女より、遙はるかに強かったのだろう。

　みるみる真っ赤に染まっていくファゴットの頰を見て、うろたえたのはルージュだった。

（これはまずい……！　……アレクはどこ……!?）

　だがアレクシスは貴婦人がたに拉ら致ちされてしまったのか、今は事態を収めに飛んでこない。

「あなた！　私を叩いたわね!?　私、パパやママにも叩かれたことなんかないのに！」

　ファゴットは、怒りをたぎらせ、わなわなと拳を握る。ルージュは、閉じて一段と攻撃力を増し、凶器と化した扇で攻撃してきそうな相手に防御姿勢をとるしかない。

（ダメ、まともに相手をしたら、勝っちゃうんだから！）

「ファゴット嬢。口出しするのも野や暮ぼですが、暴力はあまり上品な振る舞いではないですね」

　そう低い声が仲ちゆう裁さいに入った。

「何よ!?　私に指さし図ずする気!?」

　エキサイトして喧嘩腰で叫さけぶファゴットは、誰が今の言葉を挟はさんだのかを知ると、急におとなしくなった。

「サンティノワール公爵様……」

　耳元でくるりと巻いたウエーブのかかった銀髪。口髭を蓄えたダンディな雰囲気ともいえる大人が止めに入ったのだ。今は眼鏡をかけていない。眼帯のない方の目は、綺き麗れいなアイスブルーだと、ルージュはこのとき初めて気づく。

「お互いに一発ずつ。ケンカ両りよう成せい敗ばいというところじゃないのかね」

　周囲のご婦人がたがざわざわとしだして、ルージュたちの周りにぽっかり空間が空いている。

「武器を使って先に手を上げたのはファゴット嬢、あなたの方ですし」

　ファゴットは、そのどっしりと落ち着いた感情のない男に、なんとなく気勢をそがれた感じだ。まだルージュに叩きつけたい言葉が山ほどあったようだが、おとなしく唇を結んだ。

「デューク王子にあなたがどういう人間か、よく話して差し上げるわ。私に暴力を振るったと知ったら、お母様もお父様も王陛下にお話しになって、あなたをファイシス王子のそばから引き離すでしょうね。いい気味だわ！」

　捨て台詞ぜりふを残し、わざと大ぶりな動作をしてファゴットは人混みの中へ消えていった。

（───まずい。どうしよう。これがばれたらきっとアレクに怒られる）

　残されたルージュの全身を、そんな後悔が駆け巡る。

　その様子を見て、仲裁してくれた公爵が呟いた。

「まさかファゴット嬢とのケンカの相手が君だったとは。本当に人騒がせな赤い田舎いなか娘むすめだな」

　どうやら、ルージュのことを認識して助け船を出したわけではなかったらしい。

　サンティノワール公爵は、ルージュに冷笑を残して立ち去ろうとしたが、ルージュは彼の腕を摑んだ。

「ちょっと待ってください」

「何か？」

「───ありがとうございました。一応お礼を申し上げておきます」

　田舎者は礼儀にも欠けると思われたらシャクだ。

「別に君を助けたくて助けたわけじゃない。すぐ近くで、うっとうしい女同士の騒ぎを聞きたくないからだ。それより早く離してくれないか。気持ち悪くなってくる」

（うっとうしい女？　気持ち悪い？　なんだかこの人本当に失礼な……）

「あなた、今朝がた子供を馬車で攫さらったでしょう。あの子をどこにやったんですか？」

　つい口にしたその糾きゆう弾だんに、公爵の顔色が明らかに変わった。

「子供？　知らないな。何を根こん拠きよにそんなことを？」

「マール司教と何かするおつもりで？　あの司教が裏でしていることをご存じなんですか？」

「───小娘。あまりおかしなことを言い続けるなら、警備兵に突き出すぞ。侮ぶ辱じよく罪ざいだ」

　サンティノワール公爵は、もうまったく動じることなく、ルージュを睥へい睨げいする。

　確かに、ここまで堂々と開き直られたら、ルージュの方がどれだけ分が悪いか知れない。

「衛兵！」

　サンティノワール公爵が、とうとう戸口に立っていた衛兵を呼びつけた。

「この小娘をつまみ出せ」

　衛兵二人が、ルージュの左右の腕を容よう赦しやなく拘こう束そくする。

「お待ちください！」

　アレクシスだ。

　凜りんとした声に、周囲の者が一様にそちらを振り返った。

　アレクシスは毅き然ぜんとした態度で、ルージュの腕を摑んだ衛兵の前に身を割り込ませ、彼らの手を払い落とした。

　衛兵は自らに対する暴力に、剣すら抜こうと身構える。

　アレクシスは、果敢にもその衛兵たちの前に立ちはだかった。

「貴族の姫君に対し、あまりに無ぶ礼れいな振る舞い。見過ごすことはできません」

「だがしかし、我々は公爵閣かつ下かに……」

「そうだ。無礼な振る舞いをしたのはこの小娘。私にあらぬ疑いをかけ、大変な屈くつ辱じよくを与えた。それをどう償つぐなうというのかな？」

「あらぬって……でも、私は見たんだし……」

　ルージュは公爵を見て、アレクシスを見て、口ごもる。

　証拠がない。それは確かだ。公爵が子供を攫ったことの証明ができない。

　アレクシスはルージュの様子に、公爵の言葉がそう的はずれなことではないと察すると、やおら膝を折った。

「ルージュ嬢は、王宮に来てまだ間もない辺境の地の出身ゆえ、なにとぞ大目に見ていただきたい。私が代わって深くお詫わびいたします」
















　アレクシスは片膝を床につけ、片腕を胸に当てて、深く深く頭を下げる。

　楽団の演奏は続いていたが、周囲はざわめき、貴婦人がたも紳士たちも、事の成り行きを見つめている。

　公の場において、これほど深い謝罪の姿勢を取ることは、騎士としては屈辱的な行為。だから、ルージュは慌ててアレクシスに駆け寄って、その上体を起こそうとする。

「アレク！　あなたがそこまで謝ることじゃないの。私が……」

「ですが、主の失態は部下の失態。私はあなたの保護と警護を言いつかって王宮に来た身。主の不徳も謝罪するのは騎士の務めです」

　アレクシスは固い声でそう言って、決して姿勢を崩くずさず、顔も上げようとしない。

「公爵閣下には、この非礼を是非ともお許しいただきたくお願い申し上げます」

　アレクシスは腰の長剣を自らの手前に置く。

　これ以上、深く謝罪することはできないほどの、アレクシスの潔いさぎよく誠実な態度に、周囲の女性は皆うっとりとし、心ときめかせた。

「素敵な方……あんな方に守られる姫君が羨うらやましいわ」

「本当に。見慣れない方ですけど、なんというお名前なのかしら」

「アレクシス様よ」

「ええ、ご存じなかったの？　アレクシス・ド・ユーシス様。本当に美しい男性よね」

「もう、一部のご夫人が、あの方を囲っていると噂うわさもあるわ」

「まあ、独占なんて許せませんわね」

　それまで、まだ社交の場に露出の少なかったアレクシスだったが、この一件で大勢の貴婦人がたの間に一気にその名が広まった。

　囁ささやく声がさざ波のように広間を渡り、サンティノワール公爵の耳にも届く。

　サンティノワール公爵は、小さく鼻を鳴らすと、面白くなさそうに警備兵を手であしらった。

「もういい。思えばくだらないことだ」

　衛兵たちは、何事かと数名集まっていたのだが、公爵の言葉で、一礼して散っていく。

「子供だろうと世間知らずだろうと、王宮に上がったら、宮廷貴族としてのたしなみも礼儀も身につけているのが道理。気をつけることだな」

「は。お言葉胸に刻ませていただきます」

　アレクシスは、なおも礼節正しく、深く頭を下げたままそう応えた。

　サンティノワール公爵が去っていって、しばらくしてやっとアレクシスが顔を起こす。

「アレク！」

　周囲の野次馬も、ゆるゆると輪を崩していく。

「アレク！　私は本当のことを言ったの。なのにどうして謝るの？」

「その理由は、敢あえて私がここで口にしなくとも、おわかりだと思いますが」

　静かな声、冷静な瞳を向けられて、ルージュは言葉に詰まった。

「でも、子供を馬車に連れ込んだのは本当だもの。怪しい取引の密談をしていたのだって、本当だし。あの人の城に行けば、捕まっている子供が見つかるかもしれないのよ!?」

「ルージュ、頭を冷やしなさい。仕方ないですね……今お水を貰ってきましょう」

　アレクシスはルージュをそばの椅い子すに座らせると、人混みの中にまぎれていく。

　ルージュはその後ろ姿を見ているうちに、怒りがまた込み上げてきた。

（私のせいじゃないのに、アレクは私に代わって公爵に土下座した。そんなのっておかしい）

　ルージュは広間の中に、サンティノワール公爵の行方を捜した。

　サンティノワール公爵は、またバルコニーの方へと消え、ルージュもそのあとを追って、庭園へ続く階段を下りていく。

　広大な庭園を捜し回るうち、靴が脱げた。でもそれを気にしていたら公爵を見失ってしまう。

　あの男は絶対おかしい、何か企んでいるようだし、何かしようとしている。

（ガーゴイルは、レアパリ周辺の子供が拉致されているって言ってた……もしかしたら……）

　遙か彼方に大運河を見下ろす広い階段を下り、整形庭園まで捜したところで、さすがのルージュもあきらめかける。明日はファイシスと、乗馬の練習もする約束だ。

　引き返そうとした矢先、すぐ近くで微かすかな葉ずれの音が聞こえた。そして何か喘あえぐような声も続いた気がして、ルージュはそちらに足を進める。

（まさか、サンティノワール公爵がまた怪しげな男たちと密談を……？）

　だが、どうも様子が違った。

　植え込みの陰から、若い女性の甘ったるい声が漏もれてくる。

「や…ん。うふ。クスクス。やだわ、そんなとこ、くすぐったい」

「ささやかなお礼ですよ。ご令嬢」

　男の声は、なんだか聞き覚えがある。

「また、きっとあなたにお願いするわ。頼もしい方……」

　濡ぬれた唇。キスの余よ韻いんを漂ただよわせながら、小さな巻髪をたくさん垂らした美女が現れ、ドレスについた草を払うとリズミカルに腰を振りながら去っていく。

「ライア！　どこにいるんだい？」

　そんな男の呼ぶ声に、小鳥のように答えながら行ったから、誰かの恋人かもしれないし、人妻かもしれない。

　残った男は女性を見送りながら、手の中の黄金のネックレスをジャラつかせた。

　宝石がちりばめられた豪ごう華かなネックレス。

　ルージュは背後からその美しい立ち姿に近寄る。スラリとした細身の少年だ。

　横顔には仮面がつけられているが、スッとした鼻筋も、ちょっと楽しげに吊り上がった唇も、ルージュのよく知る〝かの男〟のものだ。

「ガーゴイル!?　ちょっと、何やってるのよ!?」

　銀のパピヨン形の仮面を目元につけている彼の、癖くせのある柔らかな金の髪が踊った。

　仮面の下から覗のぞくのは、月夜に映える冴えたヒヤシンスブルー。

　ファイシスとまるで同じ顔。同じスラリとした体たい軀く。

「ああ、これはこれはこんばんは。お姫様」

　ファイシスよりもずいぶん世慣れた挨拶。

　その声質もファイシスそのものなのだが、強気で茶目っ気に満ちた高飛車な物言い。

「〝お姫様〟って……〝こんばんは〟ってね、あなたどうしてこんなところにいるの!?」

　最初に抱いた驚きの感情は、次第に疑惑と不安と憤いきどおりとに変わってくる。

「どうしてって、美しき女性と月の美しさを語り合っていたんじゃないか。野暮だな」

「野暮ってね。ファイシス様は今日はお疲れなはずなのよ？　ああ、それで……なのね？」

　それで、ファイシス王子がぐっすりと寝入ったあとに、この活力溢れる躍やく動どう的てきな美少年は、仮面をつけ、黒いマントで身を覆おおい、元気に王宮の庭園に現れたのだろう。

「奴も大丈夫だろ。ちゃんと食事をとってるみたいだし、薬も飲んでいたみたいだし」

　ガーゴイルは、自分のお腹回りを軽く叩いて、気楽にそんな返事をしてくる。

「あなたはよくてもね、ファイシス様はお体もその心もとてもとても繊せん細さいなのよ！」

　ガーゴイルはファイシスの肉体に潜む、もう一人の少年。別の感情と思考を持つ、王子の仮の姿。

　実の母を亡くし、戦場に駆り出され、心身ともに傷ついた幼い王子は、その頃の記憶を無意識に封印した。そして周囲に迷惑をかけずひっそりと、誰の邪魔にもならないように離宮で生きることを決めたのだ。

　でも、実際は肉体的な傷は癒いえているので、ファイシスが意識を失ったときに現れるガーゴイルという正反対の人格は、彼の体を勝手に使いまくっているのだ。

（その証拠にさっきのあのいちゃつき、あれは何!?　ファイシス様だったら考えられない）

「あ、その唇！」

　ルージュはガーゴイルの肩を摑んで、自分の方にその顔を向けさせる。

「なんだよ？」

　濡れた唇が、月の明かりにつやつやとなまめかしく輝いている。

「拭いて！　その口、早く水ですすいでよね！」

「なんでだよ？　何もついてないし。綺麗だぞ？」

　唇を手の甲で乱暴にこすりながら、ガーゴイルはわけがわからないという反応。

「キスしてたんでしょ！　濡れてる！　ばっちいわ！　それ、ファイシス様の体なのに！」

「ファイシスだってキスくらいするだろ。俺は奴がキスしてても、歯を磨みがけとも唇を洗えとも言ってないぞ。なんて懐ふところの深い男なんだろう」

「ファイシス様が、どこの誰とも知れない人と、簡単にキスするわけないでしょ？」

　ファイシスのキスは、家族や心許せる相手への、敬意と愛を示すためのキスだ。あんな、煽せん情じよう的てきなねっとりとしたキスじゃない。

「まあね。ファイシスは、おまえとヴィクサントールくらいにしかキスしないものな」

「あ、あの人と私を同列に並べるのは、ちょっとやめてほしいかも」

　一瞬、間接キスの図式が浮かんで、自分とヴィクサントールのキスシーンが脳裏に見える。

「奴はおまえとヴィクスに同じようにキスしているぞ。喜べ」

　ガーゴイルはからかうのが楽しいとばかりに、またそう言った。

　ルージュは口を尖とがらせ、ガーゴイルの腕を摑むと、すぐそこの噴水へ連れていこうとする。

「やめてよね！　ほら、そこの池の水で早く口を洗ってよ。中の方まで綺麗にね」

「ちょっと待てよ。そんなことより大きな疑問があるだろう？　なんでおまえがこんな夜、こんな暗い庭園に現れた？　しかも、靴を履はいてない」

「あ……」

　ガーゴイルは、目ざとくルージュの裸足に気がついた。ルージュの方が、今の今まで靴をなくしたことを忘れていたから、慌てて周囲を捜し回る。

「誰かに借金のカタに取られたのか？　デューク王子からの贈り物だから、高価なんだろ？」

「もう、踏ふんだり蹴けったり。あ、そういえば、ここでサンティノワール公爵を見なかった？」

「おまえ、男を追いかけてきたのか？　辺境の地から王宮に来た途端、弾けてるな」

「あなたとは違います！　そういうんじゃなくて、あの公爵はなんかすごく怪しいの！」

「怪しい男に魅力を感じるのか。その気持ちはわかる。ミステリアスな女性は俺も好きだぞ」

　仮面の下のとても蒼く澄んだ瞳を、月の光にいっそう煌きらめかせ、なのにどうにもその美しさにはそぐわない軽口を叩くガーゴイルに、ルージュは突っ込みもせずに質問を重ねる。

「公爵は、今日庭園で変な隠語を使って男二人と密談してたの。今日はいい天気だったのに、雨がどうのとか、コウノトリがどうのって。本当に怪しいの」

「サンティノワール公爵か。まあ、つい最近レアパリに戻ってきて、密かに動き回っているようだな。だが、犯罪の証拠がないし、彼が子供を拉致してもメリットはない」

「誰かに売り飛ばせば大金になるでしょ？　外国では高額で売れるらしいって」

「ねえ、ルージュ。そういえばおまえは俺に、まだ先日の契約金を支払ってないよねえ？　その上まだ俺から、公爵に関する貴重な情報を引き出そうっていうのかな？」

「契約金って……あなたが最悪の状況を利用して、勝手に契約させたんじゃない」

「『それでもあなたは契約に応じて、俺に三度も命を助けてもらったのよね？　酷ひどくない？』」

　女の子のように語尾を上げて、ガーゴイルはふざけてくる。

「酷くないです。私の貴重な唇を奪ったんだし」

「おい、貴重っていうのか？　これ」

　ガーゴイルはルージュのまろやかな唇を、指先でつついてくる。

　そしてゆっくりと唇を唇に重ねてきた。

「ガー……ゴイル？」

　また何か新たな契約を結ばされたのか、それとも別の口づけなのか、ルージュが混乱する間もなく、ガーゴイルは呟く。

「し！　誰か来たぞ」

　唇に吐と息いきがかかるほどの近さ、その形も温度も、何もかもわかる近さでそう言いながら、ガーゴイルはルージュの手首を摑み、そのまま茂みの中に押し倒した。

「んむ……っ」

　変な声を出しかけたルージュの唇を、彼の唇がよりしっかりと塞ふさいでくる。

　そして、確かにルージュとガーゴイルの背後に、男のものらしき足音がゆっくりと近づいてくる。小さなランタンの灯りが揺らめき、二人の方に差し出される。だが、恋人同士が仲むつまじく重なり合っているとでも思ったのか、邪魔をしては野や暮ぼというように、彼はしばし足を止めただけで立ち去っていく。

「───庭園警備の者かな」

　ようやく、ルージュの唇から唇を離して、ガーゴイルが安あん堵どの息をつく。

「庭園警備……？」

「この庭園は広いからな。警備の者が、犯罪がないか、異常がないか夜じゅう巡じゆん回かいしている」

「へえ……知らなかった」

　そう答えてから、ふと考える。

「ちょっと待って。それじゃ、今見つかったらまずかったのは、私じゃなくてあなたの方？」

「そうとも言えるな」

「酷い！　貴重な乙女の唇を奪って！」

「だから、そんなものは貴重でもなんでもないって。王陛下にもしたんだろ？　キス」

「手の甲に！　手の甲に！　手の甲よ！　唇じゃなく！」

「舌を入れて、搔き混ぜたとか、啜すすったとか、唾だ液えきを舐なめ合ったとかじゃないんだから、別にいいだろ」

「───それ、何？」

「───知らないのか？　アレクあたりに教わってるかと思ったが」

「アレク？　もちろん教えてくれるわよ、勉強とか剣術とか。それが何か？」

　ルージュとガーゴイルの間でお互いをきょとんと見つめ合う時間が流れ、そして先に口を開いて、話を変えたのはガーゴイルの方だった。

「いや。確かにおまえの存在と唇は、宮廷では貴重かもしれないな」

「貴重です。両親とアレクと、ジョシュアとばあや……くらいにしか使ったことないもの」

「───使ったとか……言うな」

「あ、あとは馬とか羊とか猫とか犬とかカエル」

「───なんだか口を洗いたくなってきたな」

「あなた！　ほんっと失礼ね」

　ルージュは、自分がまだガーゴイルに押し倒されたままだったことに気づいて、もがいた。

　普段着馴れない、姫袖も腰もたっぷりと生地が取られた豪勢で重厚なドレスは、絡まって、起き上がろうとしても悪いた戯ずらにもつれるばかり。まったく思うに任せない。

「ああ、俺に起こしてほしいのかな？　お姫様」

「起こしてほしいわよ。そもそも押し倒したの、あなたですから！」

　ガーゴイルは、それ以上軽口を叩かずにルージュの腕をそっと引いてくれる。

「ありがと」

「どういたしまして。でもお礼なら、言った先から口の端で溶けて消えてしまう言葉よりも、もっとロマンチックなものの方がいいな」

「もっとロマンチックな？」

　月が映る彼の瞳が宝石のようだと思い、ついガーゴイルにファイシスを重ねて見ていたルージュは、次の言葉で正気に目覚める。

「そう、金とかダイヤとか、形になって永遠に残るものの方がいいな。それが望ましい」

「やっぱり見返りを求めるの!?　しかも金やダイヤがロマンチック!?　歪ゆがんでるわ！」

「ところでさ、さっきの見回りはアレクに頼まれて、おまえを捜していたのかもな。暗闇に包まれた庭園の片かた隅すみで、若く妖あやしい美貌の謎の貴公子と愛を語らっているおまえを見たら、奴はどういう反応するかな？　見知らぬ男と二人きりで重なり合うのを見つけたら……」

　それは想像するだに恐ろしい。

「確実に一カ月は監禁生活！　すぐ帰らなきゃ！　またファイシス様に会えなくなっちゃう！」

「おまえはホント、二ふた言こと目には『ファイシス様』だな。少しは俺のことも心配しろよ」

「ガーゴイルは放っておいても大丈夫でしょ。というか、いつだって『何かやってて忙しい』としか教えてくれないじゃない？　かと思うと、夜の王宮の庭園で女の人といちゃついているし。心配しようがないわ。大丈夫なの？　ヴイクサントールに見つからないの？　眠ってはあなたが体を使っているんじゃ、ファイシス様は疲れが取れないんじゃないの？　気の毒よ」

　真剣に不満をぶつけるルージュを、ガーゴイルは楽しそうに見つめている。

「ねえ？　聞いている？」

「聞いてるよ。こんなに近い距離なんだ。いやでも聞こえる。で、送っていってほしいのか？」

　ガーゴイルは立ち上がって、小さく口笛を吹いた。

「今、馬を呼んだ。そこの階段の上の木立の中から出てくるぞ。黒い馬だから目立たないだろ」

　言いながら彼は暗闇の一点を凝視する。そしてルージュの体をひょいと抱え上げ、そのまま歩き出した。合図が聞こえたのか、馬は木立の中から現れて、ガーゴイルの前に進み出る。

「すごい。口笛で呼んだだけで来るの？　名前は？」

「〝ウマ〟だ。可か愛わいいだろ。馬は賢かしこいからな。俺の口笛を聞き分ける。さあ、乗って」

　ドレスを着ていても乗馬は得意だ。ルージュは鐙あぶみに足をかけると、軽々と馬にまたがる。

　ガーゴイルはルージュを前にして背後に乗ると、手綱を取って走り始めた。

　木立はそのまま庭園内の森の中へと続き、そしてやがて離宮の灯りがちらちらと梢こずえの向こうに見えてくる。

「問題はこの門なんだ。俺は乗り越えるが、おまえは無理だろ。正面入り口から入れてもらえ」

　ガーゴイルは馬をプチトリアノンの裏手で下り、門灯を見つめながら小声で話す。

　明かりの中に、歩哨が立っているのが遠くからでも見える。

「馬は勝手に戻るから大丈夫だ」

「本当？　すごく賢いのね」

「学習能力も高いしな。誰かさんにも見習ってほしいな。靴は外で脱ぐもんじゃない」

　ガーゴイルはルージュの下馬を手伝いながら、ドレスから覗くその白い素足を見て皮肉った。

「私と比べなくて結構です」

　ルージュは地面に下りるとすぐに、ガーゴイルの手を払いのけ、足下をドレスで隠す。

「ああ、そうだ。ちょっと待ってろ」

　ガーゴイルは笑いながら、樫かしの木の根元の茂みに入っていく。そして、

「これをやる。今の俺の精いっぱいだ。感謝しろよ」

　ガーゴイルはちょうど両手で抱えられる程度の木箱を持ってきて、ルージュに手渡した。

「部屋に戻ってから開けろ。いいな。さあ、早く行け」

　正門の方からランタンの灯りが、ゆっくりと近づいてきたのだ。門兵が、人の気配を察したのかもしれない。ルージュは、急いでそちらに向かった。

　ガーゴイルと馬は背後の闇の中に消えていった。

「どうかなさったんですか？」

　かざしたランタンの灯りの中にルージュを認めて、門兵が尋ねる。

　まあ、王宮の夜会に招待されて馬車で出かけていった貴族の姫君が、塀へい沿ぞいに森の中から出てくれば、不審に思うのが当然だろう。

「えっと、お城の中で迷ってはぐれてしまって。アレクとジョシュアはもう戻ってる？」

「はい。つい先ほど」

　門を開けてもらい、裸足だと悟られないよう、玄関に向かう。ベルを鳴らすと中からアベリシアが現れた。

「ルージュ様。まあ、どうやってお帰りに？　馬車で戻られたアレクシス様とジョシュア様が、これからルージュ様を捜しにまた王宮に行かれるところでしたのよ」

「えっと、お城で迷っちゃって」

　部屋数七百を超える王宮だ。この噓だったら、誰も疑いを抱かない。

　ルージュは乱れているであろう髪やドレスのレースを、アベリシアに気づかれないよう、急いで階段を駆け上がって部屋に飛び込む。

「ルージュ様！　プチトリアノンは走ってよろしい場所ではありません！」

　アベリシアがたしなめる声が背後から追ってきたが、ルージュは無視した。

　部屋に入って、まず、ガーゴイルから手渡された木箱を開けようとテーブルの上に置いた。

　錬れん鉄てつのごつい金具がついていたが、鍵はなく、閂かんぬきを引けば開く作りの箱だ。

　だが蓋を開けるまでもなく、ルージュにはその中身がなんなのかわかった。

　ふわりと漂ってきた甘い芳香。

　体の中から幸せになるような果実の香り。

「これって、もしかして……桃!?」

　開いた木箱の中に、緩かん衝しよう材ざい代わりのパンとクローバーに包まれて、みずみずしいそれが三つ鎮ちん座ざしていた。

「すごく……嬉しい……」

　ガーゴイルとなったときに、わざわざ市場に行ってくれたのだろうか。

『桃？　あるわけないだろう』そうぶっきらぼうに言っていたガーゴイルの顔を思い出すと、なんだかにやにやしてしまう。

「けっこう親切じゃないの。でも、これの分また借りが増えたかな？　また何かを要求されたりして……」

　傷一つない、完璧なまあるい桃色のそれを見つめて少し冷静になったとき、ふと考えが及んだ。

　ルージュが左手の腕輪を右手できゅっと握り締めると同時に、廊下に重い靴音が響いた。

「ルージュ！」

　不意に開けられた扉。大声で名を呼ばれ、ルージュはまさしく飛び上がった。

「ルージュ！　どういうことですか？　納得のできる明確な説明を求めます」

　とっさに開いていた木箱を閉じて、テーブルの陰になる椅子の上に隠す。

　飛び込んできたのは、アレクシス・ド・ユーシスだ。

　夜会に出かけたときのままの衣裳。

　お冠かんむりな様子なのは、彼にしては強い調子の、しかも低めの声音からもわかってしまう。

　部屋まで走ってきたのだろう。銀の髪が乱れて頰にかかり、息を弾ませている。

「夜会の広間から、いつ抜け出したんですか？　ずっと捜して、庭園も捜させて……」

「ごめんなさい……。不測の事態が起きて……アレクに言いたくてもできなくて、私……」

「私がほんの数分も目を離しておけないんですか？　あなたは。理由を述べてください」

　アレクシスには珍めずらしく、真剣に怒っている。口調がきつい。

「だからごめんって……」

　サンティノワール公爵の行動が怪しくて、もしかしたら子供の誘拐にも関わっているかもしれない……なんて、今、疲れて怒っている彼に話していいことじゃないだろう。

「いろいろあったとしても、私とともに夜会に出かけ、そして一人でなんの断りもなしに離宮に戻ってきているとはどういうことです？　馬車なしでどうやって？」

「えっと、歩いて……」

「───何故か、これがバルコニー下の庭園に落ちてました」

　そう手渡されたのは、ルージュが脱ぎ、落としてきてしまった靴だった。

　なんと言い訳しようか、いくつかのパターンが頭の中を駆け巡る。

「裸足のまま王宮から歩いてきたら、さぞかし大変だったでしょう。足も早く洗わないと」

　ルージュは、何も履いていない素足を、アレクシスにはできるだけ見せまいとして、もぞもぞと後ずさる。

「高いヒールで足が痛くなっちゃって……脱いだらそのままどこかに落としちゃって」

「───仮にもデューク王子からの贈り物ですから、もっとちゃんと管理してください」

「ごめんなさい」

　しょげた声で言いながら、上目遣いにアレクシスの顔を窺う。

　アレクシスは整った眉を吊り上げ、口をへの字に曲げていたが、不機嫌そうに伏せていた目をゆっくりと上げ、ルージュの顔をじっと見つめた。

「───とにかく、無事でよかった。また先日の舞踏会の夜のように攫われたのかと思って……必死に捜しました。誰に訊いても知らないと言われたんですよ」

　アレクシスはルージュの方に手を差し伸べ、赤い髪に何度も指をくぐらせると、体をそっと抱き締める。

　プチトリアノンまでは馬車で来たはずだというのに、アレクシスの胸はまだ早はや鐘がねを打っている。今まで王宮で、そしてこの離宮で、走り回っていたせいだろう。掌てのひらも汗ばんでいる。

　申し訳なさでいっぱいになって、思わずルージュはわざと強気な顔でにっこり笑った。

「やだ、アレク。私なら大丈夫。二度と拉致なんかされないから」

「そうだよ。姉様はファゴット嬢と殴り合いの大げんかで勝つんだから、心配はいらないよ」

　ジョシュアがいつの間にか戸口に立って、そしてルージュの部屋の奥に入ってくる。

「ああ、こっちの頰が赤いから、これが殴られたあと？　線になってる。扇が凶器かな？」

（この弟ってば、相変わらず観察力と洞察力ともに、なんて必要以上に素晴らしいのよ……）

　あまりにも正確に当ててきて、喝かつ采さいを送りたい気持ちでもあり、上手く隠した証拠品をしっかり捜さがし出してくる、むやみに能力の高い嫌な猟犬のようにも思えて、ルージュは苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔になった。

「ね？　姉様、そうでしょ」

「うんまあ……」

「───わかりました。他にも、しでかしていたんですね」

　アレクシスは呆あきれたが、すぐ唇を軽く嚙んで、次の言葉を思案しているようだった。

「まったく……理由があってのことでしょうから、追及はしませんが、ルージュ。ファゴット嬢にはもう二度と手を上げないと約束をしてください」

「───ごめんなさい。カッとなってやったの。今は反省している……ので約束する」

　得意のニセ三段論法の謝罪だったが、それをアレクシスは指摘してこなかった。

　アレクシスは、いっそうまじめな硬い表情になって、ルージュを正面から見み据すえてくる。

「まあ、今日のお説教はこんなところで勘かん弁べんしてあげたら？　アレク」

　ジョシュアが、重い空気をそこで一いつ掃そうしてくれた。

「そうですね。明日も、ジョシュア絡みで招待された伯爵夫人の食事会があります。そこではきっちりとした態度でクリムゾン家の威い厳げんと栄誉を見せてください。それに、実は先ほど、大変なことが起きました」

「大変なこと？　やだ、またなの？　何？」

「王妃様から贈り物が届きました」

　アレクシスの物々しさから、もっと恐ろしいことかと思ったが、そうでもなかった。

「王妃様から？　ああ、そういえば昼食会のときおっしゃってた……中身は？」

「ドレスみたいだよ」

　ジョシュアの視線の先を見ると、チェストに荷物が置いてある。大きな箱。それはまさしくドレスの入った箱だった。

　開くと、若草色の生地がまぶしい、金刺繡の小花の散ったドレスが溢れ出さんばかりに詰まっている。背中側のうなじ部分に大きなリボンを垂らした、変わったデザインのドレスだ。

「王妃様がなんでルー姉様にドレスを？」

　ジョシュアはルージュの手からドレスを奪い、ベッドの上に広げている。

「これを読めばおわかりかと思いますが」

　そうアレクが手渡してくれたのは、王妃からのメッセージカード。

　淡いブルーの封筒。封蠟が施され、王妃の刻印が押してある。

「〝このドレスをあさっての仮面舞踏会に着てらして。以前作ったものだけれど、一度も袖を通すことがなかったの。あなたによく似合うと思います。楽しみにしているわ〟……だって」

　突然の贈り物に困惑したルージュとアレクとジョシュアの中に、そのメッセージを読み上げてからは、さらなる謎と疑問が湧いてくる。

「王妃様がご自分用に作ったドレスのようですね。道理で物がいい」

「なんで王妃様が、私にこんな高価そうなドレスを贈ってくださるの？」

「さあ」

　三人とも、顔をかしげている。

　王妃には、好かれているとも歓迎されているとも思えない。

　王妃の不興で離宮に軟禁状態にされているファイシスの勉強相手だ。嫌がらせならともかく、贈り物を貰えるなんて信じられない。

（それとも、このドレスを着ることが嫌がらせの一環なのかな）

　ジョシュアはベッドに広げたドレスを、何故か裏側まで捲めくり、フリルや袖の中まで、隅々調べ上げている。

「まあ、針とか、刃物は仕掛けられてないみたいね」

「着ると毒が回るという可能性は？」

「うーん。不審な染みも見当たらないし、それは大丈夫じゃない？　もし、揮発性の毒が仕込んであったとしても、姉様が着るときまでには蒸発しちゃうだろうし、効果はないかなって」

　アレクシスとジョシュアが、そんな不吉な会話をまじめな顔でしているのが、怖い。

「ちょっとちょっと！　なんの話？」

「ルージュの毒殺、もしくは暗殺の可能性の心配です」

　ジョシュアは王妃のドレスの検査をようやく終えて、最後にクンと匂いを嗅かいだ。

「王妃様が私を殺そうとしているなら、簡単に銃で狙うか、ケーキに毒でいいと思うけど」

「まあ、それもあるけどね。ま、ドレスでの殺害計画は考えすぎか」

「じゃあ、あさっての王妃様主催の仮面舞踏会に、これで参加しろと言うのが罰ゲームだね。このドレス、王妃様が昔作って着なかったものでしょう？　はっきり言って流行遅れもいいとこだよ。意地悪にしか思えない。サイズだって全然違うし」

「じゃあ、これが逆らいがたいお達しってこと？」

「まあ、多少察しはよくなりましたね。そのとおりです。このドレスでなくデューク王子のドレスを着て行けば、王妃のお怒りは必至でしょう」

　ルージュがドレスをあてがってみると、それは明らかにサイズ的な不都合がある。

「───胸が余るね……」

「そしてウエストはもっとコルセットで絞しぼり上げないと、着れませんね」

「いじめだね……」

「ちょっとちょっと、またあんたたち！　失礼すぎだからっ。胸が余ってウエストがきつくて入らないって、どれだけの侮ぶ辱じよくよ。とにかく、今はこのドレスを着替えるわ」

　ルージュは憤いきどおり、ジョシュアに手伝わせてデューク王子のドレスを脱ぎ始める。

「ねえ、ルー姉様。なんだか夜会に着ていたこのドレス、また汚れてない？」

「そ、そう？」

「うん。外でごろごろ転がったあとみたいな……」

　やはり鋭い。ジョシュアはとても恐ろしい子だ。

「───ルージュ様。お着替えのお手伝いを……」

　そんなときに、タイミング悪くノックが響き、部屋にユラが入ってきた。

「ひ……」

　しまった、と思ったときには、またしても遅かった。

「ユラ！　大きな声を出さないで。アベリシアさんやヴィクサントールが来ちゃうじゃない」

　ルージュは慌ててユラの口を塞ぐが、彼女の視線はもう汚れたルブラン嬢のドレスに釘付けだ。

「この繊細なレースに絡まった細い葉やゴミは一体なんですか？　それに、白いチュールレースに土がたくさん。これはもう、徹底的にお洗濯をしなければ取れないんじゃないですか？」

「そ、そう？　汚れてる？　後ろの方は全然見えないんだけど」

「見えなくて幸いかもしれませんわ。私、また卒倒しそうです」

　ユラに卒倒されたら困るから、ルージュは急いで自分でもそのドレスを脱ぐ努力を始める。

「早く脱がして。そんなこと言われたら、私、あと一秒も着ていられないじゃない」

「ルージュ様は、ドレスは勝負服だということをわかってらっしゃらないんですね。遊び着じゃないんですよ？　泥遊びしたり、木登りしたりする服ではないんです。着飾って、他の貴族に自身の地位と権力財力を誇こ示じするための手段なんですから」

「はあ……」

　泥遊びはしていないのだが、ここでそれを言ったら減らず口になってしまうから、我慢だ。

「そして、こっちのドレスを着せてみてやって。ユラ」

　ジョシュアが指示を出した。

「はい。こちらは？　豪華ですけど、ちょっと前に流は行やったデザインですね」

　ユラも案外鋭いところを突いてくる。

「やっぱり古いデザインだってわかるの？」

「もちろんです。宮廷の貴婦人がたには一いち目もく瞭りよう然ぜんでしょう。このドレスをどうされるのですか？」

「明日の大仮面舞踏会に着ていくのよ」

「えっ！　どうして……」

　ユラはぎょっとして叫さけび、そのまま口をつぐんだ。

　そして、ルージュは思い切り息を吐いてコルセットを締め上げてもらい、王妃のドレスを試着させられる。ちょっとでも息を深く吸ったら、ウエストが張り裂けそうだ。

「───ルージュ様。もうお脱ぎください……私、とても落ち込んできました……」

　ユラの方が、気落ちしてそう口にした。ルージュは胸の部分が大きく余る、大きなリボンつきのドレスを、身につけたばかりだけれど脱ぎ始める。

　ユラは、クローゼットにたくさん詰まっている新しいドレスの方を見て、深く歎たん息そくする。

「王妃様は、ご自分がほぼ独占しているルブラン嬢に、デューク王子がドレスを作らせたことを知ったのでしょう。そのドレスを、ご自分の主催の大舞踏会で着させないための嫌がらせとしか考えられませんわ」

　ドレスを眺ながめ、みんなの意見を聞いているうちに、ルージュはいろいろと面倒になってきた。

　というか、もう十二分に肉体も精神も疲れている。

「私、今日はもう寝るから……。おやすみなさい、アレク、ジョシュア、ユラ」

「そうですね。考えても仕方ない。明日サイズだけは合わせましょう。素材はとてもいいものですから」

　アレクシスはルージュの肩を引き寄せて、軽く額にキスをする。

　ようやく、彼の体温も平常に戻ったようで、ほのかな温もりが感じられ、彼のつけている香水の爽やかな草原の香りが、鼻先をくすぐった。

　ジョシュアもすぐに続こうとして、戸口付近で、何か思い出したというように足を止める。

「そうだ、姉様。これ、ソフィア夫人から訊き出したレシピ。渡しておくね」

　ジョシュアは去り際に、後ろ手にしていた小さく折りたたんだ紙片を手渡した。

「もう桃は手に入ったんでしょ？　ファイシス様のためのコンフィチュール、作れるよね」

「え、なんでわかるの？」

　驚きとともに、桃を手に入れた喜びがまた思い出されて、嬉しさで頰が染まる。

「だって、あっちから桃の香りがするもの」

　ジョシュアは、綺麗なライラック色の瞳を悪戯っぽく輝かせる。

「あの箱の中かな。一度しばらく開けていたんだね。そうじゃないとあの木箱の外にはそう匂うはずがないから」

　ジョシュアは、テーブルの下の微かに覗く木箱を目視しながら自信たっぷりに言う。

（ジョシュア、やはり恐ろしい子……！　敵でなくて本当によかった）

　ごく普通の人がごく普通にしていたら、この淡い匂いになんて気づかないはずだ。

「じゃあね、おやすみ。姉様。アレクには内緒にしておいてあげるから安心して」

　ジョシュアは、天使の美貌に小悪魔の翳かげりを浮かべながら、赤い唇をキュッと吊り上げて部屋から出ていった。

　ルージュは一人きりになって、貰ったばかりのコンフィチュールのレシピを眺める。

「桃、三つじゃぎりぎりの量しか作れないけど……貴重品なんだもの、しかたないわよね。私が失敗さえしなければ大丈夫。いけるわ！　明日の朝、厨ちゆう房ぼうを借りて作ってみよう……！」

　材料や細かな手順が記載されている手書きのレシピを見ているうちに、ルージュの中のもやもやが少し晴れて、また復活のパワーが湧いてきた。

　桃の入った木箱を見つめ、ルージュはつと窓を開け、バルコニーへ降りる。

　そして隣の部屋のバルコニーへと飛び移った。

　鎧よろい戸どが一つだけ開けられた窓の中に、天てん蓋がいつきのベッドが見える。

　ベッドの横の灯りだけが揺らめき、白い夜着のファイシスの姿をほんのわずか照らし出す。

「ファイシス様……」

　コン、と窓を軽く叩いた。中から、まもなく反応があった。

　ベッドの奥から、新たに微かなオレンジ色の光が灯った。光はゆっくりと揺らめきながら窓辺に寄って、その中に美しい天使の顔が浮かび上がる。

「どうしたの？　ルージュ」

　青白い月光に曝さらされるファイシスの姿は、本当に美しい。

　虹の光彩を纏ったような、ちょっと癖のある金の髪。

　この世のものではないかのように繊細で透明で、白い肌も赤い唇も、手を伸ばせば消えてしまいそうな幻影に思える。

　こうしていると、さっきまで体の中にあった、不安や憤りや、後悔の念がすうっと足下に流れ落ちて、彼の純粋な瞳や気持ちの前に溶け出てしまう。

「すぐに、戻ります。ちょっとお顔を見たくなって。起こしちゃってごめんなさい」

「僕は平気。でもヴィクスがときどき見回ってくるから、気をつけないと」

「そうですね。私もまた監禁されたら最悪です」

「夜会は……楽しかった？」

「えっと……。そうですね。収穫がありました。明日、期待していてくださいね」

「うん。明日は乗馬の練習だね。ノワールに乗ってルージュと散歩できるのが楽しみだよ」

　無邪気に微笑むと、ファイシスは、しなやかな指先をルージュの両手に重ねてくる。

「ねえ、ルージュ。僕がルージュにふさわしい男になれるってこと、ヴィクスに見せてやりたいんだ。他の人にもね。そうしたら正式に婚約できるよ。僕のこと、嫌いじゃないよね？」

「まさか。嫌いなはずないですから……。ファイシス様」

　なんだか妙に照れてしまう。胸がドキドキする。

　少し大人びた表情をすると、途端に十七歳の立派な王子に見えるから不思議だ。

　真っ直ぐに見つめてくる彼の瞳の中に、まるで透明な水晶に映り込んだような自分がいて、また恥ずかしくなって目を逸らす。

　ガーゴイルとはまったく違う空気を纏う純粋無む垢くな王子様。そんな彼が、心から自分のことを想ってくれている。

　富と栄光を摑むための画策や、噓と嫉妬と気まぐれと過か飾しよくばかりの王宮で、きっと彼ほど純粋な思いを持っている人は少ないだろう。

「ルージュ。体が冷えてきているよ。寒いの？」

　すいっと伸ばされた両腕が、ルージュの体を抱き締める。

　お互いに、白い夜着一枚きりしか身に纏っていないから、まるで素肌に触れられたように、肌がときめく。

「えっと、あの、今何か物音がしませんでしたか……？　私、もう戻らないと」

　多分、それはルージュの心臓の音。

　でも、なんだかファイシスに抱かれる自分に妙に緊張してきて、この大きな鼓動を知られたくなくて、わざとそんなことを口走った。

「うん、そうだね。ルージュおやすみ」

「はい。じゃあファイシス様、おやすみなさい」

　ファイシスはルージュがひらりと外に飛び出したあと、そっと静かに窓を閉める。そして車椅子を操って、奥の方に戻っていった。

　ルージュはファイシスの部屋のバルコニーから、来たときと同じように自室のバルコニーへと飛び移る。そして無事に戻ると、自分も窓を閉めてベッドの中に潜り込んだ。

　明るい月の光は、いつまでも、等しくファイシスとルージュの窓へと射し込んでいた。

　そして───。

　厳重な警備から、簡単には中に入れないはずの離宮の庭の樫の木の下に、月光から身を隠すように佇たたずむ人影があった。

　頭から足先までをすっぽりと覆う、法衣にも似た衣裳を纏った人影だ。

　黒いフードを目深にかぶり、顔も表情も、男女の性さえ隠し尽くした数名の異教徒は、ルージュの部屋の下に立ち、何事か怪しい呪文を繰り返す。

（───な、に……？　なんだか───息苦しい……感じが……する……？）

　眠りに落ちかけていたルージュは、ベッドの中でもぞもぞと寝返りを打つ。

　だが、目を開けようという気にはならない。

　夢の中のことだとしか思っていない。

『苦しいか……？　苦しいか？　もっと苦しめ……』

　遠くから声が聞こえた。

　聞いたことのある男の声だ。

『弱き者は強き者の下で、もがき這はいつくばっていればいい……！』

　この声、知ってる、またあの男だ。

　夢の中で何度も聞いたことのある声。傲ごう慢まんで高圧的で、許し難い暴言を吐く男。

（誰？　あなた、誰なの？　夢の中でもあなたの声は不愉快なの！　悪夢だわ！）

『おまえの存在は許されない。おまえたちは、存在を許されない異端の者……』

　闇の中に響く声。

　ルージュは自分の姿を自分の目線で確認する。

　ぼろぼろに裂けた服。裸足はだしの足はどれだけその状態で歩き回っていたのか、汚れて真っ黒。地面についた両手も、膝も、太ふと腿ももも、同じく惨みじめに汚れている。

　長い髪が、ぼさぼさに乱れ、肩に背中に散っている。

　闇の中で透かすようによく見ると、体は擦すり傷や切り傷でいっぱいだ。

『惨めだな……哀れだな……しょせんなんの力もなき者なのだ……思い知れ。己の弱さを思い知れ……』

　恐怖心すら抱かせる冷酷な声は、どんどんと近づいてきて、いつしかルージュの頭の真上から響いてくる。

　飛び上がらんばかりに驚いて、闇の中と知りつつも振り仰あおいだ。

　闇の中により深く黒い闇が人の形を作っている。

　黒いマントを纏い、黒い甲かつ冑ちゆうに身を包み、黒い防具をつけられた馬にまたがった男の影。

『城とともに、すべて燃え尽きるがいい……！』

　兜かぶとの下から、愉ゆ悦えつに歪む男の口が覗いている。

　ギラリと、無慈悲な剣が煌めいた。

　肌を切り裂くおぞましい感じ。冷たいのか熱いのかわからない、激しい痛み。鋭く体を襲った何か。

　ルージュは息を詰めて痛みに耐える。

　体がドサリと、固い地面に倒れ込んだ。

　頰がごつごつした冷たい大地に沈み、赤い髪が、赤い血が、ルージュの傷ついた体から四方に散った。
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　どれくらい意識を失っていただろう。

　斬きりつけられた体の鋭するどい痛みは、鈍にぶく疼うずくものに変わっている。

　頰に当たる冷たく固い感触は、そのままだ。

　ルージュは真っ白に感じられる世界の中で、ゆっくりと目を開き、強こわ張ばる体を動かした。

　肩の関節が重く鉛なまりのよう。ぎこちない動きで、うつぶせだった上半身をゆっくりと起こす。

「う……？」

　目の前にあったのは、ベッドから滝のように流れ落ちている毛布。そしてナイトテーブルの脚や引き出し。しっとりと落ち着いた色合いの大理石の床。

　頭がズキズキと痛む。

（これはもしや……寝ていて床に落下したってこと……？）

　冷静になってきた思考回路がそう告げている。

　ルージュは夢と同調してベッドから床に落ち、同じ強い痛みを感じていたようだ。

（夢で……よかった……）

　それにしても、あの男は最悪だ。

　夢の中でもそう思っていたが、こんなに酷ひどい目覚めだと、怒りはますます募つのってくるというものだ。

　こんなに夢見は最低なのに、窓からは、まぶしいほどの真っ白い朝日が射し込んでいる。

　そして、テーブルの方から漂う甘い香り。

（そうよね。私には桃のコンフィチュールを作るという使命があるのよ。それに今日は、ファイシス様と乗馬の練習。ファイシス様と久しぶりに堂々と一緒にいられる！）

　ファイシスは部屋で朝の祈りを捧ささげ、朝食をとったあと、乗馬をすると言うだろう。

　歴史や美術や古典の勉強よりも何よりも、乗馬を優先するだろう。

　となると、ルージュに残された自由な時間は案外少ない。

　今日もどこかの夫人に招待された、何かのイベントに出席しなくてはいけないのだ。

（そして明日は王妃様の仕切り直しの大舞踏会。あのドレスの問題も……少しは考えなくちゃいけないのよね）

　向こうのチェストの上に載っている、王妃様から贈られた流行遅れの豪華なドレスが入ったケース。

　あれを綺麗に着こなすには、ルージュは胸がなさすぎる。トレーンタイプで引きずってもいいドレスだとはいえ、後ろの丈もかなり長い。

　正式の場で着こなすにはなかなか困難なドレスだ。

「でもきっとなんとかなる。ファゴットにも、王妃様の陰いん謀ぼうにも、あの男にも負けないから」

　ルージュは、むんとばかりに胸元で拳こぶしを握って、思い切って立ち上がる。

　そして、いそいそと着替えを始めた。汚れてもいいよう、焦げを作ってしまったドレスに胸当てつきのエプロンをつける。

　ユラが起こしに来るには、まだ早い時間だ。彼女が来るより先に、桃を持って厨ちゆう房ぼうに行こうと思った。

　桃の入った小箱を抱え、そうっと中を確かめる。

　蓋を開けた途端、甘い香りが溢れ出してきた。

　クローバーとパンに守られた三つの桃は、確かにそこにあった。昨日よりほのかに色づきが濃くなっているかもしれない。全体はうっすらとしたクリーム色。お尻の部分が一番濃い桃色で、そこから淡いグラデーションになっている。

　このぷりっとした丸い姿を見るだけでも幸せだ。

　ルージュは扉から抜け出して、階段を下りていき、厨房に辿り着く。

　だが、ルージュの思おも惑わくは外れてしまった。厨房はすでに館の主たちの朝食の準備で、誰もが忙しそうに立ち働いている。

「あの、すみません。ちょっとだけ、お鍋を貸してもらえませんか？　桃のコンフィチュールを作りたいのですけど……」

「だから、このアスパラガスは身が硬かたすぎだ。傷いたみにくいが、どうも食感がよくない。オリーブも粒が小さく実が堅い。なぜ今までどおりジュランソン地方のものを仕入れないのか」

「蜂蜜や塩、ワインの納入もやめたそうですよ。この数年作さく柄がらがよくないんでしょう」

（ジュランソン？　うちの領地の農作物の話？）

　厨房の料理人たちは、まだルージュが戸口にいることに気づいていない。

　石壁にいくつも掘られている調理用暖炉に向かい、大きな吊るし鍋で何かを煮ている男たちの会話にルージュは耳をそばだてる。

「ヴィクス様がアスパラガスやワインの味にはうるさい。香辛料でごまかせ」

「そういえばさっき、前庭の隅すみでファイシス様そっくりな方が馬に乗っていたな。よく似た人もいるもんだな」

「おまえは金髪碧へき眼がんの貴族様だとみんな同じに見えるんだろ。それより、ヴィクス様が朝食を召し上がらないといいんだが……ジュランソン産のものがお気に入りだったからな」

「あそこのワインは、王宮に納めたものにとんでもない不純物が混入していて、それでお出入り差し止めになったという噂ですよ。大臣だか商人だかが、もう取引できないと判断したとか。まあ、裏で何かが動いていたんじゃないかと思いますけどね」

「あの！　それって本当の話ですか？」

　ルージュがいきなり厨房に飛び込んできたから、お喋りをしていた料理人たちはぎょっとして立ちすくんだ。

「お嬢様がこんなところにいらしてはいけませんよ」

　汗を流しながら釜に向かっていたパン焼きの男が、入り口近くにやってきてルージュを厨房から出そうとする。

「あの！　今の話……。取引差し止めを決めるのは誰なんですか？　ジュランソンでは去年も一昨年もオリーブは豊作で、ワインも……、変なものが混ざるはずはないんです。誰かの陰いん謀ぼうだとしか……！　詳しく教えていただけませんか？」

　当然、厨房の中にいた料理人たちは啞然としてルージュの方を見つめている。

「あの、なんでもいいんです。大臣の名前とか、扱っていた商人の名前とか！」

「ルージュ！　皆さんのお仕事をお邪魔してはご迷惑ですよ」

　熱を込めて、料理人たちから話を聞こうとしたルージュだったが、毅き然ぜんとした声に止められてしまった。

　銀の髪を整え、きっちりと参内用の正装をしたアレクシスが、いつの間にかそこに立っていた。

　ルージュの腕を引き寄せると、彼はさりげなく料理人たちとの間に割って入る。

「だって……でも！」

「さあ、こんなところに来ているのをヴィクサントールやアベリシアに見つかったら、また文句を言われますよ。早くお部屋に」

「すみません。うちの姉がお邪魔しました」

　さらに口を挟み、ルージュの腕を摑んで引き摺り出そうとしたのは、ジョシュアだ。

　ジョシュアとアレクシスの二人がかりで、ルージュは食堂に連行されてしまった。

「厨房に入ろうとするより先に、きっちりと朝食をとってください。貴族の姫としてこれも重要な日課です。いわば儀式ですよ」

「───はい」

　渋々の返事。そして三人以上埋まりそうにない席を見て、ルージュはアベリシアに尋ねた。

「ファイシス様は、今日も一緒に召し上がらないの？」

「ファイシス様はお部屋で召し上がります。ヴィクサントール様のお言いつけです」

「体の具合がよろしくっても？」

「よろしくっても、です。ルージュ様とは一緒にしないようにとのご命令ですから。もう話しかけないでいただけますか？　使用人が休みを取りまして、とても忙しいんです」

　ぷんと言い捨てて、アベリシアは食堂を出ていってしまった。

　休みを取ったというのは、弟が行方不明になったというアリエルだろう。

　食堂には三人が残された。

　放っておかれると、なんとなく邪魔者扱いされているようで複雑な気分だが、好きな事を話していても咎められない気楽さはいい。

「さっきの話、もっと突っ込んで聞きたかったのに」

「仲介商人のことですか？　大臣のこと？」

　アレクシスがルージュの向かいの席に座り、コンソメのスープを掬すくいながら訊き返す。

「この離宮と王宮の厨房で使われるワインやオリーブは元々ジュランソン産のものなのに、ワインが納品を差し止められたせいで、他の農作物も取引停止になったって」

「ええ。そのようですね」

「アレク、知ってたの？」

　ルージュの興奮が収まるような静かな声で、スプーンを下ろしたアレクシスが話し始める。

「クリムゾン伯爵家の領地産のワインを王宮に卸おろしていたのはゲイル商会です。担当者も見つけましたが、彼はしょせん商品の量を見て、大おお口ぐち客きやくに斡あつ旋せんしているだけに過ぎません。王宮に新しい仕入れ先を推薦したのはエイボス・ド・ミランという運輸省の役人です」

「アレクったらいつの間に調べていたの？　そのエイボスって誰か、私が確かめに行く」

「それは私の仕事です。そう思って行動しています。ですから、ルージュは自分が今するべきことに心を砕くだいてください。ルージュがいきなり官僚に詰め寄って問いただしても、凶暴な田舎いなか娘むすめと判断されて、警察に突き出されるだけですよ？　そんなことになったら、大おお伯お父じ様のカロン公にもお館様にも迷惑がかかる。困るでしょう？」

「でも！」

「ルー姉様は、おとなしくマナーやダンスの特訓にいそしむべきだってこと。貴婦人たちと対等に渡り合うには、お洒しや落れな会話術も必要だし、話題の幅も必要とされるんだから」

　大変に知性的で、貴族として自分よりもずっと立派に宮廷になじんでいる二人にそう言われると、ルージュはぐうの音も出ない。

「この宮廷における食材の仕入れ先の選定、買い付け価格や総予算、および食材の管理、その他を仕切っている関係者や周辺の事情もちゃんと調べていますよ。誰かの一存だけで納品先を自由にできるかということもね」

「アレク……道理で忙しそうだと思ってた」

「何者かが賄わい賂ろをもらって、作物の買い付け先を変えるよう指示した可能性もありますから、内うち々うちで慎重に調べています」

　カフェを飲み干すと、みんなでルージュの部屋に戻り、ジョシュアはソファに身を埋うずめる。

「アレクはね、大人のやり方でしっかりと事を進めているんだよ？　姉様みたいに、怪しいと思った相手にすぐ丸まる腰ごしで特とつ攻こうするのとは違うから。本当にルー姉様は血の気が多いよね。母上も父上も冷静でおっとりしているのに、誰に似たんだろう」

　ジョシュアは長椅子に寝そべりながら、アレクシスを持ち上げる。

　むっと来たが、賢けん弟ていジョシュアの発言はいつも的を射いていて、反論の余地がない。

「あの、ルージュ様」

　ユラが食堂に入ってきて、おずおずと中を覗き込む。

「ああ、ユラ。今夜の食事会用のドレスも決めたから、よろしくね」

「はい。あの……そのご様子ですと、やはりお会いになってらっしゃいませんよね」

「なんのこと？」

「ルージュ様がお食事にいらっしゃった間にファゴットお嬢様がいらして、お部屋にお通しするように命じられたとか……」

「ファゴット嬢が？　この離宮に？　何をしに？」

「さあ。しばらくルージュ様を待たれていたそうなのですけれど、まもなくお帰りになったと」

「───なんだろう。すごく気味が悪いんですけど」

「だよね。仲直りに来たとは思いがたいし……」

「ファゴット嬢は、私の部屋の中に入ったの？」

「ええ。アベリシア様が許可を出されて」

「そんな！　勝手に……」

　言われれば、わずかに室内の小物の位置がずれているような気がする。

　微かな違和感。

「こう言ってはなんですが、なくなっているものとか……増えているものとかありますか？」

　アレクシスも部屋中を見渡している。

　特にこれといって見当たらない。だが、ルージュはチェストの上の王妃から贈られたドレスの箱を見て、直感した。

「あのドレスの箱、触られていると思う」

「なんでそんなことがわかるの？　普通な感じにしか見えないけど」

　ジョシュアが箱に近づいて、改めてまじまじと見つめる。

「私はこんなにきっちりとチェストの端と端に合わせるように置かなかったもの。絶対これよ」

　ルージュは箱をそっと開け、そしてジョシュアとともに絶句する。

「これ……！　酷い」

「汚れもだけど、ここなんてざっくり切られているよ？　姉様……」

　リボンをほどいて箱を開けたら、目に飛び込んだ紅い染しみ。ワインでもこぼしたかのようだ。慌ててルージュが取り出し広げたドレスのスカートや胸当てのストマッカー部分には、ナイフで切り裂いたような傷もあった。

「絶対、ファゴット嬢だよ。彼女が嫌がらせにやったんだよ。どうする？　理由を言って、王妃様に着用は無理だって……」

「───ううん。いいの、やっぱり当日はそれを着るから」

「姉様？」

「とにかくそれはあとで考えましょう。なんだかさっき変な噂を聞いたから、ファイシス様が気になって。アレクは今日も王宮に行くんでしょ？　ジョシュアもソフィア伯爵夫人とサロンに出るって言ってたわよね」

「うん。でもボク、やめようか？　姉様が心配になってきた」

「いいから。二人ともお出かけして。私はファイシス様と乗馬の練習するんだから」

　桃は、その合間を見て煮込むしかない。

　ルージュは、気遣うジョシュアへの返事もそこそこに、正面口から外に出る。

　ほとんど裏庭といってもいい、庭園の隅の方で、誰かが馬と戯たわむれていた。

　そばに控えた馬丁の手を借り、車くるま椅い子すから馬の背中に移って、凜り々りしく乗りこなしているのはファイシスだ。

「う……そ。やっぱりファイシス様!?　厨房でのさっきの噂は本当だったんですね!?」

　目を丸くするルージュに、ファイシスは晴れやかな笑みを見せる。

「ルージュ！　おはよう。素敵な朝だね」

　ファイシス王子はすでに、白いシャツの上にきちんと乗馬用の上着を身につけ、ビロードのパンツに、革の乗馬靴も履いている。

「お体の具合は大丈夫なんですか？　こんな朝早くから乗馬の練習をしてもよさそうですか？」

「うん。今日はね、すごく気分がいいよ。昨日、ちゃんと薬を飲んで眠ってよかった」

「王子様。ボクも出かけますけど、姉様と二人で大丈夫ですか？」

「うん。もちろんだよ。ルージュと二人きりになれるなんて幸せだよ」

　ファイシスは、なんのてらいもなく、玄関に現れたジョシュアに言って、キラキラ瞳を輝かせる。

　明るい日差しに金の髪は輝き、神の御み使つかいのように全身がまぶしい。

「ルージュ、どうしたの？　早くルージュも乗ろうよ。早くしないとアベリシアやヴィクスが来てまたうるさいよ」

「はい、今すぐに。私、乗馬用のブーツを履いてきますから……」

　ルージュはいったん離宮の中に戻り、部屋に駆け上がって靴を乗馬用のブーツに履き替える。万全の支度を調え、ファイシスのあとを追おうとしたルージュに、だが背後から凍てつく声が投げかけられた。

「ルージュ嬢、どちらへお出かけですか？」

　こんなに冷えきった声を出す男は、ただ一人しか知らない。覚悟を決めてゆっくり振り返ると、当然のごとくヴィクサントールがそこにいた。

（出た……。最強にして最悪の私の敵！）

　彼も王宮に出かけるのか、黒と濃紺の上着、ダマスク織りのジレにパンツと決めている。

「どこって……乗馬の練習に。というかちょっと馬丁に引かせて馬で軽いお散歩を……」

　ヴィクサントールは明らかに、ルージュのしどろもどろの説明を疑わしく思っているようだ。

　丸い眼鏡のグラスレンズを光らせて言う。

「乗馬の練習？　まさかファイシス様もご一緒に……ということではないですよね？」

　彼のグラス越しの瞳は苦手だ。もともと鋭い眼光が、さらに相手を凍りつかせる氷の棘とげになる。

「いいえ……でも、ファイシス様がご自分で望まれて馬に乗りたいと言っているんですから、そのお気持ちに応えるべきです」

「そう、王宮の昼食会でも王陛下と王妃様に進言されたそうですね。私の教育がなっていないと、王妃様からお叱りを受けましたよ」

「だから？　で？　なんだって言うんですか？」

　回りくどい言い方に、むっとしたルージュは、ヴィクサントールを真っ向から見つめ返す。

「すぐ興奮するようですし。そういう感情的な性格では、ファイシス様のお側仕えは務まらないかもしれませんね」

「あなたみたいに、何を考えているのか、ファイシス様のことを本当に心から思っているのかどうかもわからない人の方が、ふさわしくないんじゃないですか？」

「───私はファイシス様にもう十年お仕えしています。昨日きのう今日きようここに来たばかりの、田舎の貧乏貴族の娘に侮ぶ辱じよくされたくはないのですがね」

　ヴィクサントールも、ルージュの言葉が面白くはなかったのだろう。あくまで冷静ではあるものの、それはストレートな嫌味だ。五、六歳年下の少女に、そこまで言うのは大人げない。

　なのでルージュは、思ったとおりのことをまた口にした。

「案外大人げないんですね。私の出自を卑いやしめたってしかたないのに」

「ではあなた自身を弾だん劾がいしましょう。その紅い髪。その魔性の翡ひ翠すい色の瞳。最初から不吉な予感はしておりました。その紅い髪で、緑の目で、ファイシス様を惑わせる。せっかくこの離宮での生活は事もなく過ぎていたのに、こんな小娘のせいで脆もろくも崩くずれかけるとは」

「小娘って……」

「はっきりと申し上げましょう。乗馬などという危険なスポーツをあなたに任せるわけにはいきません。ファイシス様が普通の方とは違うことを、あなたはどうしても理解できないようですね」

「あ……」

　ルージュを押しのけて、ヴィクサントールが外に出ようとする。

（このままじゃ、またファイシス様のやりたいことがダメになる。また今までと同じ繰り返しになっちゃう！）

　ルージュがあとを追って走り出したとき、ヴィクサントールの足が止まり、その背中に引きつった気配が漂った。

「ファイシス様……っ！」

　馬丁が手た綱づなを引いているとはいえ、ファイシスが黒馬ノワールの背に乗って歩いていたのだ。

　離宮の庭園内の乗馬など、二、三歳の子供がカーニバルの遊園地で乗る回転木馬のように安全なものだ。

　だが不運にも、ヴィクサントールが血相を変えて前庭に飛び出していったのと、ちょうどジョシュアを迎えにきたソフィア伯爵夫人のあまりにも立派な六頭立ての馬車が到着したのがほぼ同時だった。

　ノワールが、暴れた。

　元々、警戒心の強い馬ではあったのだろう。その雄お々おしい体格と見事な後ろ肢あしが、ノワールの暴れっぷりを加速させる。

　ガラガラと音を立てて門が開き、金色の馬車が迫ってくる。離宮からは、浅黒い肌の眼光鋭い黒ずくめの男が走ってくる。ノワールは高く前肢を上げ、いなないて飛び跳ねた。

　ついに馬丁の手綱を振り切ったノワールは、ファイシスを乗せたまま、開いた門へと走り出す。

「ファイシス様！」

　ルージュはとっさに周囲を見回した。

　そしてすぐそこの庭園の木立に白い馬が繫つながれているのを見つけると、駆け寄って素早く鞍くらに飛び乗る。

　乗馬の練習用に、ルージュのために用意されていた馬だった。

　初めて乗る馬だったが、ルージュが乗馬に慣れているのがわかるのか、ルージュの操るままに黒馬を追い始める。

　素直な走りの、速い馬だった。だが、ファイシスを乗せ爆走するノワールはもっと速い。

　驚いたせいもあるだろうし、それまで気性の荒い暴れ馬だからと長らく厩舎を出されなかったこともあるだろう。久々の広い空の下を思うまま疾しつ走そうする。

「ファイシス様！　手綱を離さないでください！」

　ようやく少し間を詰めて、そう叫ぶ。だがその声が、ファイシスにちゃんと聞こえているとは思えない。前方から打ちつけてくる風が顔面に、耳元にすさまじい。
















　ファイシスは、恐怖からか前屈みになって、手綱をがっちりと握っている。誰かが引き剝はがそうとしても離さないほど力が込められていて、乗馬用の手袋がぴんと張り詰めている。

　ノワールは、初めのうちこそ飛んだり跳ねたりしていたが、今は安定した速さの走りを見せていて、乗り手を振り落とそうとはしていない。

　止めることはできないが、ファイシスも調子を合わせて乗りこなしてしまっている状態だ。

（でも、早くなんとかしないと……）

　どうなるかわからない。もし気絶でもしてしまって、落馬したら大変な事故になる。

　そもそも、もうノワールが走り始めてかなり経っているはずだ。ふと気づけば景色もすっかり森の中に変わっていて、どこを走っているかさえわからない。すでに道に轍わだちはなく、民家も見当たらず、人の気配すらない。

　その頃になって、ようやくノワールも疲れてきたらしい。

　草の茂る林道に入ったこともあるだろう、速度が急速に落ちてきた。

　ルージュは白馬に拍車をかけて、スピードを上げる。黒馬にあと一馬身と近づいた。

「ファイシス様！　私がそちらに飛び移りますから」

　若干スピードが落ちているとはいっても、時速にしてどれくらいなのかはわからない。本来ならば、馬の行く手を遮さえぎることで落ち着かせるのが常じよう套とうだ。

　お祭りの曲芸くらいの速さで走る馬ならともかく、失敗したら、頑丈なルージュでも相当な怪我をする。打ち所が悪ければ、死ぬかもしれない。

　でも、ここでひるんでいたら、何も変わらない。

　覚悟を決めたら、早かった。馬身の揺れのタイミングが合ったのを見計らって、ルージュは並走した黒馬の背中に飛び移る。

　スカートとエプロンが花のように翻ひるがえり、それは成功したかに見えた。だが、ただ懸命に手綱に摑まっていただけのファイシスが、驚いて反射的にバランスを崩してしまったのだ。

「きゃ！」

　ファイシスの体をぎゅっと強く抱き締めた。二人はもろともに、馬の背から転がり落ちた。

　かなりの衝撃があった。

　ルージュは落馬は初めてじゃない。おてんばだったから両手で数えきれないほどの経験がある。だから、多分、今度もそこそこ上手く落ちることができたはずだ。

　でも、ファイシスは───!?

　だがすぐに自分たちの状況を確認することはできなかった。ぐるぐると世界が回り、胸が詰まって息が苦しい。真っ暗になって、真っ白になって、やがて何もわからなくなった───。




　───多分、しばらく意識がなかった。

「ん……」

　あたりはとても静かだった。遠くで、近くで、さわさわと梢こずえの葉の触れ合う音が聞こえる。鳥のさえずり。微かすかな水みず音おと。

　頰ほおと鼻がちくちくして、くすぐったくて、ふっとルージュの意識が戻った。

　目が覚めたと同時に、木々の落とす影の濃さにはっとした。

（───あ、れ？）

　何が起きたか覚えていなくて、仰あお向むけのまま、枝々が重なり合って作った黒レースの高みに透ける空を見ている。太陽は高く、日差しの色は午後の気配。

（ここ……どこだっけ……。森？　アレクと剣の練習に来て……そのまま寝ちゃった？）

　でも、ここはジュランソンの森じゃない。匂いが違うし、空や陽の光の色が違う。

（───そうだ！）

　思い切り上半身を起こしたから、肩や背中、そして後頭部がズキズキと痛んだ。

「いたたたたたっ」

「───ルージュ……大丈夫？」

　透きとおった少年の声が、ルージュに投げかけられた。

　クシャクシャにしかめていた顔を声の方に向けて、そこにいるファイシスを確認する。

「ファイシス……様……」

　ファイシスは、草の上に膝を立てて座り込んだまま、傍かたわらのルージュを見下ろしていた。

「気持ちよさそうに眠っていたから、無理に起こさなかったんだ。起こした方がよかった？」

「ファイシス様。お怪け我がはないですか？　どこか痛むところは！」

　一番にそれが気になって、身を起こすとファイシスの頭の先からつま先まで調べてしまう。

　左頰に草の葉で切ったような小さな切り傷。そして右膝の上あたり、パンツが裂さけて、大きな擦すり傷が見えている。落馬時に地面か岩に打ちつけたのだろうか。

「大変！　怪我をされたんですね。痛みますか？」

「ああ、これ？　別に平気。あまり感覚はないし」

　彼は十歳で戦場に担ぎ出されたときの精神的な外傷により、いまだに一部記憶障害がある。また、そこでの大怪我が元で足が動かなくなった。そう彼自身が信じている。

　精神的な要因で、下半身の痛みは実際より鈍く感じるのかもしれない。

「折れてないといいのですけど……ちょっと我慢してくださいね」

　ルージュはファイシスの右足のブーツを脱がせて、改めて怪我の具合を見た。足首がこぶのように腫はれ上がっている。

　これはすぐにも手当が必要と思ったが、こんな森の中では消毒薬も痛み止めも何もない。

「ファイシス様。ここがどこだかわかりますか？」

「森の中……だと思うよ」

「そうですよね。なんていう森でしょう。離宮を出て、レアベルサイユ宮殿の敷地内からも出てしまっているんでしょうか」

「わからないけど、そうだと思う。僕は多分この森は初めて来たよ」

「私、どれくらい眠ってました？　ファイシス様は、馬から落ちてからずっと記憶が？」

「うん。多分落ちてもそのまま起きてた。馬が二頭とも走り去っていったのを見ていたから」

「あ……」

　それは最もに気にしなければいけない、重要な情報の一つだった。

「馬が二頭とも？」

　言われて周囲を見回したが、確かに黒馬も白馬も見当たらない。きわめて静かな森の中だ。

「帰れなくなったね。迎えが来てくれるといいけど」

「迎えは来ます。絶対来ます。ただ……いつになるかわからないけど……」

　ここがどこなのか、ルージュたちがわからなければ、ヴィクサントールも、馬丁も、アレクシスやジョシュアにもわかるはずはない。

「私きっと、四時間くらいは寝てたんですね……」

　午後の日差しと、木々の間に垣かい間ま見る太陽の傾きから推おし量はかる。

「ルージュ、怪我はない？」

「はい。私はどこも」

　立ち上がってみる。白いエプロンは草の葉の汁が点々と無数について汚れている。

　だがそれ以外にはたいした痛みもないし、跳ねても足踏みしても異常はない。

（問題はファイシス様……。傷口は洗っておいた方がいいかな。あっちから水の匂いがしてくる。でも痛み止めとか腫れ止めになる薬草があればもっといいんだけど……）

　立ち上がって、あたりを見回す。

　最悪の状況ながら、この日だまりはとても居心地がよかった。

　周囲は樫かしの木、楢ならの木などの大樹が茂っているのだが、ちょうどこの辺は古い木が倒れて草地となり、クローバーや芹せり、はこべの類たぐいがみっしりと生えている。

　おかげで二人が落馬してもその草や、湿った柔らかな土がクッションの役目を果たし、大事に至らなかったようだ。

「あ、ちょっと待っててください」

　ルージュは、開けた草地の向こうの方に黄色い花を見つけて走っていく。

　湖近くの灌かん木ぼくの茂る場所。大地の緑を割って咲き誇る、マリーゴールドだ。

　まさに天の助けとばかり、いくつもいくつも摘つんで回る。

「ルージュ？　お花をどうするの？」

「マリーゴールドです。この花は薬草なんですよ。傷の消毒にもなるし……湿しつ疹しんや炎症の鎮静、擦り傷切り傷の化か膿のう止め、痔じ、出産時の裂き傷、抜ばつ歯し後の出血にもいいんです。これを湿しつ布ぷとして貼りますね。本当にちょうどよかった！」

「───多分……僕は出産はしないと思うけどね」

　冗談なのか、本気で言った言葉なのか、彼は少し照れたように、ルージュから視線をわざと外して呟く。

　ルージュは摘んだ黄色い太陽の色をした花を掌てのひらと指先で揉みほぐし、汁が滲にじみ出たところで、王子の額の頰にそっと擦りつける。

「───ファイシス様……。痛みますか？」

「平気……。これくらいなんでもないよ」

　傷口に花の汁が触れた瞬間、わずかに肌が震えて痛みを訴えていたが、彼はそう答える。

「きっとすぐ効きますから。腫れが引くまで安静にしていてください」

「野草の香こう術じゆつだね。すごいや。ルージュはまるで魔法使いキルケみたいだ」

　安静にするも何も、ファイシスには車椅子も馬もない。ここから一歩も動けないのだ。

「でも、迷い込んだ場所としては、幸運でしたね。すぐそこに岩穴もあるし、何より湖がありますから、飲み水に苦労しなくて済みますよ」

「水……飲みたいな」

　ルージュは木立の向こう、すぐそこにキラキラと水面が輝く湖に走っていく。

　そして、美しい光の網目模様が両手に映る新鮮な水を掬い上げ、ファイシスの元に戻った。

「ああ、美お味いしいね」

　ファイシスはルージュの手から器用に水を飲みきった。

　湖からファイシスのところまで運ぶ間に、掌の水は半分ほどにこぼれてしまっていたから、ルージュはもう一度汲みに行く。

　ついでに自分も水を飲み、はあっと息をついた。

　耳を澄ましても鳥の声しか聞こえてこない。駒こま鳥どりかツグミか、そんな感じの鳥の声。

　蹄ひづめの音どころか、動くものの気配もまったくない。樵きこり小ご屋やから立ち上る、煙突の白い煙が確認できることもない。

　そして、太陽が傾きかけても、誰かがルージュたちを捜しに来てくれている気配はなかった。

　ルージュは、飾りたてられて綺麗だけれど窮きゆう屈くつな乗馬靴をそっと脱ぎ、ほっと解放されたようなため息をつく。

　本当は一番辛いのはコルセットで絞り上げられた胸元だったが、さすがにそれをここで外すのはためらわれた。

「大丈夫？　ルージュ、苦しいの？」

「申し訳ありません、あの……後ろ、コルセットの紐を少し緩ゆるめていただけないでしょうか」

「うん、いいよ」

　あっさりと承諾して、ファイシスはルージュの背中の紐を緩めてくれた。

「どう？」

「はい。すごく楽になりました。でも……王子、コルセットを緩めるの、お上手なんですね」

「そう？　じゃあ、よかった」

（まさか、ガーゴイルが何人もの女性とつき合っていて、コルセットを緩め慣れているとかじゃないわよね？）

　そんな考えがよぎってきてたまらない。

「王宮の人たちって、こんなに苦しい格好ばかり続けて、よく毎日平気だなって思います。尊敬しますけど」

「そうだね。子供の頃からそういうものだと思って育つからだろうね」

　王子はふっと笑みを漏らす。

「ルージュは裸足はだしも綺麗だね。ものすごく似合ってる」

　ドレスを少し捲めくり上げ、足を草の上に放り出したルージュを見ているファイシスは、今までにない自然な笑顔だ。

　木こ洩もれ日がレース模様のようになって落ち、ファイシスの頰に、髪に、彩りを乗せている。

「故郷にいた頃はよく裸足で走り回っていたんです。ジョシュアはあまりつき合ってくれなかったので、村の子供たちと遊んでて……。春祭りとか収穫祭でも、みんな大きな火を囲んで裸足で踊ったりしていたんですよ。村の人は裸足でいることが多いんです、大地の鼓動を感じるんだって」

「いいね。そういうの」

　ファイシスはそう言いながら、自らも、怪我をしていない方のブーツを脱ぎ始める。

「気持ちいいね」

「ですよね」

「───ごめんね。僕のせいだねきっと」

　急にしょげた顔になって、ファイシスは自分の足下を見つめたままそう呟く。

「どうされたんですか？」

「ルージュはきっと、元のお城で暮らしていた方が楽しかったんだろうなって思って」

「そんなことはありません！」

　きっぱりと、声を大きくして言うルージュを、ファイシスは不思議そうに見上げる。

「私は、王宮に来てファイシス様と会えて、お世話できる立場にいることもすごく嬉しいし、楽しいと思ってます」

「本当に？　無理はしなくていいよ？」

「本当ですってば。案外疑うたぐり深いんですね。ファイシス様」

　ファイシスはやおらルージュに手を伸ばし、そして腕を摑んで自分の上に引き倒す。

「じゃあ、ずっとずっとそばにいてね。約束だよ」

　指を差し出してきて、ルージュの小指に自分の小指を絡めてくる。

「またこれですか？」

「これはね、大昔からある約束の儀式なんだって。破ったら全身の血を抜かれるんだって」

「それは……困りますね」

「うん。だから約束を破ったらダメだよ」

「はい」

「ヴィクスに教わっておいてよかった」

「ヴィクスですか……」

　あの不機嫌そうな生真面目そうな堅苦しい顔をして、ファイシスにはそんなメルヘンなことを言っている彼を思うと、顔がふにゃりと歪んでくる。

「好き……だよ……」

「え？」

「ルージュのこと、大好きだよ……」

「わかってます。私もです」

　あっさりと口にしたのに、ものすごく照れてしまって、つい目を逸らして、話も逸らす。

　ふと見上げると、森の上の小さな空をコウノトリが飛んでいった。もう夕暮れだ。

「きっとなんとかなりますよ。馬はとても賢いですから、自分で戻ってくるかもしれません」

　それは一部、ガーゴイルの受け売りだ。

「そうかな。ノワール、口笛を吹いたら戻ってくるかな。聞こえるかな」

「でもファイシス様。とにかく今はここで休みましょう。足の腫れもずいぶん引きましたね」

「ルージュがマリーゴールドの湿布を知っててくれたおかげだよ」

　足を放り出すようにして座っていたファイシスが、一番酷く打った右足の足首を引き寄せ、そっと湿布の上から手を当てている。

　まだかなり痛むのだろう。

　オレンジ色の即席の湿布の下で、肌が赤く腫れているのが、ルージュにも見て取れる。

　食べて、寝て休めばきっとずいぶんよくなるだろう。

「夕食に、何か食べられるものがあるといいんですけど」

　夏ならともかく、春の森にはあまり人が食べられそうな植物はない。

「あ、イチゴが……。よかった。ファイシス様、イチゴがなってます」

　枝を広げた木々の間に、わずかに光が射し込んでいる。下生えの中にちらちらと可愛らしい赤い実が覗いているのが見て取れた。

　それはすべて食用にできる野生のイチゴだった。

「イチゴ、召し上がりますか？」

「うん」

　ルージュはエプロンを窪くぼませて、できるだけ大粒で赤く色づいたイチゴを選んで摘んでいく。

　そして温かな草の上で休むファイシスの元に運んでいった。

「軽く拭ぬぐっておきましたから、このまま召し上がって大丈夫ですよ」

　ファイシスは、初めは恐る恐るイチゴを口に含んだが、すぐに笑みを浮かべて頰張った。

「甘くて酸っぱくて美お味いしいよ。ルージュも食べたら？」

「はい」

　勧められて、ルージュもファイシスの隣に腰を下ろして、一粒二粒口にする。

「美味しい？」

「はい」

　にこやかに訊いてくるファイシスに、にこやかに返しながら、内心はこの事態をどう切り抜けるかでいっぱいだ。

　馬は見つかるのだろうか。見つからなければ救出を待つしかないのだが、それはどれくらいの時間だろう。半日か一日か、もっとか。

　食事はどうしたらいいのか。日が落ちて気温が低くなったら、ルージュはともかく体の弱いファイシスは大丈夫なのか。

（私だけなら、もうちょっと動き回ってみてもいいんだけど、ファイシス様をここに一人にしてもおけないし……）

　ファイシスが歩けないということが、思案どころとなってしまう。

「ファイシス様。本当に他に痛むところはないんですね？」

「うん。大丈夫。馬から落ちたんだから、こんなものだよ」

　ルージュを気遣ったファイシスの言葉に、かえって不安になる。ファイシスは、他人に心配をかけまいとして、無理をする性分に違いない。

「僕、這って進もうか？　夜になるから民家を探した方がいいよね」

「いえ。きっとすぐにヴィクサントールやアレクが捜しに来ますから、このままここにいましょう」

「ヴィクス……僕を捜してくれるかな」

　イチゴを食べ、日だまりで休み、ひとしきりの興奮が収まったのか、ファイシスはふと寂しそうな表情になってそう呟く。

「やだ！　必死になって捜しているに決まってるじゃないですか！　今頃血ち眼まなこになって馬を駆っていますよ。ただ方向と場所がいまいち摑めていないだけで」

「そうかな」

「どう考えてもそうです」

「だって、ヴィクスは僕がプチトリアノンの外に出ることも、乗馬も反対だったから。ヴィクスの言うことを聞かなかった僕のこと、もう嫌いかもしれないよ。それにこんなことになったのは、いつも世話をしてくれる彼の言いつけを守らなかった僕への天罰かもしれない」

　ルージュは、伏し目がちに猛もう省せいしているファイシスを、ぎゅっと抱き締めたくなった。

「ファイシス様は、いつもヴィクスの言うことを聞いているじゃないですか。それより、帰ったあとのことを心配した方がいいですよ。あの人絶対ファイシス様のこと、監禁してきます」

「監禁？　ヴィクスが僕を？」

「私の場合アレクの軟禁ですんだけど、ヴィクスの場合は絶対ファイシス様を監禁してきますって！　気をつけてくださいね」

「ヴィクスは結構頑固だから……そうかも。深く静かに怒るんだ。根ね暗くらだかららしいけど」

「根暗……なんですね。やっぱり」

　彼の姿を想像し、あれが根ね明あかだったらどれだけ滑こつ稽けいだろうと笑いが込み上げてくる。

「うん。根暗で陰険で頑固で細かくて、引きこもりで独占欲が強いんだって」

「───えっと……、それ誰が言っていたんですか？」

　これは決して、ファイシス自身のヴィクサントール評ではないだろう。的を射すぎていて酷すぎる。

「アベリシアが。あ、猜さい疑ぎ心しんが強いとも言ってたかも。でもこれはヴィクスには内緒だよ」

「はい。もちろんです」

　ルージュがそんなことを口にしたら最後、確実に殺される。

　しかも、きっと殺人だとは疑われない、巧妙な毒殺の類たぐいでだ。

「でもヴィクスは、何事も完璧なんだ。彼にできないことはないんだよ。だからきっと、彼ならここもすぐに見つけ出すよ……」

「そうですよね」

　アレクもジョシュアも勘がいいし、馬がどちらに走ってどの森に入り込むか、そういう推すい理りは得意だろう。

（だからきっと……すぐに見つけてくれる……そうしたら……桃のコンフィチュールを作って……ドレスのサイズ補正してもらって……明日は王妃様の大仮面舞踏会に……出て……）

　多分、ルージュもずいぶん気が張り詰めていたのだろう。

　甘酸っぱいイチゴでお腹を満たし、昼寝をするにこれ以上の環境はないというほどの暖かな日差しのもと、いつしかファイシスと触れ合うようにして、深い眠りについてしまっていた。
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「───最悪だ……」

（うんそうかもね。でも、案外悪くはないのよ。降り注ぐ日差しの中に、ファイシス様が普通の少年のようにいるなんて信じられる？）

「信じられない！」

（でしょう？）

「なんだよここは。なんだよ？　この格好は？　なんだ？　この横に転がっているモノは!?」

　その綺麗な声はファイシスのものなのに、なんだか言葉遣いが下品だ。

「どうかしましたか？　ファイシス様……」

「やっぱりコレか……」

　目を開けたルージュの目の前に、ファイシス王子の顔がある。

　眠ったときと同様に、向かい合って抱き合うようにしていたのだが、なんだかそこにいるファイシスは目つきが悪い。唇もへの字に曲げて、何かとっても機嫌が悪そうだ。

「あなた……誰……」

「ファイシスだよ」

「この噓つき！　あなた、ガーゴイルでしょ!?　目つきが違うし、言葉遣いが違うもの」

「わかってるんなら、『誰？』とか訊くなよ」

「どうして、ガーゴイルがここにいるの!?」

　ルージュは、ガーゴイルの腕を振り払って飛び起きる。

　周囲の草に朝あさ露つゆが載っていて、キラキラと粒になって弾け飛ぶ。木々にはぼんやり靄もやの名残なごりが残っていて、湖畔は静かだ。

「そっか……一晩眠っちゃったんだ。で、ファイシス様はまだお休みで、あなたが目覚めたと」

「そのようだな」

　ガーゴイルは、目を覆うものを探しながら身を起こしたが、はっきり言って何もない場所だ。

「私しかいないから、顔を隠さなくても大丈夫よ」

「誰かが捜しに来たらどうする？」

「ファイシス様のふりをすればいいじゃない」

「あんな純粋培養されたような、人のいい王子様の真似なんかどうやったらできるんだ？　それに、こいつ、武器を持ってないじゃないか。王子たるもの、常に銃くらい携行するべきだ」

「ガーゴイルに不可能の文字はないんでしょ？」

「不可能の文字はなくても、〝無理〟の文字ならあるんだな。これが」

　体中をパンパンと叩いてみながら、ガーゴイルは悲痛な呻うめきを漏らした。

「やっぱり丸腰だな。あいつだって普段から命を狙われているだろうに、どれだけおめでたい王子なんだ」

「武器って……あなた何をする気なの？」

「法律で禁止されている裏取引の現場に潜り込んで、ブツの一部を奪だつ取しゆする」

「ちょっとガーゴイル？　それ、なんの話よ」

「お仕事のハナシ」

　ガーゴイルはファイシスが脱いでいたブーツを履いて、颯さつ爽そうと立ち上がる。

「ったく、一晩、あいつがこんな森で野宿するから、もう当日になっちまった。大番狂わせだ。かといって、今日の午後までに一度離宮に戻って準備を整え乗り込むには時間が足りない。このまま〝砦〟に向かうしかないか」

　ガーゴイルは周囲を見渡し、一番高く一番登りやすそうな大木に飛びつくと、するする器用に登っていく。

「ちょっと!?　危ないから降りてきて！」

「大丈夫だ。今、森の上をコウノトリが飛んでいた。巣があるのかもしれないな」

　かなりの高みから声が降る。そしてまもなくして、ようやくガーゴイルの体が茂る枝えだ葉はの中から見えてきた。

「足怪我しているのに、木登りなんてやめてよね！」

「ああ、怪我してるのか。道理で痛むと思った」

　なんだか、ファイシスを心配していいのかガーゴイルを心配していいのか、わからなくなってくる。

「それより、不幸中の幸いだぞ。この森の中にはルーエン城がある。青せい灰かいの塔が見えた。となるとここはムードンの森だな」

「ムードン？」

「ルーエン城は廃はい墟きよ同然の城だ。昔はサンティノワール公爵の居城だったが、イタリアから帰ってきてからは使っていないはず。通称〝コウノトリの砦〟だ」

「〝コウノトリの砦〟!?　それって……サンティノワール公爵が密会で言っていた場所」

「へえ。サンティノワール公爵がそんなことを？」

　くすっと小さく笑った彼を見て、ルージュはちょっと不審に思う。

「待ってよ。じゃあやっぱり何かの取引にサンティノワール公爵が嚙んでいるってこと？　それって攫さらわれて集められた子供だっていうんじゃないでしょうね」

「だったらどうだって？」

「どうって、それじゃ私の思っていたとおりじゃない」

「まあ、そうだとしても危険だから、おまえはここに残って、〝金きん魚ぎよのフン騎士〟が来るまでじっとしていろよ。森で迷って飢え死にすることもあるからな」

　そう言うと、ガーゴイルはシルクシフォンのサッシュベルトを腰から外し、マスク代わりに口元にくるっと巻くと、歩き出す。もちろん、ルージュもすぐ走ってあとを追う。

「待って！　私も一緒に行く！」

「来るな」

「行く！　あなた怪我してるのに武器も持ってないんでしょ？　それで危険な場所に飛び込むなんてどうかしてる！　あなたはファイシス様でもあるんだから！」

「だが今はガーゴイルだからな。おまえが銃とか剣とか弓矢とか持っているなら連れてもいくが、どうせ太ふと腿ももの短剣だけだろ？」

「そうだけど……」

「それにしても、王子様の久しぶりの乗馬にしては、ずいぶんな遠乗りだ。よほどの物好きか茸きのこ狩りのシーズンでないと、人は来ない森だぞ」

「ねえ。裏取引に来る相手って、それぞれ何人くらいなの？　どちらのものを掠かすめ取るにしても、恨まれて追われるんでしょ？　なのにあなたは武器もなくて味方もいないの？　それでちゃんと成功するの？」

　物騒なことを言いだしたガーゴイルに、ルージュの腰は思いきり引けてしまう。

「だからおまえは残れと言った。そんなひらひらしたドレスで来られても、足あし手で纏まといだ」

「ドレスは仕方ないじゃない。こんなところで脱ぐわけにいかないし。でも役には立つわよ。私ファイシス様をお守りするって決めてるし！」

「はいはいはいはい」

　ガーゴイルはさっきから、返事はしても決して後ろを顧かえりみず、ずんずんと先に進んでいく。

　緑のコケや、湿った大地を踏み締めながら、森の中を走ることは気持ちよかった。

「ルーエン城だ……」

　どれくらいたった頃だろう。かなりの距離を歩き、さすがのルージュもそろそろ足が重くなってきた頃、前方を急いでいたガーゴイルがそう言った。

　森の中。城へ通じる馬車道がある。つるつるに磨みがかれて減っている古い石畳。その先に厳いかめしい造りの古城が覗く。灰色の石積みの壁に、さっき彼が言っていた青灰のとんがり屋根が、五つある円柱形の塔のてっぺんに聳そびえている。

　だが、長い間放置されているのは一いち目もく瞭りよう然ぜんで、外壁がところどころ崩れていたり、屋上通路にコウノトリの巣がいくつもかけられているのがわかる。

「ここが……ルーエン城。〝コウノトリの砦〟……」

　風雨に打たれて幾いく星せい霜そう。手入れがされていないまま年月を重ねているが、女性的な趣おもむきのある城だ。

　近づくと城の一角から、か細い煙が空に向かって延びているのがわかる。

「ずっと廃墟だった城なのに、人がいるな」

　予想どおりといった感じの、確信に満ちた声。

「浮浪者が廃墟に入り込んで住みついたのでなければ、取引する奴らがもう来ているってことか。俺が数日前様子を見に来たときは、無人の城だったからな」

　ガーゴイルはすぐには建物に近づかず、周囲の大樹の陰に隠れながら、中の様子を窺っている。武器がないのに、どれだけの男たちの警護からそのブツとやらを盗み出すつもりなのか。

「ねえ、じらさないで教えてよ。いろいろと忙しい重要な仕事ってこのことだったの？　知っているから横取りしようとしているんでしょ？　何を取引しそうなの？」

「金きん塊かいと子供」

「じゃあ、最近レアパリ周辺で子供が攫われたりしているのは、やっぱり人身売買のため？　公爵が子供を誘拐したってことじゃない。あの城に、子供たちが捕らえられているの？」

「どうかな。今日、この場に連れてきて、金と子供を直接交換するんじゃないのか」

「じゃあ、今だったらもう子供がここにいるのかも！　早く助け出さないと」

　アリエルの弟も行方不明になったのではなく、拉致された可能性の方が高い。

　厨房に入り込んだあの少年も。

「おい、どこに行く!?」

　森から抜け出し、そこに聳える打ち捨てられたような古城に近寄ろうとして、ルージュはガーゴイルに腕を摑まれた。

「どこって、中に潜入してみるの。あなただって城にどれだけの人がいるか知りたいんでしょ？」

「あのサンティノワール公爵が関わっているかもしれないから、ムキになっているのか？」

　ずばりと言われて、ルージュはなんとなく面白くない顔で小さく頷うなずいた。

「取引途中の品物をたった一人で掠め取るんだから、地の利を生かすのがセオリー。そのためにあらかじめ地形と建物の構造を調べておいた。ある程度のことは頭に入っている」

「でも、どの部屋で取引が行われるかなんて、当日までわからないでしょ？　なんの武器も持ってないし、逃げる手段もない。早めに手を打っておかないと」

「今堂々と出て行って内部に潜入し、もし先客とかち合ったら、取っ捕まるか殺されるかだろ」

「待って！　あなたが捕まって売り飛ばされるってことは、それってファイシス様も……」

「売り飛ばされて弄もてあそばれるってことになるな。あいつは世間知らずだから……でも友達気分でなんでも言うことを聞いて、案外よろしくやるかもな」

「そんなの私が許さないわ。あなたは私が守るから!!」

「いいよ」

「よくない！　剣も持ってないんでしょ？　本当は、こんな場に踏み込むときはきっと銃の方が有利なんだけど……」

　ルージュはガーターベルトに装着してある金の細身の短剣を抜いた。

「やめてくれ。おまえは帰ったらどうだ？　レアベルサイユはあっちの方角だな。半日も走り続ければ離宮につく。馬か馬車を調達して俺を迎えに来てくれると助かるな」

「そんな！　あなたを危険な中に一人置いてはいけないわ！」

　ぐううっと、奇妙な間の抜けた音がルージュから鳴った。

「───腹も減っているようだし、な」

「城に人がいるからにはきっと食べるものもあるわ。私やっぱり行ってくる……！」

「し……！」

　彼が木々の向こうに何かを見つけてルージュの腕を引っ張った。

　黒塗りの立派な馬車が、木立の奥を走ってきたのが微かすかに見える。

「来たな」

「貴族の馬車みたい」

　装飾はほとんどなく、地味で目立たない馬車なのだが、手入れはされているようだし、何せちゃんと正装した御ぎよ者しやがいる。

「裏取引なのに、ずいぶん立派な馬車で来るのね」

「貴族の主従関係を舐めるなよ。主人が犯罪に手を染めていようと、百人単位の殺さつ戮りくを指揮していようと、使用人は黙って従うものだ。裏取引ほど護衛が必要だしな」

　ルージュの考えでは、罪を犯す者が堂々と部下を連れてくること自体納得いかない。

　なんとなく苛いら立だたしい。

「おい、また腹が鳴ったぞ！　どれだけ意地汚いんだ」

「あなたの空耳でしょ。鳴ってないもの」

　悔しまぎれにそう切り返したルージュだったが、前方の城の手前に男の姿を見つけて思わず叫ぶ。

「サンティノワール公爵！」

「何？」

「今、サンティノワール公爵がいた！　四人、手下を連れて迎えに出てきたの！」

「おまえ、公爵にこだわりすぎるな。やっぱりここに置いておく」

「あなた一人じゃ絶対無理。何人くらいでやってくると思ってるの？　子供たちの取引だったら、見張りの数もかなりでしょ」

「まあ、確実にそうと決まってはいないわけだが」

「決まってるわよ。ノイエフランスの子って、外国で高く売れるんでしょ？　公爵はイタリアに桃と交換で売り飛ばす気なんじゃないの？　庭園で密会していたのは向こうの関係者かも……っていうか、ガーゴイルはいつから公爵が怪しいって知ってたの？」

　彼は以前、ルージュが公爵の異常な行動を告げたときも、反論するでもなく動じるでもなかった。

「公爵が突然宮廷に戻ってきて以来、やけにいろいろな動きがあるとは思っていたからな」

「動き？」

　じっと見つめていると、三階の向かって一番左の部屋。男が崩れかけた窓辺に近寄っている。

「あの部屋で……取引をするのかも。そういえば夜会のとき、庭園で密会してた相手にワインを振る舞うとかって」

「なんだよ。もう思い出さなくていいぞ。静かにしていた方が、腹の虫も寝てるだろ」

「公爵と話しているのが誰か確かめようとしたら、忽こつ然ぜんと姿が消えちゃったんだけど」

「消えた……ね。じゃあ、サンティノワール公爵の密談相手は、小さな小さな妖精さんかな」

「バカにして。もういいわよ。こんな遠くから部屋の窓を眺めているんじゃらちが明かない。私一人で行ってくるから、あなたはここで待っていて」

「ルージュ！」

　ガーゴイルは足を痛めている。平気を装ってはいるが、痛みは相当なものだろう。

　あの、不敵な感じの澄ました公爵の悪事を暴あばいて、ぎゃふんと言わせたい。子供を攫って売買し、私腹を肥やすなんて許せない。

　ルージュはなるべく灌かん木ぼくや太い木の幹の陰に隠れながら、城壁を上手く回り込む。そして裏手に人ひと気けがないことを確かめると、半なかば朽くちかけている木戸に取りつき、そっと押した。

　ギイッと、蝶ちよう番つがいの軋きしむ音が響いて、びくっと身を縮める。

　だが、やはり周囲に人はいないのか、誰もその音を聞きつけてやってはこなかった。

　そっと身を滑り込ませて、中に入る。どうやら厨房らしい。

　ガーゴイルの言うとおり何年も使用されていないようで、ほとんどの竈かまどは蜘く蛛もの巣だらけだ。

　だが、なぜかテーブルには真っ白な皿がいくつも並べられている。その皿にウズラの卵とチーズの薫くん製せい。カボチャのクリームスープ。とろとろ野いちごのデザートというもてなしのメニューが盛りつけられていた。

（まさか……私、また夢を見ているの？）

　料理のかぐわしい香り、食欲をそそる美味しそうな色合いを幻まぼろしかと眺めるルージュの前に、人影が動いた。

　カタン。戸口から人が入ってきたのだ。

　この状況に呆然としていたせいで、ルージュは逃げることも隠れることも忘れていた。

　それでもかろうじてテーブルの陰に身を潜めたが、人影はまっすぐルージュに近寄ってくる。

（まずい……！　見つかった！）

　ルージュは剣を握り締め、鞘から引き抜く。

　人の気配が近づく。意を決し、立ち上がって剣を向けた。

　相手は声も出せずにルージュを見ている。それは以前、離宮の厨房に忍んできた少年、アレンだった。

「あなた！　無事だったの!?」

　少年は白いエプロンをつけ、まるで使用人のような格好をしていた。この部屋の料理もこれから振る舞われるのだろう。ワゴンに載せて運んでいくところだったらしい。

「あなた！　公爵に捕まっているんでしょ？　逃がしてあげる！　一緒に来て！」

　ルージュが手を伸ばして腕を摑もうとしたが、少年は恐ろしげに身じろぎし、後ずさりする。

「アレン！　どうした？　早く持ってこい！」

　男の声が向こうから響く。急がないと誰かここに来てしまう。ルージュは外へ逃げ出すことを考えたが、アレンはルージュを無視すると、誰かを呼ぶわけでもなく、そのまま料理を運んでいった。

（見逃してくれたのかな。でもあの子、やっぱりここに捕まっていたんだ！　助けないと）

　ルージュは、まだ何皿か残された料理を前にしながらも、ぐっと我慢しながら、さっきあの少年が出ていった方を覗く。

　廊下は薄暗く、誰かが見張りとして立っているという気配はない。

　あとを追ってみようとしたルージュの背後で、突然声がした。

「ルージュ。どうした？　食い物にはありつけたのか？」

　ガーゴイルだ。

「ガーゴイル！　びっくりさせないでよ。こんな時にご飯なんて、食べられるわけないでしょ!?」

　本当はかなり食べたかったから、なおさら八つ当たりのようにガーゴイルを睨む。

「はいはい。わかったよ。ここから金塊を奪取できたら、何か美う味まいものを喰わせるから、その恨みがましい目をやめろ」

「べ、別に恨みがましくなんかないんだからね！　というかなんでガーゴイルまで来たのよ」

「心配でおまえだけに任せておけるか。ドレスで危険な裏取引の現場に潜入なんて」

「怪我人のくせに、足手まといにならないでよ」

「そっちこそ足を引っ張るなよ」

　お互い、負けず嫌いな目で見つめ合って、そっと厨房をあとにする。

「いいか、居合わせた人間をどうこうしようと思うなよ。金を奪うだけでいい」

「ちょ！　なんでよ？　私はサンティノワール公爵を捕まえたいし、子供たちが囚とらわれているなら、売り飛ばされるより前に助けたいの！」

　ルージュは、迷うことなく前進し、階段を上がろうとするガーゴイルのあとを、物音を立てないように注意しながら必死で追う。

「頭を使え。金がなければ、今日この城で取引は成立しない。上手くすれば、相手に嵌はめられたと思い込んで交渉は決裂。お互いにやり合って自滅してくれる。そこまででなくても、取引は延期になる。そうしたらこちらがちゃんと武器を持って戦略も練れる」

「ああ……そうね……」

　確かに、何人いるかわからない敵を倒し、どこに捕らえられているかもわからない子供を二人きりで救出するより、木箱一つか二つ分の金をこっそりいただく方が簡単だ。成功率も高いだろう。

「でもね、実はさっき、プチトリアノンで会った子がここにいたの。多分サンティノワール公爵の手下をさせられているんだと思う。料理を運んでいったのもあの子で……だから絶対、助け出してあげたい」

「うまく運べば助けるさ。余力があればな」

　ガーゴイルの言うことはもっともだ。

　彼の方が、こういうことには慣れている。あっという間に、取引場所と思おぼしき部屋を見張れる位置に辿り着く。

　扉の前には、銃を持った男が二人立っていた。

　ルージュの前のガーゴイルの動きも止まっていた。この距離では何もできない。武器がないのがやはり痛い。見張りが移動するか部屋の中に入るかしないと、ここから部屋に近づくことは不可能だ。

「金は待ってりゃ出てくるさ。こういう取引ではお互いの目の前で物々交換をするのが定じよう石せきだ」

「じゃあ、子供ももうすぐ隠し場所から出てくるのね？」

「そういうことだ」

　潜めた声だ。ガーゴイルを見ると、ポケットから麦わらと、何か細い針のようなものを取り出している。身を低く屈めると、その二つを口に含んだ。

　管くだの先から、細く輝くものが目にも留まらぬ速さで二度飛び出した。やがてしばらく見つめる彼の前で、見張りの男たちがよろめき始める。

　床に倒れた音が響いてしまわないよう、ガーゴイルは二人の体が昏倒する瞬間に飛び出して体を抱き留めた。

　ガーゴイルは隣の部屋の扉を開け、中が無人だと知っているかのように、倒れた見張りの体を手際よく引き摺り込む。そこにルージュも招き入れた。

　そこは続きの間となっていて、廊下から耳をそばだてなくとも、この部屋の扉から取引現場の様子を窺うことができる。

「さっきのそれ、何？　武器は持ってないんじゃなかったの？」

　ガーゴイルは口に銜えた麦わらを上下させ、悪いた戯ずらっぽく微笑んだ。

　吹き矢のように、その中に針を仕込んで吹き出していたのだ。

「即効性麻酔薬を塗った針だ。下見のときこの城に隠しておいた。俺って相当賢いよな」

「それを言うなら、もっとすごい武器も隠しておいてよ。剣とか銃とか、爆薬とか！」

「俺の目的は、金を掠かすめ取ることのみだ。騒ぎになれば死人が増える」

　ガーゴイルは眠らせた男たちから奪った銃を持ち、慎重に隣の部屋へ続く扉へと近寄った。

　手入れされていない古い館は、何かの拍子に軋んで大きな音が立つから、まるで綱渡りをしているかのような緊張感がある。

　ガーゴイルが耳をつけられるような場所を確保した。扉もごく薄く開け、二人は幅一センチほどの視界で向こうの様子を覗き見る。

　そのとき、階段を上がってきた何人かの足音が、隣室に入った。




「ようこそ、いらっしゃいました。お時間が遅れていましたので心配をしておりました」

　扉の隙間から懸命に声の主を確かめようとするが、一センチほどの視界ではたかが知れている。

　そこはかなりの広間らしい。壁から突き出した牡お鹿じかの剝はく製せいが見える。

　革張りのソファ。背もたれに豪勢にかけられている毛皮。あの大きさと毛足の長さだと、熊だろうか。

　天井からは、時を経て燻いぶしたように黒ずんだ木材の梁はりが装飾的に張り出している。そこから下がるシャンデリアも豪華ではあるが、本来限りなく透明であるはずのクリスタルが、すっかり濁ってしまっている。

　モザイク状に張られた木製の床。

　掃除はゆき届いているのだろう。何年も放置されているというわりには整っている。

「おい。運んでこい」

　そう偉そうな声がする。誰かが木箱を抱えてきたようだ。

　ゴトッとテーブルに置く気配がして、次に鍵を回すような音が響く。

　続いて、ずずっと擦すれた音がして、箱の正面が相手の方に向けられたようだった。

「純度九九・九パーセントの金塊です。お確かめを……」

　低く潜められたしわがれ声。時折、気になる咳せきをする。

　相手の男は無言でそれを調べているのか、しばらく返答はない。

「確かに……」

　金塊を渡した方は、かなり年配の者かもしれない。

　ルージュはもう少し様子を覗きたくて扉を押した。

　一人の男はこちらに背を向けて座っていた。黒い裾が足を覆う。マントか、宗教的な法ほう衣えか。

「ではこちらの品物をご覧いただこう」

　低く抑おさえてはいるが、まだせいぜい三十代と思える男の声がそう言うと、椅子が音を立てて押され、足音が硬質に響く。

「選えりすぐりの十人を、確保してありますゆえ」

　部屋の中を移動する複数名の気配。

「子供の品定めとともにワインなどいかがですか？　なかなかいいヴィンテージですよ」

（〝子供〟！　やっぱり金と交換するのは子供なんだ）

　今の言葉でルージュは確信した。

　この三十絡みのしっかりとした声の男は間違いない、サンティノワール公爵だろう。

「───結構……私はすぐに帰らなくては」

　公爵の取引相手は、かなり無口で無愛想な人間らしい。

「そうおっしゃらず、大枚を叩はたかれて買われる子供だ。お気に召さないとこちらが申し訳ない」

「───すぐに、馬車に乗せてほしいとのご希望です」

　子供を買った年配の男は、喋るのが苦手の様子だ。この国の言葉をちゃんと話すことができないのか、それとも話したくないのか、今のは護衛らしき若い男が代弁した。

「では今すぐ、我が配下の者に命じましょう」

　こちらに背を向けている黒装束の男の向こうで、子供を売った男が動く。その手にはクリスタルのついたステッキ。立ち上がった人物の手には白い手袋が嵌はめられている。

　そして銀髪の緩やかなカールが頰にかかる男の顔がちらりと見えた。

（サンティノワール公爵！　やっぱり）

　すぐ頭上にあるガーゴイルの顔をちらと窺う。

　彼は動じることもなく、子供と金の取引を見守っている。

（早くあの金を奪わないと、子供が全員連れ去られてしまう。監禁された場所はどこ？）

　サンティノワールの屈強な従者が、金塊の入った木箱を閉じて、どこかに運び出してしまう。扉が開いたようだ。このまま持ち去られてしまったら、金も子供もルージュたちの手の届かないところに行ってしまう。

　ギシッ。

　はやる心で、重心を前にかけすぎたルージュの足下で、床が大きく軋んだ。

「誰だ!?　誰かいるのか!?」

　低い誰すい何かの声がこちらへ投げつけられる。

「逃げろ！」

　ガーゴイルが唸うなって、ルージュの腕を摑んで立ち上がらせる。

「侵入者だ！　捕らえろ！　でなければ殺せ！」

　今までルージュたちが覗いていた扉が蹴られて、大きく開いた。

　男たちが銃を抜き、構えたのが、背後にちらりと見えた。

　売り手と買い手の両者がはっきり見えた。一方は厳ついお仕着せに身を固め、武装した男たちを従者として伴ったサンティノワール公爵。

　もう一方は、皆が同じ黒い衣裳を身に纏っていた。

　頭の先からつま先まで、すっぽりと覆う法衣に似た衣裳。

（あれは……）

　ルージュの中で、あの衣服の男たちを二度見た記憶が甦よみがえる。初めは夢うつつの中で。次は、あの地下聖堂で生け贄にされかけたときの儀式の参列者だ。

「マール司教!?　噓……子供を買おうとしているのって、司教なの!?」

「そうらしいな。あの連中だ。生け贄にでもするんだろ。前におまえを使おうとしたように！」

　ガーゴイルはルージュの腕を引き、廊下を走り、階段を下りようとする。だが、階下から銃声を聞きつけた大勢の足音が迫ってきた。それで急きゆう遽きよ方向を変え、上階に駆け上がり、外のテラスに飛び出した。

　荒れ放題のテラスだった。手すりだったはずの石積みのいくつかが崩れ、床も崩壊してところどころ落下している。本来向こう側にも扉があったはずなのだが、足下に越えられない大きな穴が開いている。そのテラスから、逃げ場はなかった。

「どうするの？　どこにも行けない！　まさかここであの大勢と戦うの？」

　風が強い。ルージュの赤い髪もドレスのスカートも大きくはためき翻ひるがえる。ガーゴイルは、テラスの端に駆け寄ると、下を見下ろす。

「ルージュ！　摑まれ！　飛び降りる！」

「え？　えええええっ!?　無理！　やだ！　絶対無理！　死んじゃうじゃない!!」

　すごい高さだ。多分ここから足が離れた瞬間に恐怖で死ねる。心臓が止まる。

「あなただってダメよ。いくら普段二、三階から飛び降りているっていってもここは無理！　ファイシス様が、死んじゃうんだから！」

「ファイシス王子。ファイシス王子。おまえはそればっかりだな。ファイシス王子のためを思うなら、早くここから飛び降りろ」

「あなた私に死ねって言うの？　だったら、私はここであの強欲な男たちと戦って死ぬわ！」

　パン！　パン！

　公爵の配下たちと黒ずくめの男たちが、追いついてテラスに飛び出してきた。

　そしてルージュとガーゴイルを見つけると、手にした銃で闇やみ雲くもに撃ってくる。

「ルージュ！　早く俺に摑まれ！」

　ガーゴイルは弾を避よけながら、男たちと対峙しようと剣を握るルージュの体を引き寄せる。

「大丈夫だ。俺がおまえを死なせないから！」

「そんな軽い約束、保証が何もないじゃない！　あなたのそんな言葉より、私は現実の、この魂抜き取られそうな高さを信じるわ！」

「ルージュ！　俺を見ろ！　俺はガーゴイル！　この世の魔物でおまえの契約者だぞ。おまえから未払いの契約金を受け取るまでは死なせるわけがない」

「未払いって何？　未払いって知らない！　契約なんて解除なんだからぁっ！」

　ガーゴイルは真剣な目でルージュを見つめ、口元に巻いているサッシュベルトをぐいとずらすと、やにわにルージュの唇を塞いできた。
















「ん……ぅ」

　胸がキュウッとして、視界が彼の顔と髪だけになる。

　世界の音が聞こえなくなった。

　聞こえるのは、ドクドクと響く心臓の鼓動だけ。

　また、ほんの少し、血の味がした。契約の証あかしの口づけ。

　もしかしたら、それは血ではなく、赤く熟うれたイチゴの味かもしれなかったが……。

　何がなんだかよくわからない。下から吹き上げる風は唸うなり、髪は顔にむち打つほど激しく当たり翻る。男たちの声が、轟く銃声のようで、獣けものの咆ほう哮こうのようで。

　だがいつしか手すりの上に立ちはだかっていたガーゴイルは、ルージュを抱き締め声を張る。

「おまえは鳥だ。今俺がそう決めた。飛べ！」

　ガーゴイルは、ルージュの体を抱いたまま、空に飛んだ。

「ひ……」

（いや─────────っ！）

　そんな悲鳴も出ないほど、恐怖で全身が硬直している。地上には古い納屋とか馬小屋の瓦かわら屋や根ねの建物が見えたが、あまりに小さくて、犬小屋かと思ったほどだ。

　空中を落下する時間をどれだけ長く感じたことか。

　地面に激突する瞬間が近づいてくると、もう息すらできない。恐怖が心臓の動きを止め、呼吸も止めてしまっている。

（ダメ！　銃で撃ち抜かれて死ぬ方が、綺麗に死ねる確率が高かったかも！）

　だが、ふいに落下の速度が緩くなり、重力の方向が変わっていた。ルージュの体はガクンと腕の抜けそうな衝撃ののち、振り子のように左右に大きく揺れている。

　ガーゴイルはしっかりと命いのち綱づなをつけていたのだ。

「あ……？」

　ルージュが見たこともないような細く透きとおるような綱だった。だが二人の体重を支え、遙か上方のテラスからの距離をカバーできているのだから、その頑丈さは驚嘆ものだ。

「若干足りないんだな。なので、そこの壁にある突き出た石階段に取りついて降りる！」

　片手でルージュを抱いたガーゴイルは、ロープを揺らし、階段へと距離を狭めていく。

　階段といっても、壁の石を積む際に、そのようにも使えるという程度のものでしかない。手すりもなければ、歩幅に合わせて作られた段でもないから、なんとも不安な足場だ。

「よし！　しっかり摑まっていろ。俺を離すな！」

　詰まるような息でガーゴイルは命令すると、目算に合わせてロープを揺する。

　あと少しで彼の足が石段に届くかと思われたとき、ガンッ！　と鈍い銃声がして、ロープが切れた。

　頭上から、黒法衣服の男が狙い撃ったのだ。

　二人は抱き合ったまま落下した。

「───っ！」

　ドガッ！　という擬音語がふさわしい衝撃。ルージュとガーゴイルは、下に見えていた小屋の瓦屋根を突き破った。続けざまに、ビリリッと分厚い布を引き裂く音と感触。

「ひむ……ぅ」

　変な生き物の鳴き声が、ルージュの体の下から漏れた。

　豚か羊の上にでも落ちたのかと思い、薄暗い周囲に目を凝らす。頭上を仰ぐと、ルージュの突き破った布と、小屋の屋根に開いた大穴の先に空が見える。どうやら、小屋の中に停とめられていた大きな幌馬車の中にいるらしい。そしてさっきの奇妙な声は馬車内に積まれた荷物、ルージュの落ちた山積みの毛布の中から上がった声だ。

「何？　何かいるの？」

　毛布をめくり上げ、下を探った。と、なんとそこには、猛獣を入れるような檻に、子供が猿ぐつわを嚙まされ入れられていたのだ。

「こんなところに子供たちが！」

　十人の少年少女が狭い中に押し込められている。十歳にも満たない子供ばかり。両手も後ろで縛られていて、恐怖からか抵抗もできない様子だ。

　ルージュのことを、疑うたぐるような目で見ている。

「私は……敵じゃないのよ。人買いでもないから安心して。あなたたちを助けに来たの！」

「おいおい。こらこら。誰が助けに来たんだ。俺たちが早くここから逃げないと！　子供は後回しだって言っただろうが！」

　やはりそばに落下していたらしいガーゴイルが、幌の後部を跳ね上げてルージュを急せかす。

「でも、もしこの子たちがすぐマール司教の怪しい儀式に使われたら……」

「そんなことはないから安心しろ！」

　そう言ってガーゴイルが荷台に乗り込み、ルージュの腕を取ろうとしたとき、突然馬車の陰から黒い上着の男が飛び出し襲い掛かってきた。

「───っ!!」

　ガーゴイルがとっさに男の背後に回り込み、首に腕をかけて締め上げる。抵抗する男はしばらくもがいていたが、ガーゴイルは俊敏な動きで男の体を回転させ、今度はみぞおちに一撃お見舞いした。男は幌馬車の御ぎよ者しやだったのだろうが、声もなく崩れてその場に倒れた。

「ルージュ！　こっちだ！」

　ガーゴイルは、ルージュを無理矢理抱きかかえ、裏口の小さな木戸を目指して走り出す。

　ルージュがガーゴイルの腕に引かれて戸口に指を触れたとき、何か異常な気配がした。

「ち！　戸が開かないぞ」

　ガーゴイルが舌打ちし、呻く。ルージュの手はビリリと痺しびれ、足が、体が動かない。

「何……？　これ……」

　記号のような単語のような、解読不可能な文字が、扉に浮かび上がっていた。

　赤紫に発光するそれは、書かれているのではない。ステンドグラスが光を透過させ、床や壁に同じ図案を映し出すかのような、そんなようなものに見える。

　そしてその文字は、呪文により生き物のように蠢うごめいて、何かの単語や文を作り上げている。連なり、ぐるぐるその数を増しながら、ルージュたちの方に迫ってきたのだ。

　床にはいつしか円形の魔法陣が現れ、どんどん形をなしてきている。木戸の外から声が聞こえる。怪しげな呪文。低く低く、奇妙な言葉をずっと唱えている。

「危険……だわ。囲まれているかも。早くここから出ないと、この呪文の中に取り込まれて、身動きができなくなる！」

　ルージュは以前にも、これと同じ現象を見ていた。王立聖せい円えん図書館に忍び込んだ夜、ルージュの部屋の下に黒い法衣の集団が現れ、やはり何かを唱え始めた。そして彼らの足下から同じように目に見える呪文が、ルージュの部屋めがけて駆け上がってきたのだ。

「ルージュには、ドルイドの魔術が……呪文が見えるのか？　今かけられている術が？」

　ガーゴイルには見えないのだ。あのときの、得体の知れない恐怖が甦ってくる。

「床！　壁にも！　赤紫の文字！　変な文字が文章を作ってる！　気味の悪い紋章も……。多分あの黒装束の人たちが唱えている呪文で、これが浮き上がる……これは恐ろしい、魔術……」

　さっきから、ルージュたちを取り巻く黒い法衣の者たちはずっと不気味に口を動かし、何事かを呟いているのだ。

　胸が苦しい。周囲を取り巻く赤い文字が赤い炎を連想させる。

　赤い文字が、より強力に発光して、床を壁を這いずり回りながら扉に集まり、閂かんぬきと取っ手の部分に集中して蠢いている。おそらく魔術で扉を塞いでいるのだ。

（やめてよ……やめて。また炎を放つつもり？　みんな死んじゃう。赤い文字で浮き出る呪文。赤い魔術。赤い魔女……。赤い石の嵌まった腕輪……）

　ルージュの中で何かが弾けた。

「───闇は……光の元へ。まやかしは光の元へ。闇の呪文はザクロの中へ！」

　ルージュの口からそんな言葉がほとばしり出た。

　途端、扉に触れたまま動かなかった左手の腕輪の紅い石が、強烈に発光した。

　まるでランタンの光が数十倍、数百倍になったかのよう。

　ルージュもガーゴイルも、幌馬車の中の檻に閉じ込められている子供たちさえ、一斉に目を瞑った。

　戻らない視界の中、ぶわっと、爆風が起きたような感じを肌で知る。

　ようやく瞼まぶたを開けたときには、小屋の扉が、壁が吹き飛んでいた。

「ルージュ！」

　周囲を見る。黒い法衣の男たちが地面に倒れ伏している。呪文はとうにやんでいた。

「今だ！　ルージュ！　走れ！」

　ガーゴイルは、転げ回って呻いている男たちから銃を奪うと、破壊された裏口から走り出る。

　だがそこには、新たなる包囲網が待っていた。先回りしたサンティノワール公爵だ。

「止まりたまえ！」

　眼がん帯たいをして、クリスタルのグリップ飾りのついたステッキを握った公爵は、背後に六人の手下を従えている。

　軍人のような黒い制服の、厳つい男たちだ。明らかに数が増えている。

　目前で、それらの男全員に銃を向けられていては、止まるしかない。

　公爵の足下に、さっきルージュの腕輪の光で吹っ飛んだ木戸が、頑丈な錬れん鉄てつの蝶ちよう番つがいもねじ切れて、不気味な姿になって転がっている。

「これはえらいことをしてくれたな。君らはせっかくの計画を台なしにしてくれたわけだ」

「せっかくの計画……ね。大事な〝商品〟の無事を確認するのが先じゃないか？」

　ガーゴイルの声は、まだ顔にサッシュベルトを巻いたままだからくぐもっている。

「公爵。あなたの悪事はもうばれているんだから！　そこをどいて！　私たちを帰しなさい！」

「悪事？　私が何をしたと言うのかな？」

　ガーゴイルが銃を使っても、これほどの人数に囲まれては逃げ切ることは難しい。足には怪我をしている身で、公爵を拘束することも不可能に思われる。

（でも、なんとかこの場を切り抜けないと……さっきの変な爆発がもう一回あれば……）

　そこに、背後から、ルージュの体を羽は交がい締じめにしてきた黒い腕があった。

　黒い法衣の男だ。

　さっきの光の炸裂で、飛び散った壁の直撃を受けなかった者が奇跡的にいたらしい。男は深々と被かぶったフードの下から、赤い口を開き呻いた。

「赤い小娘……。よくもやってくれたな。赤い悪魔、赤い魔女。おまえはやはり王宮に……我々に不吉をもたらす危険な存在……」

　それはマール司教だった。黒装束が裂け、緩やかな白髪が覗いていたが、どこにも怪我をした様子はない。

「おまえに正体を知られたからには……始末させてもらう」

　そして、ルージュの首に骨張った枯れ枝のような手を回すと、再び怪しげな呪文を唱え始めたのだ。

　言葉がうねって、ルージュの首にまといつく。そして同時にきりきりと絞しめつけてくる。

「あ……く……」

　ルージュの喉から苦しげな音が漏れる。キィンと耳鳴りがしたと思ったら、唐突にその絞こう首しゆ呪文は幕を閉じた。

　ガーゴイルが、司教の頭を撃ち抜いていた。

　空中に鮮血が飛び散って、司教の引きつり硬直した顔がフードから覗く。

　司教は、ルージュを殺害するための呪文だけに集中していたのだろう。ガーゴイルの動きに対応できなかったのだ。あまりの早業に誰もが啞然として、司教の姿を見つめている。

　ガーゴイルはゆっくりとルージュを司教から離し、抱き締める。ルージュの目の前で司教の体はどっと、地面に倒れ込んだ。

「───ガー…ゴイル……。マール司教……殺しちゃったの？」

「いや。殺してない。殺せなかった、というべきか」

　ガーゴイルは頭を撃ち抜かれた司教の体を足で蹴って、そのフードを捲めくり上げた。

　現れた顔を見て、ルージュは一瞬体を強こわ張ばらせたが、すぐに〝やっぱり〟という表情になる。

　ガーゴイルの言うとおりだった。そこに倒れて死んでいるのは、司教とは似ても似つかぬ中年の男だった。

「彼が、魔術で替え玉を使ったの？　さっきまでは確かにマール司教だったのに」

　改めて司教が、おぞましい男であることを実感させられたような、複雑な胸中だ。

「そういうことだな。奴はまだ生きている。気をつけろ。サンティノワール公爵もそれに気づいているだろう」

「公爵が？　なぜ？」

「奴は普通の男じゃないぞ。ただのシグナス・ド・サンティノワール公爵じゃないんだ。あいつは……」

「え……？」

　公爵の手下たちが、ルージュとガーゴイルに隙ができたとばかりに殺到してきた。

　ガーゴイルとルージュの二人を素早い動きで取り囲む。

「ち！」

　ガーゴイルは舌打ちし、手を上着の下に滑り込ませる。法衣の男たちから奪った二丁の銃を取り出そうとしたとき、公爵の声が響いた。

「その者たちは、撃つな。拘束もしなくていい。異教徒が逃げ出していないか、追え！」

「ですが！　こやつらのせいでこちらにも被害が……！」

「確かに、公務執行妨害だな。だが、子供たちを救おうとしていたようだから、大目に見るか」

　サンティノワール公爵の言動とは思えない。

　ぽかんと口を開けているルージュに、公爵は近づいてくる。

「赤い娘。おまえは本当につくづく私の邪魔をする嫌な子供だ。被疑者逃亡。被害甚大。死傷者多数。先ほどの爆発をどうやって起こしたのかもお聞かせ願いたいから、一緒に来てもらおうか。むろん、そこの顔を隠した大活躍の君にもね。ガーゴイル君？」

　ルージュには、何がなんだかわからない。そこに、さらなる混乱をもたらす者がやって来た。

「シグナス！　失敗しちゃったの？」

　館の方から駆けてきたのは、あの少年、赤毛のアレンだった。

「アレン！　怪我はなかったか？」

　飛びついてきたアレンに、公爵は信じられない甘い声でその名を呼んで、抱き留める。

「うん。大丈夫だよ。シグナス！　でも、せっかくみんなで悪者を退治しようとがんばってたのに、こんなところで終わっちゃってすごく残念。司教は死んじゃった？　あのお姉ちゃんが殺したの？」

　アレンに続いて、檻から出され拘束を解かれた子供たちが近寄ってくる。

　そして一様に公爵にすり寄って甘えている。まるでマタタビで手なずけられた子猫のようだ。

「解放してる……？　人売りが？　ねえ、ガーゴイル。どういうことかわからない……」

　向こうで子供たちを自由にしたのは、サンティノワール公爵の手下の男たちだ。

「言っただろ。ただの公爵じゃないって」

　ガーゴイルは、何か彼の秘密を知っているらしい。最初からそんな気がしなくもなかった。

「俺はあいつに捕まったらまずいからな。とりあえず、先に戻る！」

「え？　ちょっと！　ガーゴイル!?」

　ガーゴイルは、ルージュの頰に小さく別れの口づけをすると、走り出す。前方に立ち塞がる公爵の傍らを擦り抜け、子供を跳び越えながら、公爵の髪を剣の切っ先で払った。

「───貴……様っ！　よくも……」

　公爵は眉を吊り上げ、背後に回ったガーゴイルに銃を素早く向けたが、周囲に群がる子供たちのせいで、その動きは決して俊敏とは言えなかった。

　ガーゴイルは、行く手を阻む公爵の配下の者を銃で威嚇し、走り続ける。そして鋭く長い独特の口笛を吹くと、木立の中に現れた黒馬に飛び乗り、颯爽と森の中に消えていった。

　また、呆然とさせられているのはルージュだ。

（ちょっと、私一人残すなんて、どういうつもり!?　さっきは私だけは助けたいって思っているって、あんなに真剣な顔で言ったじゃないの！　あれは噓!?　ちょっとばかり見直したのに……もう！　私のときめきを返せ!!）

　公爵の標的は、もうここにはルージュしかいなかった。すらりと抜いた剣をルージュに向けながら、公爵はゆっくりと、だが確実に歩を詰めてくる。

「さあ、赤い娘。我が元へ」

「え？」

　公爵の様子は、さっきまでそこにいた公爵とはまるで違っていた。

　銀の緩やかな巻き毛のはずが、黒い短髪に変わっている。整っていた口髭が取れかけている。そして地面には銀髪のカツラが転がっていた。

「あなた……誰？　何者なの？」

「知りたいか？　だがダメだ。おまえごときにこの私の素す性じようを明かすと思うか？」

　公爵は、黒髪の青年となった姿のまま、優雅な〝突き〟のポーズでルージュの首筋に剣を当てた。
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「ルージュ！」

「ルー姉様！」

　声が響いた。

　アレクシスとジョシュアが、男たちの包ほう囲い網もうに馬車ごと突っ込んできたのだ。

　男たちは陣じん形けいを崩くずし、轍わだちに巻き込まれないようにと大慌てで散開する。

　中には馬車と馬に発砲しようとした者もいたが、それはサンティノワール公爵が止めた。

　飛び出してきたジョシュアは銃を、アレクシスは剣を携たずさえている。

　ルージュの前に立ちはだかり、サンティノワール公爵と、その部下たちに応戦の構えを見せた。

「姉様、無事？」

　ジョシュアが、腰の予備の銃を抜いてルージュに投げる。
















「うん、なんとか……」

　ちょっと気の抜けた声で答えて、ルージュはそれをしっかりと握り締めた。

　迎えと助けの両方が同時に来たのだ。二人が今、自分を守ってくれている。ルージュはその場にへたり込みそうなほど安堵した。

「あなたが、ルージュを襲ったのですか？」

　公爵は、邪魔が入ったとばかりルージュから剣を引き、アレンが拾い上げてくれていたカツラを再び装着する。

「あなたたち、離宮の人ですよね。シグナスは別に悪くないんですから、邪魔しないでくれませんか」

　アレンはまるで公爵を守ろうとするかのように、勝ち気な瞳をアレクシスに向ける。

「───姉様。この子……誰？　なんだか唐突で生意気なんだけど」

「人売りに利用されてるうちに懐なついた子供みたい。私にももう何がなんだか。結局マール司教が人を買う悪い奴だってわかったくらい」

「任務なんだよ。シグナスの任務。年取って見せているのも、司教と仲良くしてたのも、子供を誘拐している悪い奴に見せかけてたのも、みんなシグナスの演技なんです」

「───シグナスって誰？」

「シグナス・ド・サンティノワール」

　アレクとジョシュアもぽかんとするしかない。周囲に黒い法ほう衣えの死体が散乱し、制服姿の厳つい男たちに大勢取り囲まれているこの状況で、公爵には十歳に満たない子供が十人ほどくっついている。

「最近の人買いは、ずいぶんよく子供を調教するんですね。それでルージュも攫さらおうとしたんですか？　高く売れると踏んだんですね？」

「君は……目が悪いのか？」

「私ですか？　いえ、視力はきわめて良好です。空高く飛ぶヒバリですら落とせる自信はありますが」

「ふん。女の好みが悪いのか。それでは何も言うまい」

「ちょっと！　あなた本当に返かえす返がえすも失礼ね。アレク、ジョシュア、この男を捕まえて！」

　アレクはまさに、〝飛んだ〟と言っていい速さと高さで公爵に飛びかかると、剣を公爵の喉のど頸くびにあてがった。

「おとなしく投降すれば危害は加えませんが、いかがいたしますか？　公爵」

　公爵も自みずからのステッキの鋭い先端を、アレクシスの喉元に押し当てる。

「私の言いたいことも同じだよ。アレクシス・ド・ユーシス」

　公爵は右の手袋を脱ぎ、その中指の紋章入りのカメオを指で撥はね上げた。

　そのカメオの下にはまた別の紋章入りの黒いカメオが現れる。アレクシスが〝それ〟に気づいた。

　剣にかける力を抜いて、公爵の顔を見つめる。

「秘密警察？　王陛下の特務機関だという……」

「───詳しく我が口から告げることはできない。察していただけると助かる」

　公爵はそう言って、ステッキを収めた。

「ルージュを自由にし、王宮に無事に返す約束をしていただけるのなら、応じましょう」

　公爵は、片手を挙げて、警戒態勢に入っていた配下の者たちへ、その命令を解いた。







「───ねえ、アレク……。大丈夫なの？　この人……」

　ルージュは、さっきから沈黙が支配する馬車の中で、目の前に座る公爵を牽けん制せいしながら見つめている。

　みんなが揺られているのは、サンティノワール公爵の大型馬車の中である。

　さすがに金持ち貴族とあって、馬車の乗り心地ごこちは上等だ。アレン含めて五人が乗っても、ゆったりとした広さがある。

　ルージュは何がなんだかわからなかったが、とりあえず公爵が子供の売買を商売にしているわけではなさそうなのと、自分も変装し、子供たちを囮おとりに潜入工作についていたらしいことだけは理解した。

『ご一緒に……私の馬車で戻りますか？』

（そうサンティノワール公爵が、無愛想な顔つきながら言ってきたときは、この人も魔術で別人になったかと思ったけど……違うみたいね）

　ルージュは、向かいに座るサンティノワール公爵を、さっきからじろじろと凝ぎよう視ししている。

「本当は……サンティノワール公爵ではなく、その髪はカツラで、その髭ひげもつけ髭で、その杖も体が悪そうなふりをするための小道具だったんですね。かつてのサンティノワール公爵になりきるための……」

「──そういうことです」

　さっきからずっと声は低く伏し目がちで、仏ぶつ頂ちよう面づらは変わらない公爵の、乱れた銀のカツラから、本来の髪が覗いている。はっきり言って黒の方がカッコいい。

「本当のお名前と地位は？　貴族じゃないの？」

「出自についてはすべて機密事項です。本来、こんなこともあなたがたに話すべきじゃないんだ」

　相変わらず、言葉の端々から無愛想さが炸裂している。

「レアパリ周辺で、たびたび子供が行方不明になっていたのは、マール司教などの特殊な目的を持つ者が、高額で買い取っていたからですか。拉ら致ちされ売買されていると」

「ああ、マール司教は慈善事業として孤児院も運営している聖職者だ。その彼が子供を買い取り何をしているのか疑問だった。身寄りのない子供、貧しくて捨てられた子供たちが自分の孤児院に大勢いるのに、なぜわざわざ別のところから大金を出して子供を買うのか。生いけ贄にえ目的という疑いはあったんだが、証拠がなかった。裏を取りたかったんだがね」

「その謎を解明しようとして、秘密警察が動いたということですか」

　アレクは公爵の指輪の紋章を指し示す。公爵が右手に嵌めている二重のカメオ。下に隠された黒カメオの紋章は、秘密警察の印だったのだ。

「秘密警察、ボク、噂では聞いたことがあります。変装したり偽名とかを使うんですよね」

　はす向かいの眼帯男に向かって、ジョシュアは早くも懐っこい目を向けている。

「秘密警察……。それでこんな年とし端はもいかない子供を離宮に潜入させたりしたの？」

「それは、シグナスのせいじゃないよ。僕が名乗り出たんだ。離宮のヴィクサントールっていう人も司教とよく会ってて怪しいから、何か摑めないかって。それこそあの人は、毒薬なんかにも詳しいって噂もあるし……」

　口を挟んだアレンは、公爵をかばおうとして少々喋りすぎたようだ。

　公爵にじろりと睨まれ、それ以降口をしっかり閉ざしてしまう。

（毒薬に……詳しい……？）

　ルージュはちょっと引っかかったが、今はとにかくこの公爵を糾きゆう弾だんすべきだ。

「仕事だからって、大人おとな気げないわ。カツラや眼帯つけたり、ステッキ持ったり、わざと無愛想に振舞ったり……」

「───いや。私はわざと無愛想にしたことなど一度もないが？　君に対する態度だったら〝素す〟だ。赤い娘はマナーがなっていないからな」

「なんですってー!?」

　公爵は目を瞑つむったまま不機嫌な顔で、ルージュが気にしていることをずばりと言い放つ。ルージュがむっとして思わず立ち上がったとき、馬車が揺れた。

　バランスを崩したルージュは、前の席の公爵に倒れかかる。

　さすがの公爵も、避けきれなかった。身を硬くして、倒れたルージュの体を受け止めている。

　ジョシュアがルージュの体を元の席に引き戻そうとしたとき、異変に気がついた。

「公爵？　どうかしたんですか？」

　公爵の首や頰に、紅い発ほつ疹しんが浮かび上がっていたのだ。

「───なんでもない」

「でもそれ、すごいですよ？　急にどうしたんだろう。悪い病気かも。すぐお医者様に……」

　ルージュがとっさに公爵の額に手を置いた。が、公爵はまたもその手を思い切りはねつけた。

「あ、またそういうことするの？　あなたおかしいんじゃない？　親切でやっていることに対してその態度！」

　公爵は口を曲げ、顔を隠すように俯うつむけて、止まった馬車の扉を自分で開けて飛び降りる。

　もう馬車は、レアベルサイユ宮殿に到着していたのだ。

「ちょっと！　待ちなさいよ」

「ルージュ！　公爵に対してなんてことを」

「だって、向こうが悪いでしょ？　それこそマナーがなってないわ」

「あのね。シグナスは女の人がじかに触るとああなっちゃうの」

「え」

　そのアレンの答えは、あまりに意表をついたものだった。

「女性アレルギー……ってことですか？」

「うるさい！　アレン！　くだらないことをその赤い女に話すんじゃない！　国家機密だぞ」

　外から、地獄耳の男の悲痛な声が聞こえてくる。ルージュはにやりとほくそ笑んだ。

「弱味、ゲット。何か秘密があると思ったら、やっぱり〝悪い病気持ち〟なんじゃないの」

　これで、今度から〝赤い女〟呼ばわりされても対抗できる。

「ルージュ。人様の不幸を喜ぶのはいけません。ファイシス様が悲しみますよ」

「ファイシス様……そうだ。なんで二人ともファイシス様のことは訊かないの？」

　ルージュは忘れていた疑問を、そのアレクシスの言葉でようやく思い出して口にした。

「あれ、言ってなかった？　ファイシス様はちゃんとノワールに乗ってお戻りになったんだよ」

「え……」

「ここに来る途中、ずいぶん王宮に近い場所で、戻ってこられるファイシス様をボクたちが見つけてね。ヴィクサントールが同行して帰ったはずだよ」

（ガーゴイル……ファイシス様に戻ったんだ……。演技かもしれないけど……）

　ガーゴイルのことだから、心配はしていなかった。

　彼は、たくましくも強くカッコいい盗賊騎士だ。

「姉様！　ほら、早く馬車を下りて！　今夜が大舞踏会だって忘れてない？　忙しいんだよ？」

「あ……」

「あ、じゃないでしょう。大舞踏会は今夜。それまでにあのドレスの補正もするんですよ？」

　プチトリアノンの離宮に戻ると、途端にみんなの時間の回り方が早くなった。

「でも、王妃様のドレスはあんなで……とても今からじゃ」

「大丈夫。ボクたちに任せてよ。それに、桃のコンフィチュールのことも……」

　今度はジョシュアの言葉で、この一昼夜ほど抜け落ちていた大事な約束を思い出す。

「コンフィチュール！　まずい！　すぐに煮込み始めないと！」

　ルージュはアベリシアの挨拶もそこそこに、館に慌てて飛び込むと階段を駆け上がる。

「姉様、落ち着いてよ。そんなのボクがとっくにやっといたよ」

「え？　なんで？」

「その調子だと、レシピをちゃんと読んでないね？　桃から出た水分で作ったシロップに一晩漬けて、砂糖の浸透圧を利用して桃からさらに水分を出すんだよ。そして次の日にシロップだけ煮詰め、果肉を加える。そうするとフレッシュなコンフィチュールができるんだ。果肉は潰してもいいし、ごろごろした塊かたまりを楽しむもよし。安心して。今月王子との約束を果たせるよ。もし帰りが遅くなったことを考えて、王子の部屋にもう可愛くして置いてあるから」

「あ───よかった……ぁ……」

　安心したせいで全身の力が抜けたルージュは、その場にへたり込んだ。

「ドレスの汚れと傷も、ジョシュアの案でずいぶん素敵に直せましたよ。大丈夫。王子のところに行ってから部屋に来てください」

　落ち着いた温い瞳と声。アレクシスがそう言うなら、きっと大丈夫なのだろう。

　ルージュはよろよろと立ち上がって、髪をちょこっと整えてから、隣の部屋をノックした。

「どうぞ、入って」

　中から少年の声が聞こえた。ルージュはキイッと小さく軋きしむ扉を開けて、薄暗い部屋の中に入る。天てん蓋がい付きのベッドの奥に白い夜着の人の姿。

　そこにいたのは、上半身をクッションで起こしているファイシスだった。

　多分一度、また眠りについてガーゴイルからファイシス王子に入れ替わったのだろう。

「ルージュ！　お帰り」

　晴れやかな声。少し火ほ照てった薔ば薇ら色いろの頰。

「ファイシス様。お元気そうで安心しました。足の怪我は痛みませんか？」

「大丈夫。あ、そうだ。ボクが寝ている間にこれ置いてくれたんでしょう？　ありがとう」

　ファイシスは、ナイトテーブルの上にある白いレースの覆いを指で取り払う。

　その下から出てきたのは、みずみずしい桃のコンフィチュールのヨーグルト添えだ。

　先日、ファイシスに出したのと同じ色合い、同じ盛りつけで皿にちょこんと乗っている。

「これ、桃の中に微かに香るの……バニラビーンズだよね……この香りも好きなんだ。ルージュに会ってお礼を言ってから食べようって思って、ずっとここに置いたまま待ってたんだ」

「喜んでいただけて、よかったです……」

「もしかして……すごく大変だったの？」

　ファイシスが、覗き込むような瞳でルージュを見る。

「コンフィチュールを作るの、すごく大変だった？」

「どうしてですか？　そんなことないですよ。ファイシス様のためですから」

　ファイシスは、嬉しそうに天てん真しん爛らん漫まんに微笑んで、スプーンでコンフィチュールとヨーグルトをくるっと合わせると掬すくって口にする。

　優しい黄色の桃とヨーグルトは、皿の上で渦うずを作って、ふんわりと立ち上がっている。

「おいしいよ。すごくおいしい」

　こくんと喉を動かして、ファイシスはもう一さじ食べた。

「本当にファイシス様は、桃のコンフィチュールが何よりもお好きなんですね」

「うん。でも本当はね、桃のコンフィチュールじゃなくてもよかったんだ。アーモンドタルトでも、胡桃くるみのケーキでも、砂糖漬けのチェリーのムースでも」

「え……」

　その言葉にルージュの顔は引きつった。

　今ファイシスが列挙したお菓子なら、材料が保存できるから、簡単に手に入るものばかりだ。

（それでもよかったって……そんな。じゃあ、今までの私の苦労は？　そりゃあ、結局作ってもらっちゃった形にはなったけど、心労というか……精神的負担はどうなるの？）

　ファイシスは、固まっているルージュの頰に手を伸ばし、そして薔薇色の頰を押しつけた。

「でもね、ルージュが、僕に一番最初にくれたのがこの桃なんだよ。ルージュが最初に僕にくれた贈り物……だから特別になったんだ。ルージュが作ってくれたものだから……」

　その言葉を耳元で優しく聞いて、ルージュは何も言えなくなった。

　真っ白で、キラキラと小さな光の粉がかかっているような、そんな言葉だ。

　ふわりと甘く香る桃の香りを、ファイシスから感じて、ルージュは思わず寄り添ってくる彼の体を抱き締めた。

「ルージュ……僕も君を抱いてもいい？」

「はい」

　ファイシスはスプーンを皿に置いたが、目もく測そくを誤って床に落とす。

「ファイシス様……スプーンが……」

「動かないで。あとでいいから……」

　硬く弾けた金属音の余よ韻いんの中、ファイシスは気にすることなくルージュの体を抱き締めた。

「ずっと……ちゃんと会えなくて寂しかったよ……僕のルージュ……」

「私は……ファイシス様のものですから……。ご下命とあれば……いつでもここに来ますから」

　素直な感情。素直な希望。

　きつく、きつく抱き締められて、ルージュの胸はときめくばかりだ。

　とても必要とされている。ものすごく、信頼されている。

　愛されている。多分、もしかするとヴィクサントールより……。

「本当に？　いつも僕のそばにいてくれる？　ヴィクスに邪魔をされても？　陰険で引きこもりで、むっつりすけべで、細かすぎるほど細かい、完璧主義のヴィクスに邪魔されても？」

「はい」

　クスクスと笑いながら、二人でぎゅっと抱き締め合う。

「───今……何か、私の話が出ていたようですが、お呼びということではないのでしょうね？」

　いつしか戸口に、眼鏡をギラリと光らせた黒髪、黒肌、エキゾチックな美貌の男が立ちはだかっていたことに、二人とも声をかけられるまでまったく気づかなかった。







「でね、追い出されたの。あれは叩き出されたと言っても過言じゃないわ。レストランでただ食いした客みたいに足あし蹴げにされたの。お説教もすごくてね、また当分はファイシス様の部屋に出入り禁止だって言われた……！　あいつはなんだってあんなにいつも偉そうなの!?」

「実際ルージュよりは偉いですし、当然でしょう。乗馬の件では、王子に怪我までさせたんですからね」

　アレクシスは、優美で柔らかで繊細なオールドローズの茎を切り落としながら、断言する。

　天国にも上るような幸せな香り。甘酸っぱい香りがルージュを包み込んでくる。

　黄色みがかったピンクから、オレンジがかったピンク。ほのかなグラデーションのまあるいころんとした八重咲きの薔薇が、今ルージュの部屋にはたくさんある。

　きついコルセットの下で、思い切り息を吸い込んで、胸の中をそのかぐわしい香気でいっぱいにしてみる。そうすると、さっきのヴィクサントールの暴挙に対する、めらめらと燃え上がるような怒りも、少しは収まるから不思議だ。や、ほんの少しだけど。

「ほら、動かないでよ。姉様」

「ごめん……」

　今、部屋の姿鏡の前でルージュの着ているドレスはどんどん変化している。

　光の中に咲き誇る薔薇と緑の草原の風。そんな感じ。

「しかもさ、姉様、どうせヴィクサントールさんの悪口も言っていたんでしょ？　そりゃあ、あの普段表情を出さない人でも怒るよ」

「私は言ってないわ。一言も言ってない！」

「王子はもっと悪口など言わないでしょうに」

　棘とげと茎を落とし、掌てのひらに包まれるような丸い花だけにした薔薇を、ジョシュアがドレスに縫ぬいつけていく。大きな染みも、裂かれた傷ももうどこにも見受けられない。白いシルクシフォンの幅広のリボンと薔薇が、優美に若草色の王妃のドレスを飾っている。

「本当にこれで大丈夫なの？」

「〝これで大丈夫〟というのは？」

「王妃様のドレスを作り直しちゃった感じがする。怒られないかな」

　ルージュは薔薇とシフォンのドレスの美しさに魅了されながらも、今まで見たこともないデザインになっているそれに、不安の色を隠せない。

「大丈夫！　ソフィア夫人にいただいた超高級のオールドローズだよ？　花びらのどこも傷つけずに運んでくるのは神かみ業わざなんだよ？　それに、サロンで噂になっている流行の最先端を取り入れてるんだから、間違いないよ」

　ジョシュアは力強く言いながら、今ルージュがマネキン代わりになっているドレスの胸元を詰め、そこにも薔薇を縫いつけている。

「ジョシュア、あなた裁縫までできるんだった？」

　元々手先の器用な子ではあった。でも縫い物をしているところは見たことがない。

　ちょっとでも動けば、針が自分の肌を突き刺すことになるから、ルージュは鏡を見ながらカチカチに緊張している。

「この前、ルブラン嬢のを見てね。勉強したんだ。待ち針をこう打って、しつけ糸で縫って、本縫いをする、簡単だよ」

「さすが我が弟……でもお願い。私も一緒に縫っちゃわないでね」

「じゃあ、目を瞑っててよ。そんな怯おびえた顔してられると、作業するボクもうっとうしいし」

「う」

　時間がない。切せつ羽ぱ詰つまった状況だから、いつもはもう少し優しい態度を見せてくれる弟も、そこはかとなかくぴりぴりした空気だ。

「さあ、できた」

　だが、緊張した部屋の空気はそう長くは続かなかった。まもなくジョシュアが満足そうな声を上げ、ルージュの体を鏡の前で回転させる。仕上げに、珍しく高めに結い上げ、そこから細めの縦ロールをびっしりと垂らしたデザインにしたルージュの髪にも、可憐な薔薇と流れるシフォンを挿した。

「最高ですね。布の傷と染みを隠そうとした装飾とは思えませんよ」

　アレクも大絶賛だ。

「姉様。支し度たくができたなら行くよ。馬車も準備が調ったみたい」

　窓から下を確認したジョシュアが、ウエストの鮮やかな赤いサッシュベルトをなびかせて振り向いた。

「さあ、ルージュ。仕切り直しの大舞踏会ですからね。完璧を目指してください」

「はい……完璧を目指します」

　ものすごくしおらしく、返事をした。
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　プチトリアノンの門が開かれ、中から白い箱馬車が走り出た。

　四頭立ての今日の馬車は、白地に金でロカイユ紋様の施された、女性的なものだった。

「こんなに可愛い馬車もあったのね!?」

「女性向きですね。デューク王子がわざわざあつらえてくださったんですよ」

「デューク王子が……」

　彼からの贈り物は、どれも素晴らしくて貧乏貴族の娘としてはありがたいが、どうにもこうにも気が重く、荷が重い。

「お会いしたらお礼を申し上げて、望まれるようでしたら、一曲でも二曲でも三曲でも踊ってください。いえ、望まれなくても、踊りなさい。第二王子と踊る機会を得ることは、貴族の女性の本ほん懐かいですから」

「いくら物好きなデューク王子でも、ルー姉様と何曲も踊りたがるとは思えないな。一曲踊りきるまでに、何回足を踏まれるか」

「あ、バカにしてるわね？　私だって、特訓してます。今夜は成果をご覧あれ」

　軽く言い合いをしているが、正直なところ、ルージュの心は不安で溢れ返っている。

「王宮、正面玄関に到着しました」

「ルージュ・ド・クリムゾン嬢のお着き」

　衛えい兵へいが、そう高らかに言うのが聞こえて、ルージュの心臓はさらに早はや鐘がねを打った。

　入ったばかりのホールの装飾も、飾りたてられた生花も、圧倒される豪華さだ。

「すご……い。前の舞踏会のときよりも、数倍は豪華になってない？」

　ルージュの感覚では、これは世界規模で行われるような舞踏会会場だ。

　端から端が見渡せないほど長く続く鏡の間を、今、金のシャンデリアと、大輪の薔ば薇ら、そして着飾った大勢の貴族たちが埋め尽くしているのだ。

「やはり二度目は最大級の本気ですね。負けず嫌いな王妃がその気になれば、こんなものです」

　アレクシスとジョシュアにエスコートされながら、緋色の絨じゆう毯たんが敷き詰められた大理石の階段をゆっくりと、だが優雅に上がる。

　そして鏡の間の前に来て、招待客は記帳を済ます。

　前にも同じことをやったから、今度は幾分落ち着いていられる。

　以前より冷静でいられないことがあるとしたら、それはこの王妃のドレスゆえだ。

　大階段を上りつめると、そこはもうすぐ鏡の間へと続く扉が開かれている。

　扉の横には以前よりも倍増しの衛兵が、華麗なる典礼であるにも関わらず槍やりを構えて立っている。十二分の警備体勢で臨のぞんでいると、誇示しているのだろう。

　入り口で手渡されたパピヨンの仮面を耳にかけ、誰もがその地位も名前も隠して別人のように振る舞う仮面舞踏会。

　さざめく夫人たちのたわいないお喋り。

　狩りの獲物を自慢したり、女性の品評に興じたりする貴公子たち。相手が誰か気づいた上で集まっている者も多そうだ。だが、赤の他人同士がなんの先入観もなしに知り合える場所でもある。

「ルージュ。はぐれないでください。きっとデューク王子が来ますから、私はそれまであなたをちゃんとエスコートしなくては」

　蜂蜜色の神こう々ごうしい光。天井からは、何トンもありそうなシャンデリアが数基下がる。

　夢のような光景だ。

　硝子ガラスに溢れる光が跳ね返り、宝石箱の中にいるような錯覚に陥おちいる。

　選りすぐりの宮廷楽団により、途切れることなく軽やかな音楽が奏でられる。

　フォーブス城にいた頃は、大勢の貴族たちが交遊し合うパーティーに憧れてもいた。

（でも、ここは主に闘いの場みたいね。華やかに着飾った鳥や蝶が競い合う、豪華な戦場）

　王妃のドレスはどうやらひときわ目立つらしい。さっきから周囲の視線を強く感じる。それがいい意味か悪い意味かわからないけど。

　まあ、ジョシュアが〝流行の最先端〟と言っていたのだ。それを信じておけばいい。

「大丈夫ですよ、ルージュ。あなたは今この大広間で最高に光り輝いていますから」

　アレクシスは、ルージュの気持ちを盛り上げようと、そう確信に満ちた励はげましを口にする。

「最高にって、褒ほめすぎじゃない？」

「私が噓を言ったことがありますか？」

　自信に溢れたアレクシスの微笑に、どんな言葉も信じてしまいそうになる。

　でもそんなアレクシスの激げき励れいで上昇しかけたルージュは、またすぐに〝敵〟に遭遇した。

「あら、ルージュさん。あなたがいらしていたなんて！　驚きですわ」

　甲高い声がして、振り向くとそこにファゴット嬢がいた。

　黒と赤のストライプの大ぶりなリボンが、胸にもスカート部分にも数えきれないほどついている、少女らしくも、大胆な印象のある豪華なドレス。栗色の髪は縦たてロールで花飾りが散っている。

「この最新のドレス。素敵でしょう？　ファンタル嬢に作らせたのよ。マルゴットのもね」

　ファゴットは、背後に隠れるようにしていたマルゴットの腕を摑んで引ひきずり出す。

　彼女の衣裳はレモン色に輝くシルクで、なかなか爽やかな印象だ。

「ルージュさんは、王妃様から大変高価なドレスをいただいたのですって？　羨うらやましいわ。でもそのドレスじゃないわよね？　王妃様から贈られたドレスを着てこなくてよろしいの？」

　自分で汚して着られないようにしたことと、斬新に飾りつけられているせいもあって、彼女にはこれがそのドレスだとは思いも寄らないようだ。

「王妃様のお心遣いを無下にしたりすると、大変なご不興を買いますわよ？」

　意地悪く反そり返った鼻。三日月のように張った蛾が眉び。吊り上がり気味の真っ赤な唇。

　すべてに腹立たしい思いが込み上げてきたが、ルージュはぐっと吞み込んで、微笑を浮かべる。

「ファゴットさん、これが王妃様のドレスですわ。とても豪華で素敵でしょ？」

　ほほっと上品ぶった口調で笑い声を立てながら、ルージュはない胸を張った。

「それが……あのドレス……？」

「〝あの〟って……ファゴットさんは何故、王妃様のドレスをご存じなんですの？」

　もちろん答えられるわけがない。

　ファゴットは顔を引きつらせ、蒼白になりながらルージュのドレスを見ていたが、不意に胸元から流れるように下りている薔薇に手を伸ばした。

「あ……っ」

　それを引きちぎられ、大きな染みが露出してしまったら、この華々しい大広間で、ルージュは王妃のドレスを台なしにしたことがばれてしまう。

　ルージュもアレクシスも、突然伸びた彼女の素早い手の動きを、止めることができなかった。

　だがファゴット嬢の手は、ルージュの大輪の薔薇の一房を摑んだまま、止まった。

「おや、おや、またケンカですか？」

　落ち着いた大人の男の声が、彼女の背後から聞こえてくる。

「〝ケンカするほど仲がいい〟とも言いますが、いい加減にした方がいいでしょうね。ファゴット嬢。あまり険けわしい表情をしてばかりいると、せっかくの美貌が台なしになる」

　シグナス・ド・サンティノワール公爵だった。彼が、今夜は眼帯の上から黒いパピヨン形の仮面をつけいる。

「サンティノワール公爵!?」

　ステッキを片手に、眼帯もつけていて一目で彼とわかる男が、仮面舞踏会に参加しているとは思ってもいなかった。しかも、どうやらルージュの危機を見かねて助け船を出してくれたらしい。

「さあ、よろしければ我がお相手を務めていただけますか？　ファゴット嬢」

　ファゴットは、サンティノワール公爵の男らしい立ち姿と、低く響く男前の低音の誘いに乗って、頰をうっすら染めながら、その手に手を重ねている。

　そして、啞然とするルージュの前から、公爵の大胆なリードで、二人は鏡の間の中央に踊り出ていった。

「助かりましたね。ルージュ」

「うん。でも公爵、ファゴット嬢の手を取って大丈夫なのかな？　かゆかゆのじんま疹しん……」

「手袋を完全装着していたので大丈夫でしょう。肌が直接触れなければ」

　考えれば気の毒なのだが、公爵のその機転で、ルージュの気持ちはかなり救われた感じだ。

　きっと今夜は、もうファゴット嬢の嫌がらせはないだろう。

　アレクシスとジョシュアも、しっかり脇を固めてくれている。

　安心しろという、アレクシスの自信に満ちた微笑が心強い。

　そのとき、鏡の間の入り口付近がざわめいた。

　皆がそちらに視線を送る。

　両開きの扉が衛兵の手により物々しく開いて、護衛の者と制服侍従に警護された王と王妃が姿を現した。深いグレープ色のローブ・ア・フランセーズ式のドレス。胸元のストマッカーには金糸でたっぷり盛り上げられた百ゆ合りの紋章。そこから横に大きく広がったスカート部分に、ヤナギがしだれるように金の刺し繡しゆうで蔦つたや葉を散らしている。

　塔のごとく結い上げた頭には、ダチョウの羽飾りと、折りたたまれたリボンがついていて、やはり王妃の風格を堂々と見せつけている。

「王陛下もご一緒ですね。ルージュ、ご挨拶を」

　あまりにぎやかな席が得意ではなさそうな王だが、先日の舞踏会の仕切り直しなのだからと強引に王妃に担かつぎ出されたに違いない。晴れやかな顔には見えなかったが、貴族たちを束ねる王の義務として、その場に身を置いている感じだ。

（王陛下にファイシス様が乗馬をしたとお話ししたら、さぞかしお喜びになるに違いない）

　でももっと上達して、公式の場で乗れるようになるまでは、王に伝えるのは時期尚しよう早そうだろう。

　緊張で強こわ張ばって直立していたルージュは、横からアレクシスに小こ突づかれた。

　慌ててルージュも王陛下一行に深々と礼をする。

　王は周囲の貴族には答礼らしいこともせず、軽く目を伏せたような仕草を見せただけだ。

　高く結い上げた髪のダチョウの羽根飾りを揺らしながら、王妃がつとルージュの前に立つ。

　次いで、その動きに気がついた貴族たちが、皆一斉にルージュたちの方を見た。

　ルージュは優雅な仕草でお辞じ儀ぎする。

　母フローラに仕込まれた、両手でスカートの部分をつまんで腰をかがめる例の所作だ。

「まあ、クリムゾン伯爵令嬢。よく来てくれたわね」

「王妃様からの直じき々じきのお言葉、光栄に存じます」

　頭を深く下げたまま、丁寧にそう答える。

　ここからが、正しよう念ねん場ばだ。

　王妃は自分が与えたドレスにここまで手を入れて着ていることに、不満を漏らすだろうか。それとも、それほど気にせず通り過ぎてくれるだろうか。動どう悸きが激しくなってくる。

　王妃は、しばし無言でルージュの前に立っている。

　顔は見えないが、頭の先からつま先まで吟味しているに違いない。視線が肌にぴりぴり刺さる。

　王妃がすっと息を吸って、赤い紅を差した唇を開いたのが、頭の上に感じられた。

「私の差し上げたドレスね……」

（来た！）

　心臓が飛び出しそうなほど大きく打った。

「その髪飾りとお揃いの花。胸元から流れ落ちている薔薇の生花も素敵によく似合っているわ。あなたにも、そのドレスにもね」

「ありがとうございます。王妃様」

　王妃は褒め言葉だけ言って、ルージュの前を通り過ぎ、居並ぶ貴族たちに一言二言声をかけると、奥に用意された王と王妃用の、獣の脚と頭部があしらわれた豪ごう奢しやな椅子に座する。

　真紅のビロード張りの玉座が埋まると、再び鏡の間には宮廷ワルツが流れだし、人々は手を取り合って踊り始める。

　そこまで来て、ルージュはやっと深いお辞儀の姿勢から顔を上げた。

　張り詰めていた糸が切れるように、ほうっと、限りなく深い安あん堵どの息をつく。きつすぎるコルセットのせいで、それすらも思うに任せないものだったけれど、とりあえず、これで大きくのしかかっていた心配事の大半は片付いた。

「よかったですね。ルージュ」

「ジョシュアのセンスと手芸の手腕のおかげだけど。もちろん、アレクシスも」

　アレクシスに微笑んでみせる。

　アレクシスも、緊張に引き締まっていた表情に、ほんのりと柔らかさを覗かせた。

「諦めずに道を切り拓くことは、重要なことですよ。ルージュ」

「ですよね！」

「ルージュ！　その返事は微妙です。改めなさい」

「───ですよね……」

　アレクシスのこめかみがピクリと動いたのが銀の髪の下から覗いたので、ルージュはそれ以上お茶目をするのはやめておいた。

　舞踏会なんて放ったらかして、部屋に戻りたい。

　ファイシスのそばにいることが、自分の本来の任務だ。

（でも、ファイシス様の立場をよりよくするように努めるのも、仕える者の役目……）

「ルージュ！」

　緑色のシルクブロケードの衣裳に身を包み、黒のジレ、黒のブーツ姿。栗色の巻き毛を頰に、肩に散らしている長身のデューク王子が、ルージュの前に進み出てくる。

　それから片足を半回転させるように後ろに引き、腕を胸の前で追って、視線を落とす。

「踊っていただけますか？　ルージュ・ド・ラ・クリムゾン」

「え……」

　アレクシスは、もちろんデューク王子と踊りなさい、とその視線の強さで示している。

「君はどこにいても本当によく目立つね。今夜は母上の仮面舞踏会の仕切り直しだ。最低でも一曲は踊ってもらうよ？　燃えるような紅あかい花の君」

「───はい、こちらこそ。デューク王子」

〝燃える〟とか〝紅い〟とか、もう聞くだけでげんなりする言葉ではあったが、デューク王子にいちいち自分のコンプレックスに気を遣えと言うのも無理な話だ。

「まあ、デューク王子が他国の姫君以外の方を、自らお誘いするなんて珍しくありません？」

「まあ、本当に。どちらのお嬢様かしら？」

　たとえ仮面をつけての舞踏でも、時計回りに、ドレスをいかに広げて大きく見せるか、自身の美しさをアピールするか、パートナーとどれだけ息の合った動きができるか。そんなことが何よりも重要だ。

「そのドレスも素敵だね」

　ルージュは長いトレーン裾すそを、自分で踏んでしまわないように、王子に踏ませてしまわないように、気を張って踊るのに必死だ。

「ありがとう……ございます」

「これは……私が贈ったドレスじゃないけどね。その薔薇の生花の使い方も、シフォンのベールの使い方も斬新で美しいね」

　ルージュがくるんと回るたび、ピンクの薔薇と、背中から腰に斜めに垂らしたシフォンが大きく揺れる。

「デューク王子様にいただいたドレスを、お見せできなくてすみませんでした」

　踊るのに全神経を傾けていたルージュは、そのときになって王子に謝ることを思い出した。

「母が意地悪してそれを着ろと言ったんだろう？　サイズも違うし、流行遅れのドレスなのに。私がルブラン嬢に君のドレスを頼んだのが気に入らなかったらしい。悪いな」

「いえ、そんな」

「だが、胸のサイズも綺麗に合ってる」

　はっとして、胸元を見た。

「あ、これは……えっと……合ってはなかったんですけど……」

　でも、事情を知らないデューク王子に、このドレスが素晴らしいと褒めてもらったのは自信になる。その言葉にほっとして、ルージュはちょっと胸を張って踊り続ける。

　曲がもうすぐ変わりそうだ。

　一曲は踊りきれというアレクシスの厳命は、これで果たせた。

　王妃に対するもやもやも、ファゴット嬢に対する憤いきどおりも、これで溜りゆう飲いんが下がるというものだ。再び安堵の息をつくルージュだったが、まだそれでは終わらなかった。

「ルージュ。もう一曲踊ってもらってもいいかな？」

　デューク王子は、自分が足を踏まれなかった〝奇跡の人〟だとは知らない。ダンス特訓の成果が如によ実じつに表れたのだとしても、まだルージュと踊ろうというのはあまりに大胆不敵だ。

「えっと……でも……」

「でも、とかいう言葉は聞きたくないな。そもそも、君は私より母を優先したも同然なんだよ？　私が先にドレスを贈ったというのに、君は王妃の機嫌を尊重した。それは私にとって結構傷つく選択だよ？」

「すみません……次の舞踏会には……是非いただいたドレスを着用させていただきますので……」

「そうかい？　じゃあ、明日にでも私が舞踏会を催もよおすかな」

　王子のご機嫌を損そこねることなく、ルージュにしては上手く会話をこなせたと思った。

　でもすぐに、その言い訳だけでは、デューク王子を納得させられない事態が起きてしまったのだ。

　皆が、仮面をつけ、誰という立場もなしに交遊でき、楽しめるこの鏡の間。

　天井の青空には天使が舞い、女神が花を振りまく、輝かしく優雅な空間。ずらりと並ぶ天使の像がロウソクを掲げ、天界への道行きを思わす長廊下の遙か彼方かなたから、ざわざわと、さざ波のように人々の驚きと動揺が伝わってきた。

（───何？）

　くるくると踊る貴族みんなが、咲き誇る花のようであった広間の中央が徐々に開き、ぽっかりと道を作った。そこに、舞踏会には似つかわしくない人物が現れたからだ。

「ルージュ。どこ？　僕も来てみたよ」

（ファイシス……様……!?）

　人々の大半は、第三王子の登場に気がついてダンスをやめていた。音楽だけが軽やかに流れている、その広間に、車くるま椅い子すに乗ったファイシス王子が現れたのだ。

「ファイシス王子だ……」

「あの方が？　でもお体もお心もずっとお悪くて、離宮で治療中だと伺っていたのに」

　口さがない女性たちだけでなく、男性陣も驚きを隠さない。

「ファイシス王子が人前に姿を見せるなんて……しかもなんてお美しい」

「本当に、天使のよう。あの方がファイシス様……第三王子様なの？」

　ファイシスは、向こうからまっすぐ車椅子を走らせてきて、そしてルージュの前で緩やかに止まった。

「ルージュ。ここは綺麗だね。華やかな鏡の間。琥こ珀はく色いろの光が満ちた美しい空間だ」

「ファイシス様……どうやって……ヴィクサントールはご一緒では？」

「ヴィクスには内緒なんだ」

　ファイシスは、だが、見事な盛装に身を包んでいた。

　刺繡の入った黒い上着に、抜けるように鮮やかなコバルトブルーのジレ。

　色白の整った顔と、ウエーブのかかった金の髪、澄んだサファイアブルーの瞳。彼の特筆すべき美しさすべてを、存分に引き出すような晴れやかな衣裳だ。

「ファイシス。おまえ……なぜ……」

　デューク王子が、驚きを隠さず、清らかな微笑を見せる腹違いの弟を見下ろして呻うめく。

「僕も、ちゃんと社交の場に出なくてはいけないって思ったから……だって……それが王子たる僕の務めでもあるでしょ？」

「ファイシス様……」

　車椅子の上から周囲を見上げ、見渡し、魅力的な笑みを見せる。

　美しく気品に満ちた少年を目の当たりにして、間違った情報と偏見しか持っていなかった周囲の貴族たちは、啞然とするばかりだ。

「王子としてちゃんとした義務を果たさなくては、ルージュをお嫁さんに貰えないもの。ヴィクスの言うとおりだ。だから僕は、ちゃんと君と同じ場所に出たいと思ったんだ」

　ファイシスの凜りんとした言葉は、貴族たちの耳に届いた。

　王と王妃は、すでにその場から去っていたが、臣下である貴族たちは、廃はい嫡ちやくを噂されていた第三王子の突然の登場に動揺した。輝くばかりの純真な姿に、うろたえた。

　しかも、聞き間違いかもしれないし、王子の言い間違いかもしれないが、そばにいた一部の者たちの耳には〝お嫁さん〟という言葉が飛び込んでいたのだ。

「ファイシス。おまえ、今なんと……？」

　デューク王子にも、当然同じ言葉は聞こえていた。

「兄様。突然お邪魔してすみません。でも、ルージュをちょっとお借りしたいんです。よろしいですか？」

「ファイシス……」

　デューク王子の睨みつけるような視線がファイシスを刺す。そして口をへの字に曲げながら、もう一度その名を呻いた。

「ファイシス……！　どういうつもりだ!?」

「どういうつもりって……僕はルージュと婚約するつもりなんです」

（え───っ!?）

　聞き間違いじゃないかと思った。その言葉は、彼だってヴィクサントールに断じて口にしてはいけないと釘を刺されまくったはずだ。

　なのにファイシスは、そんな記憶などまったくないかのように、毅き然ぜんと爽やかに口にした。

　これはれっきとしたプロポーズだ。

　子供同士のささやかな約束事ではなく、大勢の貴族の集う公おおやけの場で交わされる結婚の約束。

（なんなの？　どうなっちゃったの？　私、何か失敗したの？　アレク！　それにヴィクスは？　あの陰険根暗男は肝心なときに、なんでファイシス様のそばについてないのよ……!?）

　ルージュは、その場にへたへたと倒れ込みそうなほど、動揺して困惑した。
















（夢かもしれない……そうよ。きっとこれはあのときと同じ、目の前に広がるお菓子天国。お菓子の花園。それを誰かに邪魔されるの。幸せがあって、すぐまた地獄に突き落とされる）

　きっとこれは……。

「ファイシス。おまえにルージュは渡さない。この紅い娘は……私が貰う」

（あ、またこの第二王子は……なんて負けず嫌いなんだろう……もしくは天あまの邪じや鬼くか異常なほどの物好き……）

「ルージュ。僕と結婚してくれるよね？」

「紅い娘。こっちに来い！　おまえは私と踊るんだろ!?」

　ルージュはふっと、この夢から覚めようとして目を瞑った。

　真っ白になった。

　お腹が空きすぎていた。そして、きつすぎるコルセットが呼吸を困難にもしていた。

　二人の王子が、ルージュを絶体絶命な状態に追い込んだ。

　そんなルージュの様子を見て、請われて貴婦人がたと踊っていたアレクシスが駆けつけてきた。

　そして若草色のドレスと生花を纏った初夏の妖精のようなルージュは、アレクシスの腕の中に倒れ込み、紅い髪を散らした───。
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あとがき






　初めましての方も、何度目かの方もこんにちは。

『レッド・プリンセス　──大だい舞ぶ踏とう会かいは薔ば薇らのドレスで──』いかがでしたでしょうか。

　今回も赤というより、本文の見た目黒い本のようなのは気のせいでしょうか。え？　気のせいじゃない？　そうですか……。そうですよね。くっ。

　まあ、内容は一巻目のあおり〝華麗で危険な冒険活劇！〟とつけていただいたとおりな感じにまっしぐら！　になっているといいなと、勝手に思っております。

　このお話に、素敵な王子や騎士が欠かせないのと同じく、お菓子やハーブやドレスもてんこ盛りでいきたいところ。

　それは私の趣味だからです。（あ、言っちゃった）

　東京でロココ時代のフランス宮廷ドレス展示があると聞けば行き、上野でルーブル展があると聞けば飛んでいきます。

　ドレス展は、硝子ガラスケースの仕切なしに、じっくりナマで当時のドレスを眺められたのですが、いやあ、昔の手仕事というのは素晴らしいですね。

　あの細かなダーツ、プリーツ、タック、柄合わせは見事としか言いようがなく、砂粒のような細かなビーズは、どんな細い針と糸で縫ぬいつけてあるのだろうと感心するばかり。

　二百年ほどの時を経て、状態良く保存されていたとはいえ、色も多少は褪あせているはず。それでもまだ美しいので、仕立てられた当時はもっと発色もよく美しかったのでしょうね。

　現代に生きるものとしては、重そう、とか、動きにくそうとか、これで馬に乗っちゃうのねーとかお洗濯はどうするんだろう、とか思うわけですが、そんなのは無ぶ粋すいな話。

　美しくて華やかであればいいのですよね。

　で、ルージュにもそういう華麗なドレスをたくさん着てほしいのですが……何せ貧乏……。

　で、本人は汚し屋さん……。まあ、十五歳のわりに頑張っているのでよしとしましょう。




　そういえば、前巻のあとがきで書きました、ラデュレのマカロン。東京では銀座と日本橋でのみ販売なのですが、先日は上野ルーブル展でもワゴンで出張販売がされておりました！　混んでいたのと、急いでいたのとでその日は購入せずに帰宅。そしてあとでそこでの販売は上野ルーブル限定のケースだったらしいと知り、今度上野に行ったら絶対購入してこようと決めました。（限定に弱いワタシ……）




　では、今回もお世話になりました方々に多大な感謝を贈りつつ、ここまでおつき合い下さった方にも感謝しつつ、締めさせていただきたいと思います。

　またどこかでお会いできますように───。
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非常に肩こりな私は冬のコートはダウンコート以外敵！（重いと肩凝るんですよー）なことが多いのですが、もうコートのいらない季節ですね。

それはそれでもっふもふなあの感触が味わえなくなるのは寂しかったりします。
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12月25日生まれ・山羊座・Ａ型

先日旅行でパリ・ローマに行ってきました。特にベルサイユ宮殿は「レッド・プリンセスの世界観……！」と感動もひとしおでした。

この経験を挿画に活かしていきたいです。
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